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北関東自動車道は、本県高崎市において関越自動車道から分岐し、茨城県ひたちなか市にい

たる延長約150キロメートルの高速自動車国道であります。その間、群馬・栃木・茨城各県の

主要都市および東北自動車道・常磐自動車道を結び、地域社会の発展に大きな役割を果たすも

のと期待されております。

この北関東自動車道の高崎、伊勢崎間約15キロメートルの建設に先立って、平成 7年 6月か

ら36の遺跡で発掘調査が行われましたが、当事業団ではそのうち、 31の遺跡の発掘調査を担当

しました。また、それらの遺跡の整理事業は平成10年度から実施しており、本書『波志江西宿

遺跡 I（古墳時代・中近世編） 伊勢山遺跡』は、その発掘調査報告書第16集として刊行するも

のです。

本遺跡は、伊勢崎市波志江町内に所存し、発掘調査は平成10年度から12年度にかけて実施さ

れました。その結果、旧石器時代、縄文時代、古墳時代、中世、近世にわたる各時代の遺構や

遺物が発見された遺跡です。

整理作業は平成13年度から14年度にわたって実施され、上梓のはこびとなりました。

この中で注目されるのは、波志江西宿遺跡の古墳時代前期の竪穴住居から斧形石製模造品の

未製品が検出されたことで、古墳の副葬品を制作する集団の存在が推定されることです。それ

らを含めて今回調査された遺構と遺物は、群馬の中毛地域の古代の歴史を考える上で貴重な資

料となっています。

本書は、考古学研究者はもちろん、郷土の歴史に関心をお持ちの県民の皆様の研究にも大い

に役立つものと確信しております。

最後になりますが、日本道路公団東京建設局、同高崎工事事務所、群馬県教育委員会文化課、

伊勢崎市教育委員会、地元関係者の皆様には、発掘調査から本報告書刊行まで終始ご協力を賜

り、心から感謝の意を表すとともに、発掘調査に携わった担当者、作業者の方々の労をねぎら

い序といたします。

平成14年12月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎
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本書は北関東自動車道建設工事に伴う、波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡の発掘調査報告書である。本遺跡

は旧石器時代から中近世までの複合遺跡である。報告書は全 2分冊で構成した。第 1分冊である本書は

波志江西宿遺跡の古墳時代 ・中近世の遺構 ・遺物と伊勢山遺跡について報告する。今後、第 2分冊で波

志江西宿遺跡の旧石器 ・縄文時代の遺構 ・遺物を報告する予定である。

本遺跡は群馬県伊勢崎市波志江町3646-2、3648-1、3648-2、3649、3651、3653-1、3653-2、3655-1、3658

-10、3658-11、3658-21、3660-5、3660-6、3664番地に所在する。

波志江西宿遺跡の遺跡名は小字名の西宿の前に大字名にあたる波志江町の町名を付し、伊勢山遺跡は小

字名にあたる伊勢山を付して遺跡名としている。

発掘調査は、日本道路公団から財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 ・伊勢崎市教育委員会が委託を受

け実施し、整理事業は日本道路公団から財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が委託を受け実施したも

のである。

5

6

 

調査主体

調査期間

7
 

調査組織

゜
ー

8

9

 

整理主体

整理期間

整理組織

事務担当

整理担当

整理班員

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 ・伊勢崎市教育委員会

平成10年9月1日～平成11年3月31日（平成10年度）

平成11年4月1日～平成12年3月31日（平成11年度）

平成12年4月 1日～平成12年6月30日（平成12年度）

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

事務担当

調査担当

伊勢崎市教育委員会

事務担当

調査担当

小野宇三郎

大島信夫

吉田有光

本間久美子

杉田茂俊

菅野

中束耕志

柳岡良宏

並木綾子

狩野真子

石塚久則

内田敬久

田島國明

矢島克彦

吉田

植原恒夫

森下弘美

北原かおり

桜井美枝

黒沢はるみ（嘱託）

清

豊

小野宇三郎

相京建史

宮崎忠司

内山佳子

松下次男

岩崎泰一

熊谷

出浦

岩淵節子

健

細谷清三

崇

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

平成13年 4月 1日～平成14年 9月30日

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

赤山容造

西田健彦

片岡徳雄

赤山容造

國定

岡嶋伸昌

若田

國定

狩野真子

戸神晴美

均

誠

浅見宜記

小林利夫

長沼孝則

中澤貞治

神保侑史

均

田中賢一

渡辺

笠原秀樹

森下弘美

佐藤美佐子

吉田

間庭

住谷

茂

稔

剪藤暁美

村田喜久夫

進

笠原秀樹

並木綾子

松下次男 吉田

小林恵美子

健 神保侑史

須田朋子

片岡徳雄

本間久美子

蘇原正義

関口美枝

杉田茂俊

萩原利通

須田朋子

内山佳子

茂

馬場信子

ムヒヌ之
Hヒ 旦

小山建夫

大澤友治

北原かおり

渡辺弘幸

小林大悟

ムヒ又之
月ヒ豆 健

小山建夫

若田

蘇原正義

誠

高橋優子

健 坂本敏夫

吉田有光

吉田恵子

石川雅俊

前田和昭

巾 隆之

高橋房雄

佐藤美佐子

渡辺八千代

星野春子 市田武子 牧野裕美 安藤美奈子 船津博子 高橋美穂子 高橋初美



10 本書作成の担当者は次の通りである。

絹集杉田茂俊桜井美枝黒沢はるみ

執筆第 1章 1 中束耕志

第 1章 2• 3 、第 2 章 1 · 2 • 3-1 杉田茂俊

第 2章 3-II、第 3章桜井美枝

伊勢山観察表（縄文土器） 橋本 淳

その他については文頭に文責を記してある。

遺構・遺物観察指導、助言

石塚久則大木紳一郎女屋和志雄徳江秀夫大西雅広橋本淳

遺構写真 各発掘担当者

遺物写真佐藤元彦

保存処理 ・木器実測関邦一土橋まり子小材浩一高橋初美横倉知子藤井文江

遺構 ・遺物図面整理、図面作成等

黒沢はるみ岩淵節子戸神晴美小林恵美子馬場信子高橋優子渡辺八千代

星野春子市田武子牧野裕美安藤美奈子船津博子高橋芙穂子高橋初美

機械実測佐藤美代子矢島三枝子田中富子富沢スミ江伊東博子岸弘子

11 委託関係

石材鑑定飯島静男（群馬地質研究会）

炭化材・樹種同定株式会社パレオ ・ラボ

火山灰分析株式会社古環境研究所

12 波志江西宿遺跡の出土遺物と記録資料の一切は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団で管理し、群馬

県埋蔵文化財調査センターに保管している。伊勢山遺跡の出土遺物と記録資料は、伊勢崎市教育委員会

で保管している。

13 本書の作成にあたっては次の方々に指導と助言を賜った。記して感謝の意を申し上げる次第である。

群馬県教育委員会伊勢崎市教育委員会南雲芳昭加部二生須永泰一矢島克彦出浦崇（順不

同。敬称略）



凡例
1 調査区域には、国家座標に基づいてグリッドを設定した。国家座標は平成14年 4月改正以前の日本測地

系を用いた。波志江西宿遺跡では国家座標の 5mごとにグリッドを設定、南東隅の韮準点の数値をもっ

てグリッド名とした。伊勢山遺跡では国家座標の10mごとにグリッドを設定し、東西軸にアルファベッ

ト、南北軸に数値を付す。北西隅の基準点のアルファベットと数値をもってグリッド名とした。

2 本書の遺構名は、原則として発掘調査時に付したものをそのまま使用している。波志江西宿遺跡では発

掘調査時に、近代以降の遺構や近年の撹乱に遺構番号を付したものが多数あったため、整理作業時に所

属時期を検討し、中近世以前の遺構のみ取り上げた。従って、土坑、溝に関しては欠番が多数生じる結

果となった。また、遺構番号の重複するものや遺構種類の変更を行ったものについては、遺構番号を変

更している。番号を変更した遺構は下記の一覧表のとおりである。ただし、遺物注記や写真、図面など

の記録類は遺構番号の変更は行っていない。

掲載遺構名 変更前遺構名

A区2号住居 A-2区1号住居（遺構番号重複）

A区3号井戸 A-65号土坑（遺構種類の変更）

A区4号井戸 A-362号土坑（ II ） 

A区5号井戸 A-2区 1号井戸（遺構番局重複）

A区6号井戸 A-2区2号井戸（ ｝｝ ） 

A区7号井戸 A-2区3号井戸（ !! ） 

A区8号井戸 A-2区4号井戸（ II ） 

A区9号井戸 A-2区5号井戸（ II ） 

c区11号井戸 C-25号土坑（遺構種類の変更）

c区12号井戸 C-37号土坑（ II ） 

c区13号井戸 C-401号土坑（ II ） 

3 本書におけるテフラ（火山砕屑物）の呼称として、以下の略称を用いている。

略称 テフラの名称 噴出年代

As-A 浅間A軽石 天明 3年 (1783)

As-B 浅間B軽石 天仁元年 (ll08)

As-C 浅間C軽石 4世紀初頭

As-YP 浅間板鼻黄色軽石 1.3~1. 4万年前

As-OK2 浅間大窪沢第 2軽石 1.6万年前

As-OKl 浅間大窪沢第 1軽石 1. 7万年前

As-BP 浅間板鼻褐色軽石群 1. 9~2.4万年前

AT 姶良丹沢火山灰 2.4~2.5万年前

Hr-HP 榛名八崎軽石 4.1~4.4万年前



4 竪穴住居の方位は、住居の長軸線で北を基準とした傾きを計測した。掘立柱建物の方位は梁行方向で同

様に北を基準とした傾きを計測した。東に傾く場合をN-0°-E、西に傾く場合をN-0°-Wと表し

た。この角度は90゚を越えない。

5 竪穴住居の面積は、 1/20 • 1/ 40図上で住居確認面の掘り込みから内側をプラニメーターを用い 3回計測

した平均値を採った。

6 遺物観察表の記載方法は次の通り。

(1) 遺物の出土位置は、遺構の床面から遺物までの垂直距離を示した。

(2) 欠損のある遺物の法量は、推定値 ・残存高を（ ）で、計測不可をーで示した。

(3) 石製品の法量のうち、長さ ・幅 ・厚さは最大値を示す。

(4) 胎土中の砂粒の大きさは、土壌物理研究会の基準に従い、細砂粒( <0.5mm)・粗砂粒 (0.5

~2.0mm) ・細礫（2.0~5.0mm)・中礫 (5.0mm> ) と分類した。

(5) 色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 • 財団法人日本色彩研究所監修 『新版標準土色

帖』に従った。

7 遺物実測図の縮尺は原則として次の通りであるが、統一できなかった部分もあり、各図の縮尺を参考さ

れたい。

土師器1/3 左記のうち大型の器種（壺） 1/6 石器 ・石製品1/1 1/2 1/3 1/6 埴輪1/4 陶磁器1/3

1/4 近世土器1/3 1/4 1/6 木製品1/2 1/ 4 1/8 金属製品1/2 1/3 古銭1/1

8 遺物写真の縮尺は、原則として実測図とほぼ同じである。遺構写真の縮尺は不統一である。

9 遺構実測図の縮尺は次の通りであるが、一部統一できなかった部分もあり、各図の縮尺を参考されたい。

原則として遺構の土層断面図は遺構の縮尺に準ずる。

竪穴住居跡 1/60 掘立柱建物跡 1/60 土坑 1/40 井戸 1/60 溝 1/100 

10 本書で使用するスクリーントーンの意味は原則として次の通り。

地山 員彎□叫 焼土範 囲= 炭化物範囲

粘土範囲 ・すり面 埴輪胸繋赤色D
11 住居平面図中の茶色の線は、床面の硬化範囲を示している。

12 遺物番号は、遺構ごとに登録した。図中の出土遺物●は土器を、 0は石器 ・石製品を、 ▲は炭を、 ■は

古銭を表す。

13 遺物の注記は、波志江西宿遺跡については遺跡略号 (KT-260)に続いて区、遺構名、遺物ナンバーの

順に記載してある。伊勢山遺跡については、遺跡の事業名称である 「西宿」に続いて区、遺構名、遺物

ナンバーの順に記載してある。
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第 1章 発掘調査の概要

ー 発掘調査に至る経過

本遺跡の発掘調査は、平成10年4月 1日付け県教育委員会と本事業団の間で締結された、「北関東自動車

道（高崎～伊勢崎）地域埋蔵文化財発掘調査」についての委託契約に基づいて、高崎起点 STA120+60から

STA122+90付近、約230mの調査対象地として実施することになった。

発掘調査開始以前の同年 9月の日本道路公団高崎工事局と群馬県教育委員会文化財保護課、本事業団の三

者定例会議に於いて、同年10月からの調査開始が協議され、同年10月17日から、既に用地買収が終了してい

たSTA121+10からSTA121+60付近（調査区A・B区の一部）に着手した。

本遺跡の発掘調査対象表面積は10,366m'であり、旧石器時代から縄文時代の包含層、古墳時代及び平安時

代の集落と畠、中世の屋敷跡等、

業量が想定された。

3面から 4面の文化層が推定され、延べ面積としておよそ、 17,000面の事

なお、発掘調査は平成10年10月から着手されたのであるが、本遺跡に関しては家屋等の用地収去状況の遅

れがあり、平成12年5月で本遺跡に関する調査は全て終了した。用地解決状況の関係もあり、調査区はA区

から D区に 4区分して調査をおこなった。さらに、水道本管埋設等の付帯工事の関連もあり、 A区は 1と2

区、 B区は 3と4区 (1と2区は後日の確認調査で調査対象地から除外した）、 C区は 1から 5区に細分し

た。

なお、平成11年 7月10日波志江中宿遺跡と合同の現地説明会を開催した。本遺跡に関しては、波志江中宿

遺跡の粘土採掘穴との関連も予測され、古墳時代前期における集落の調査成果を公開した。

第 1図 波志江西宿 ・伊勢山遺跡位置因

（国土地理院20万分の 1「宇都宮」使用）

1 : 200,000 10,000m 
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2 遺跡の位置と地形

波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡は、群馬県南部の伊勢崎市波志江町に所在する。伊勢崎市街地より北へ約 5

kmに位置し、伊勢崎市の北部にあたる。遺跡の北方は佐波郡赤堀町に接し、国道17号バイパスの上武道路が

東西に走る。遺跡の北側に隣接して波志江下沼が立地する。

波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡は、赤城山南麓の神沢川、広瀬川、粕川に囲まれた伊勢崎台地が広がる中の

赤城火山斜面に立地し、標高は約87mである。赤城山は裾野を長く、緩やかに伸ばし、南麓の地域では多く

の小河川が南方に台地を刻んでいる。これらの小河川により開析された低地は樹枝状に発達し、山麓ではロ

ーム台地と低地が入り組んだ地形を形成している。

波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡が立地する赤城火山斜面は、波志江沼から華蔵寺公園に至る北部地域、豊城

町から日乃出町に至る南部地域に二分される。この地域の火山斜面は、泥流丘（流れ山）と古期成層凝灰亜

角礫層から成る台地とで構成されている。泥流丘は、火山泥流の流末地域に形成される泥流堆積物の小丘で

流れ山とも呼ばれ、一般に孤立的に散在する。波志江町の稲岡、華蔵寺公園の小丘、八寸の権現山は代表的

なものである。波志江沼から華蔵寺にかけての泥流丘周囲の台地は泥流丘と前後する時代に形成された古い

裾野で、波志江沼周辺の台地では、厚さ 2~3mの関東ローム層下に砂やシルト、粘土が堆積する。本遺跡

は古い時代の裾野の台地上に位置する。

波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡の位置する台地の東西は伊勢崎台地で、神沢川と広瀬川を西限、粕川を東限

とする。安堀町から伊勢崎市街地へかけて広瀬川左岸が比高 6~8mの浸食崖となっていることから、広瀬

川低地帯よりも一段高い台地であることが認められる。この崖は伊勢崎市南東部の羽黒団地の北から佐波郡

境町保泉西部へ続いていく。伊勢崎台地は、伊勢崎砂層という特徴的な細角礫質粗砂、凝灰質泥で形成され、

台地上には初生的な関東ローム層が堆積していないので、伊勢崎砂層は洪積世最末期から沖積世初頭に堆積

した地層と考えられ、等高線を見ると台地は北から南へ傾斜しており、扇状地的な配列を呈する。

前述の通り、波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡が位置する台地には関東ローム層が堆積している。伊勢崎市内

の関東ローム層は、上部ローム層、中部ローム層、下部ローム層の 3つに分けられる。上部ローム層は、厚

さ0.5~lm程度のローム層が見られるが、下半部に浅間板鼻褐色軽石がまばらに含まれる。中部ローム層は

暗色帯以下、湯之口軽石層基底面までであるが、伊勢崎市地域には湯之口軽石層は降下していない。下部ロ

ーム層は泥流丘の斜面だけに認められる。波志江の権現山では、上部ローム層下にチョコレート色の粘土質

ロームがある。本遺跡のローム層は上部が軟質なソフトローム、中 ・下部は硬質なハードロームである。上 ・

中層より浅間板鼻黄色軽石（約1.3~1.4万年前）、 浅間大窪沢第 1軽石（約1.7万年前）、浅間白糸軽石（約

1.8万年前）、下層からは浅間板鼻褐色軽石群（約1.9~2.4万年前）、姶良丹沢火山灰（約2.4~2.5万年前）な

どを検出することができた。現在、この周辺は低地部は水田として、ローム台地は畑 ・集落として土地利用

がなされている。

波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡周辺には、近世期の新田開発で造成された溜め池が点在している。伊勢崎北

部では、波志江沼 ・蟹沼 ・華蔵寺沼 ・鯉沼 ・新沼などがある。波志江町内には、波志江沼と蟹沼がある。本

遺跡のすぐ北側にある波志江沼は、上沼（うわぬま）と下沼（したぬま）に分かれている。沼の築造年代は

不明であるが、寛政二年 (1790年）の 『伊勢崎風土記』に「大沼ニツ 上ノ沼 下ノ沼」とある。周辺の沼

の築造年代から考えて、近世期のものであろうか。上沼は上沼用水といい灌漑面積は 6ヘクタールで桂川か

ら取水する。下沼は波志江水利組合の溜め池で約61ヘクタールを灌漑し、桂川と神沢川から取水する。下沼

2 



には、「沼の中に七井ありて淘涌（きょうゆう）せり。是の故に七社の祠を沼の上に建てきと云う。今その井

亡（な） し。」という記述があり、もともとは湧水があったと思われる。また、下沼の堤が明治時代に決壊し

たようで、『群馬の湖沼』（上毛新聞社 1980)には、 「明治42年6月に堤が決壊し、魚が全部流れてしまった。」

とある。現在は、両沼とも養鯉を行っており、下沼の養鯉は古くから有名で、現在でも冬場の水揚げの際は、

鯉が伊勢崎市民や一般に売り出され、大変な賑わいを見せている。
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第 3図 波志江西宿遺跡 ・伊勢山遺跡位置図

（国土地理院 2万 5千分の 1「大胡」使用）

0 1 : 25. 000 1 km 
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3 周辺の遺跡

波志江西宿遺跡・伊勢山遺跡が所在する周辺遺跡の時代ごとの概要は次の通りである。

旧石器時代の遺跡は堀下八幡遺跡、波志江六反田遺跡、飯土井二本松遺跡、飯土井中央遺跡、下触牛伏遺

跡、波志江中宿遺跡などがあり多くの旧石器が出土している。

縄文時代の遺跡は扇状地や伊勢崎台地上に分布している。草創期では、土器片が発見されている間之山遺

跡、竪穴住居跡が検出された五目牛新田遺跡があげられる。早期の遺跡は小丘陵上やその裾部に立地する。

波志江中屋敷遺跡では稲荷台式期の竪穴住居跡が検出され、包含層からも押形文土器（楕円文と山形文）が

出土している。前期は花積下層式期の竪穴住居跡が検出された五目牛清水田遺跡（上武道路）、五目牛南組遺

跡などがあげられる。前期から中期の遺跡は湧水に近い台地の縁辺部や小河川を臨む広い台地上に占地する

ようになる。荒砥二之堰遺跡では前期から後期前半の集落跡が検出されている。波志江中野面遺跡では、中

期、加曽利E式期の竪穴住居跡等が検出されている。後期から晩期になると、中期に比べて遺跡数が減少し、

立地は平坦な微高地へと移動する。

弥生時代の遺跡は、赤城山南麓及び大間々扇状地では希少な状況である。低地をひかえた山麓の末端地域

では徐々にその事例が増加しているが、集落遺跡としての展開を見せるに至っていない。伊勢崎市域での弥

生時代遺跡は、広瀬川の北側微高地上に立地している。中組遺跡では、中期の土器が出土している。間之山

遺跡では後期の竪穴住居跡が検出されている。

古墳時代の遺跡は、赤城南麓の扇状地形を浸食する小河川の縁辺に立地している遺跡が多い。前期の遺跡

として竪穴住居跡、方形周溝墓が検出された間之山遺跡、方形周溝墓が検出されている中組遺跡、竪穴住居

跡、方形周溝幕が検出された波志江中野面遺跡、粘土採掘坑が検出されS字状口縁台付甕・木器等が出土し

た波志江中宿遺跡、竪穴住居跡が検出されている大沼下遺跡、五目牛新田遺跡、本遺跡の南東約1.5kmに所在

する華蔵寺裏山古墳、南東約 1kmに所在する地蔵山古墳などがあげられる。中期の遺跡は、本遺跡の南西約

2.5kmのところにこの地域最大の墳丘を有する前方後円墳の御富士山古墳が所在する。本遺跡のすぐ南にも伊

勢山古墳が所在していた。波志江沼西側の波志江今宮遺跡では、帆立貝形古墳や円墳が検出されている。後

期の遺跡は多数の竪穴住居跡が検出された岡屋敷遺跡がある。粕川以西地域を地形的に見ると、赤城山斜面

台地、赤城山斜面泥流丘、伊勢崎台地に区分されるが、集落遺跡は赤城山斜面台地の縁辺部に立地する。こ

れらの遺跡はいずれも広大な水田耕作が可能で、これらを背景に集落が成立したことが考えられる。古墳時

代の水田遺構が検出された遺跡としては、波志江中屋敷西遺跡、波志江中屋敷遺跡、波志江中屋敷東遺跡な

どがある。波志江中屋敷東遺跡では、畦畔の中から建築部材や木器が大量に出土している。

奈良 • 平安時代の遺跡は、竪穴住居跡が検出された波志江今宮遺跡(1軒） ・ 波志江六反田遺跡 (3 軒）、

波志江中野面遺跡 (52軒） ・波志江西屋敷遺跡（28軒） •岡屋敷遺跡 (11軒）・波志江中屋敷西遺跡 (5 軒）．

波志江中屋敷遺跡 (2軒）などがあげられる。平安時代の水田遺構が検出された遺跡としては、波志江中峰

岸遺跡、波志江今宮遺跡、波志江六反田遺跡、波志江中野面遺跡などがあげられる。いずれもAs-B下の水田

である。

中近世の遺跡は、環濠屋敷が検出された岡屋敷遺跡、波志江中屋敷西遺跡、波志江中屋敷遺跡、未完の農

業用水路として著名な女堀などがあげられる。
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第4図 周辺遺跡分布図（国土地理院 2万5千分の 1「大胡」使用）
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周辺遺跡一覧表
番号 遺跡名 所在地 逍 跡 の 概 要 調査年次・報告書等

l 波志江西宿遺跡 伊勢崎市波志江 本報告書遺跡。 本書

町

2 伊勢山遺跡 伊勢崎市波志江 本報告書遺跡。 本書

町

3 波志江中野面遺 伊勢崎市波志江 縄文時代中期の住居10軒・土坑 8基 ・埋甕11基。古墳時代の集落（住居 団：調査1997~99

跡 町 28軒．掘立柱建物 2 棟）・方形周溝墓18基•前方後方形周溝募 l 基。奈 報告2001• 2002 
良•平安時代集落（住居52軒．掘立柱建物 6 棟）。 As-B下水田 ・ 畠。

4 波志江西屋敷遺 伊勢崎市波志江 古墳時代の掘立柱建物 1 棟。奈良 • 平安時代の集落（住居28軒 ・ 掘立柱 団：調査1998~99

跡 町 建物10棟）。 年報18

5 岡屋敷遺跡 伊勢崎市波志江 古墳時代後期の集落（住居91軒）。奈良平安時代の集落（住居11軒）。 団：調査1998~99

町 近世の屋敷。 年報18

6 波志江中屋敷西 伊勢崎市波志江 As-C 混土を耕作土とする小区画水田。奈良 • 平安時代の住居 5 軒 ・畠 。 団：調査1998~99

遺跡 町 中世の館 ・As-B混土が耕作土の水田。 年報18

7 波志江中屋敷遺 伊勢崎市波志江 縄文時代早～後期の遺物包含層。早期撚糸文の住居 1軒。 As-C混土下 団：調査1998~99

跡 町 水田。平安時代住居 2軒。中近世の屋敷跡。 年報18• 19 

8 波志江中屋敷東 伊勢崎市波志江 縄文時代前期土坑 3基。古墳時代前期水田、建築部材出土。平安時代水 団：調査1998~99

遺跡 町 田。 報告2002， 大沼下遺跡 伊勢崎市波志江 古墳時代前期の住居 ・ 奈良平安時代の住居19軒。溝 • 井戸 ・ 土抗等。 伊：調査1977

町 報告1977

10 波志江中宿遺跡 伊勢崎市波志江 旧石器時代の 2 枚の文化層確認。奈良•平安時代の集落。古墳時代前期 団：調査1997~99

町 の粘土採掘坑と粘土採掘坑より出土の木製品。 Hr-FAとAs-C混土を耕 報告2001

作土とする水田。中近世は井戸 ・掘立柱建物。

11 五目牛新田遺跡 佐波郡赤堀町五 縄文時代草創期の住居 2軒。弥生時代～古墳時代の集落 (32軒）。平安 赤：調査1997~99

目牛 時代の住居 2軒。溝 ・土坑。 団：年報17• 18 
12 五目牛南組遺跡 佐波郡赤堀町五 縄文時代住居 2軒。古墳 1基。近世屋敷。 赤：調査1998~99

（北関東） 目牛 団：年報18

13 稲荷山古墳 佐波郡赤掘町五 古墳 1基。古墳時代の畠。古代の水田、畠。 赤：調査1997~00

目牛 団：年報17• 19 

14 五目牛清水田遺 佐波郡赤堀町五 縄文時代包含層 • 前期住居 2 軒。古墳時代住居 4 軒 ・ 古墳 1 基。水田。 赤：調査1998~99

跡（北関東） 目牛 団：年報17• 18 
15 光仙房遺跡 伊勢崎市三和町 旧石器時代の文化層 2枚。古墳 3基・古墳時代粘上採掘坑。平安時代住 団：調査1997~99

居 ・須恵器窯跡。中近世上坑墓 ・溝。 団：年報17• 18 
16 五目牛清水田遺 佐波郡赤堀町五 縄文時代前～晩期の遺物包含層、住居（花積下層） 6軒・土坑15基・集 団：調査1984~86

跡 目牛 石土坑22基・配石 8基。古墳～奈良時代の集落（住居47軒 ．掘立柱建物 報告1993

（上武道路） 17棟）。 As-B下水田以下 9面の粕川の氾濫層下の水田を確認。

17 五目牛南組遺跡 佐波郡赤堀町五 縄文時代前期（花積下層）住居 4軒・陥穴。弥生時代再葬墓 1基。古墳 団：調査1984~85

（上武道路） 目牛 時代後期古墳（円墳） 6基。 報告1992

18 堀下八幡遺跡 佐波郡赤堀町堀 旧石器時代の石器集中地点20カ所（総計 998点）。縄文時代早～後期の 団：調査1984~85

下 遺物包含層。前期諸磯b式期の住居 l軒 ・土坑。平安時代集落（住居 9 報告1990

軒）。

19 波志江中峰岸遺 伊勢崎市波志江 平安時代の溝36条． As-B下水田。 団：調査1985

跡 町 報告1995

20 波志江六反田遺 伊勢崎市波志江 旧石器時代の石器 6点出土。縄文時代の遺物包含層から撚糸文土器が出 団：調査1985

跡 町 土。平安時代の住居 3軒。 As-B下水田。 報告1992

21 波志江天神山遺 伊勢崎市波志江 縄文時代の前期の遺物包含層（諸磯b)・陥穴 5基。近世の土坑 ・溝。 団：調査1985

跡 町 報告1992

22 波志江今宮遺跡 伊勢崎市波志江 古墳 8基。形象埴輪 ・円筒埴輪 ・太刀・ 馬具等出土。奈良時代住居 1軒。 団：調査1980~81• 85 

町 As-B下水田。 報告1994

23 飯土井二本松遺 前橋市飯土井町 旧石器時代の石器出土。縄文時代早～後期の遺物包含層、陥穴。古墳時 団：調査1985~86

跡 代前期の住居 1 軒。奈良•平安時代集落（23軒）。中・近世の方形区画 報告1991

の溝。

24 飯土井中央遺跡 即橋市飯土井町 旧石器時代の石器集中地点 5カ所（総計170点）。縄文時代遺物包含層よ 団：調査1986

り創草期の爪形文 ・押圧縄文出土、陥穴13基。古墳時代後期住居 1軒。 報告1991

平安時代住居 1軒。

25 中二子古墳 即橋市西大室町 全長85mの前方後円墳。周堀を有し、一部は二重。 前：調1993~94報1995

26 月lj二子古墳 即橋市西大室町 全長95mの前方後円墳。袖無型横穴石室。 6世紀前半の築造。 前 ：調査1992報告1993
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番号 遺跡名 所在地 遺 跡 の 概 要 調査年次 ・報告書等

27 後二子古墳 前橋市西大室町 全長76mの前方後円墳。横穴式両袖型石室。 6世紀中～後半の築造。 前：調査1991報告1992

28 多田山田向井古 佐波郡赤堀町今 多田山丘陵の東南斜面で古墳時代後期の円墳が集中する。 「上毛古墳綜

墳群 井 覧」によると20基以上となる。 9基の古墳が調査されている。

29 南原古墳群 佐波郡赤堀町今 粕川の右岸の台地上で、 「上毛古墳綜覧」に愛宕山古墳を中心に28基の 群大調査1950

井 古墳が記載されている。 50年に 4基、 66年に 3基、 67年に 1基が調査。 赤：調査1966• 67 

30 向井古墳群 佐波郡赤堀町 桂川の左岸で、下触向井遺跡の西側にあたる。横穴石室を有する古墳 l 調査1952

基が調査されている。

31 石山遺跡 佐波郡赤堀町下 旧石器時代末の尖頭器104点・掻器 4点 ・剥片2,477点出土。 相沢忠洋氏調査1967

触 「考古学ジャーナル」 1967年6月号 報告1967

32 石山片田古墳群 佐波郡赤堀町下 石山・庚塚・片田にかけての低い丘陵が南北につながる。 「上毛古墳綜 赤 ：調査1989

触 覧」によると約70基の古墳が記載されている。 「上毛古墳綜覧jに記載 報告1990

されている赤堀村59号墳が発掘調査された。下触牛伏遺跡の古墳もこの

古墳群に含まれる。

33 下触牛伏遺跡 佐波郡赤堀町下 旧石器時代の文化層を 2枚確認、約3,000点の遺物が出土。縄文時代の 団：調査1982~84

触 住居 3 軒 ． 陥穴25基 • 土坑18基 ・ 集石 3 基。古墳時代の住居13軒 ・ 古墳 報告1986

10基。

34 洞山古墳群 佐波郡赤堀町五 粕川の右岸で南北150m、東西170mの小丘で、洞山古墳をはじめ21基の 群大：調査1950

（洞山古墳） 目牛 古墳が確認されている。洞山古墳は全長22mの前方後円墳で 6世紀前半

から中葉の築造である。 1982年 2基の円墳が発掘調査されている。 赤：調査1982報告1983

35 大沼上遺跡 伊勢崎市波志江 土師器使用の住居 1軒、溝 l条確認。 伊：調査1981

町 報告1982

36 宮貝戸下遺跡 伊勢崎市波志江 奈良時代の住居 2軒、中近世の井戸・墓。井戸から板碑が出土。 伊：調査1977~78

町 報告1978

37 荒砥二之堰遺跡 前橋市飯土井町 縄文時代前期 8軒・中期18軒 ・後期 9軒の住居。後期 9軒は柄鏡形。古 団：調査1980

墳時代前期の住居13軒 ・方形周溝墓 9基・円形周溝状遺構 1基。古墳時 報告1985

代後期の住居 9軒 ・古墳21基。

38 波志江伊勢山古 伊勢崎市波志江 旧三郷村71号墳。横穴式両袖型石室の円墳。 群大：調査1951

墳 町

39 地蔵山古墳群 佐波郡赤堀町五 地蔵山と呼ばれる南北に細長い丘陵で、頂上に全長60mの地蔵山古墳を 赤：調査1977~79

目牛 はじめ、 55基の古墳が確認され、 43基の古墳が発掘調査された。 報告1978• 1979 

40 蟹沼東古墳群 伊勢崎市波志江 蟹沼の東の東西100m、南北400mの細長い台地上に約70基の古墳が存在 伊：調査1977~78• 

町 する。発掘調査で25基の円墳を調査。 7世紀前半の古墳が主体。縄文時 1986 

代の陥穴 5基、方形周溝墓 6基が調査されている。 報告1978• 79 • 88 
41 間之山遺跡 伊勢崎市波志江 蟹沼東古墳群として発掘調査された一部分で間之山丘陵にかかる遺構を 伊：調査1977~78• 86 

町 遺跡名の変更で間之山遺跡とした。縄文草創期土器片、弥生時代後期の 報告1978• 79 • 88 

住居 1軒、古墳時代前期の住居 1軒、方形周溝墓。

42 上西根遺跡 伊勢崎市鹿島町 古墳時代～奈良時代の住居26軒、方形周溝墓 5基、溝15条、井戸 3基が 伊：調査1983~84

発掘調査された。住居の主体は古墳時代中後期である。 報告1985

43 華蔵寺裏山古墳 伊勢崎市華蔵寺 4世紀後半と推定される墳丘40mの前方後円墳である。出土遺物は複合 発掘調査は行われてい

町 口縁壺形土器や壺形土器である。出土遺物等か ら前方後方墳の可能性が ない。

考えられる。

44 波志江権現山遺 伊勢崎市波志江 縄文時代早期条痕文土器 ・撚糸文土器 ・押形文土器 ・スタンプ形石器等

跡 町 が採取されている。

45 西稲岡遺跡 伊勢崎市波志江 古墳時代の溝 2条、時期不明の溝 1条が発掘調査された。 伊：調査1976

町 報告1977

46 中組遺跡 伊勢崎市波志江 古墳時代前期 1軒・中期 4軒、奈良時代 9軒の住居。土抗、井戸が発掘 団：調査1997~98

（県立伊勢崎商） 調査された。 報告2001

47 中組遺跡 伊勢崎市波志江 弥生時代中期土器出土。奈良•平安時代の住居 7 軒、方形周溝墓 1 基が 伊：調査1981

（北部環状線） 発掘調査された。 報告1982

48 女堀 前橋市東大室町 前橋市上泉町の藤沢川から佐波郡東村国定までの12.75kmの終末点送水 団：調査1979~82

・飯土井町・ ニ を目的とした農業用水である。 8地点で発掘調査が行われ、梯形に掘削 報告1984

之宮町 ・荒口町 し、中段を設け、中央に通水溝を掘る。未完成で放棄されている。

※県：群馬県教育委員会 伊：伊勢崎市教育委員会 赤：赤堀町（村）教育委員会 団：財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

前：前橋市教育委員会

く参考文献＞

「伊勢崎市史通史編原始古代中世」 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 「三和工業団地 I遺跡(2)J 財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団 「波志江中野面遺跡（ l)」 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 「波志江中宿遺跡J 上毛新聞社 「群馬の湖沼J
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第 2章波志江西宿遺跡

1 調査の経過と方法
調査の経過

本遺跡の調査は、平成10年9月1日から調査準備に入った。 10月から波志江下沼の北側に借地をしてプレ

ハブを建て、 A 区 • B区の一部を表土掘削して本調査に備えた。発掘調査は12月 1日より担当 2名 l班体制

で開始し、 A 区 • B区の一部から着手した。用地買収の関係で着手できる部分から調査を進めていくことと

なった。調査は中近世の土坑 ・ 溝群、古墳時代住居、旧石器試掘 • 本調査という順序で行った。

平成10年12月上旬、 A区 ．B区の一部の中近世の土坑 ・溝調査。年内でほぼ終了し、平成11年 1月より C

区西側の中近世の土坑 ・溝の調査に着手した。土坑 ・溝の数が多く、調査は難航した。 1月19日より C区西

側の古墳時代住居の調査に着手し、中近世の土坑 ・溝調査と同時並行させ、効率化を図った。住居は 4世紀

末から 5世紀初頭のもので、土師器 ・鉄製品 ・ミニチュア土器等が出土した。 1月下旬に C区北西部分の高

所作業車による写真撮影を実施した。 2月 1日より担当 l名 ・作業員を増員し、 2班体制の調査となった。

c区の中近世面を中心として調査を進めた。 1月上旬より A区の一部の旧石器試掘調査を開始し、石器が多

数出土したため、 2月から本調査を行った。同時に B区東側の表土掘削を進めた。

平成11年度は、担当 5名 2班体制で調査を行った。前年度の調査の継続でA区の旧石器本調査、 C・D区

の旧石器試掘調査より開始した。 5月上旬に B区東側の中近世面調査に着手した。 5月中旬より B区西側も

表土掘削し着手するものの、上部からの削平がひどく遺構は検出できず、写真 ・図面等の記録を行い、終了

した。 A区東側の調査も終了した。 5月下旬より B区東側の古墳時代住居、 C区南東側の調査を開始した。

c区西側では旧石器時代の石器が多数出土し、本調査を開始した。 6月上旬、 B区東側、高所作業車による

中近世面の写真撮影を実施。 6月中旬、 C区南東側、中近世面写真撮影実施、旧石器試掘調査開始。 7月 1

日より担当 2名 1班を増員し、担当 7名 3班体制での調査となった。 7月10日に波志江中宿遺跡と合同で現

地説明会を開催し、 524名の見学者が訪れた。 7月下旬より C区東側の表土掘削を開始し、調査に着手した。

B区東側の古墳時代住居10軒の空中写真撮影を実施した。この時点で調査未着手はA区西側の用地が解決し

ない部分のみとなった。この時期の旧石器調査は、深く掘り下げた部分が水没するため、水中ポンプを稼働

させながらの調査となり、非常に難行した。また、夕方のにわか雨や集中豪雨が連日のように続き、発掘区

全体が水没することもしばしばあった。 9月 1日から担当 2名 l班が大井戸遺跡へ移動したため、担当 5名

2班体制での調査となった。 9月上旬、 B区東側、旧石器試掘調査を開始。 9月下旬に C区東側の中近世面

の空中写真撮影を実施し、古墳時代住居の調査を開始する。 A・B区間の現道下の調査も実施した。 10月中

旬、 A・B区間現道下の中近世面、 C区東側の古墳時代住居の高所作業車による写真撮影を実施。 11月上旬、

c区東側の旧石器試掘調査開始。 C区東側で石器が多数出土したため、 旧石器本調査を開始した。 11月下旬、

B区東側調査終了。 A区西側の未解決地を除く、 198対の調査を開始した。 12月中旬、 C区東側調査終了。用

地が解決するまでの間 (1~2月の間）、遺物 ・図面の基礎整理を行った。 1月より担当 1名が舞台遺跡へ移

動し、担当 4名での調査となった。 1月下旬、A区西側198面の調査終了。 3月 1日より担当 2名作業員15名

程合流する。同日、 A区西側の用地が解決し、産業廃棄物の処理、表土掘削を開始し、中近世面の調査に着

手した。調査区部分引き渡しの都合、伊勢山遺跡との境の部分、波志江西宿遺跡の最西端の調査を優先させ、

3月下旬に旧石器調査まで終了した。

平成12年度は担当 4名 2班体制で前年度からの調査の継続で開始し、 A区西側の中近世面調査、古墳時代

， 



平成12年度は担当 4名 2班体制で前年度からの調査の継続で開始し、 A区西側の中近世面調査、古墳時代

住居 1軒の調査、旧石器試掘調査 ・本調査を行った。 4月下旬に中近世面の写真撮影を実施し、古墳時代住

居、 旧石器試掘調査を開始した。 5月上旬、石器が多数出土したため、土止めの安全対策工事を行い、旧石

器本調査を開始した。 5月下旬に終了し、埋め戻しの後、引き渡しを行った。 6月 1日から 6月30日までの

間は、遺物 ・図面の整理、機材の撤収等を行い、プレハブを撤去して全調査を終了した。

調査の方法

調査においては、調査方法や排土方法、さらに安全対策等に配慮しながら進めた。以下は調査に伴った主

な留意点である。

【調査区の設定】

発掘調査区は、伊勢崎市波志江町に所在し、東西250m • 南北幅50mの範囲である。西側から現道の区画に

あわせてA・B・C・D区に区分した。

【グリッドの設定】

グリッドの設定は、日本平面直角座標（国家座標）を基準に 5m方眼を設定し、遺構 ・遺物の図化を行っ

た。南東隅基準点の下 3桁の数値をもってグリッド名とした。グリッド杭 ・水準点杭の測量 ・打設は測量会

社へ委託した。基準点は2002年 4月改正以前の日本測地系を用いている。

【調査手順】

1. 表土等の除去は、調査の効率化を図るために大型掘削機で行い、排土の運搬についてはダンプを使用し

た。排土は調査区内及び調査区近接地に借地をして処理することにした。

2.遺構名称は調査区ごと遺構の種別ごとに通し番号を付した。

3.遺物の取り上げは、遺構単位、グリッド単位を基本とし、現位置をとどめる物については、その都度番

号を付し、図面上に記録した。

4.遺物の注記は、遺跡略号 (KT260)、調査区名、遺構名またはグリット名を記入した。

5 . 測量については、発掘作業員にセクション • 平面図作成を指示し、 1 /10、 1/20、 1/100縮尺図を作成

し、一部を業者に委託した。

6.作成した遺構実測図には、遺構名 ・実測図名 ・縮尺 ・実測者名 ・レベル高 ・ベンチマークの高さ ・作成

年月日を記入し、 1枚ごとに通し番号を付し、台帳を作成した。

7.写真撮影には、 35mm版と 6X 7インチ版カメラのモノクロとリバーサルフィルムを使用した。調査区の

全景写真撮影は、高所作業車を使用し、必要に応じて気球による空中写真撮影も実施した。

8.撮影したフィルムは現像処理し、モノクロはべタ焼きを行った。べタ焼きはネガ検索台紙に調査区、遺

構ごとに貼り付け、撮影対象 ・撮影方向 ・撮影日を記入し、通し番号を付し、台帳を作成した。

10 
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2 遺跡の基本土層

波志江西宿遺跡は、赤城山南麓のローム台地上に立地する。遺跡全体に関東ローム層の安定した堆積があ

る。ローム層の上には表土がのっているが、その中間にAs-Cを含む黒色土の残存している地点が部分的にあ

った。この黒色土は赤城山南麓に一般的に見られるもので、古墳時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑は

ほとんどこの土で埋没している。古墳時代の遺構はローム層上面を掘り込んでいるため、ローム漸移層 (3層）

上面が遺構の確認面となった。

4層はやや軟質なロームで、 As-YP（浅間板鼻黄色軽石）を含む。この層は土層の様子から再堆積をした

ものと思われる。 5層は硬質なローム層で、再堆積のAs-Okl（浅間大窪沢第 1軽石）を含む。6層は下部に

As-BP（浅間板鼻褐色軽石群）を含み、一部軽石がブロック状に確認できる地点もあった。 7層もAs-BPを

含むが、 6層に比べより細粒で、弱い粘性を持つ。 A区の西端では上位にAs-BPブロックが密集する部分が

みられた。 8層はAT（姶良丹沢火山灰）である。 A区の西端では 2~4cm程度の厚さで堆積していたが、そ

の他の地区では一次堆積の状態では確認できず、 7層の下位に含まれるようである。 9層は「暗色帯」であ

る。粘性の強弱や色調の違いから 2~3に分層できた地点もあった。 10層は黄褐色から灰白色の粘質土層、

11層はHr-HP（榛名八崎軽石）の一次堆積層、 12層は暗褐色から灰白、青灰色の粘土層である。

以上が本遺跡の基本土層の概略である。赤城山南麓のローム台地に見られる一般的な土層堆積といえる。

88.00m 

87.00m 

l 盛土 ・耕作土

2 As-C混黒色土

3 ローム漸移層

4 軟質ローム (As-YP混）

5 硬質ローム (As-Okl混）

6 II (As-BP混）

7 褐色ローム (As-BP混）

8 AT 

9 暗褐色ローム（暗色帯）

10 にぶい黄褐色～灰白色粘質土

11 Hr-HP 

12 粘土層

86.00m 

85.00m 

84.00m 

1 

l 

4 

5 

6 

7 

， 

10 

＇ 

12 

2

3

 

8
 

11 

0 1 : 40 lm 

第 6図 波志江西宿遺跡基本土層図
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(1)古墳時代遺物の器種について

本遺跡の古墳時代遺物のうち甕、壺については以下の通りに分類した。ものによっては、分類の基準が微

妙なものもあるが、本報告書での分類ということでご容赦願いたい。なお、表中の胴高、胴径は本遺跡出土

の遺物の胴部の高さ、胴部の最大径の最小～最大値、（ ）に平均値を記載し、分類の基準とした。

台付甕

甕

・丸底、平底で口縁

は真っ直ぐないしや

や外反する。胴部は

球形ないし長胴。脚

をもたない甕。胴高

14~26cm（平均値

20.8cm入胴径14～四

cm（平均値 21.7cm) 

のもの。

笠-L 

・丸底、平底で口縁

は単口縁、二重口縁。

胴部は球形ないし長

胴。胴高11.8~30.0

cm（平均値17.2cm)、

胴径15.8~29.0cm（平

均値20.4cm)のもの。

゜
1 : 6 20cm 

16 

小型甕

小型壺

云
ヽ

耐

・ロ縁は S字状で胴部は器壁

が薄く、わずかに肩が張り、

斜位のハケメを施し、脚をも

つもの。

・ロ縁は単口縁で胴部は球形

ないし長胴。脚をもつもの。

・丸底、平底で口縁は真

っ直ぐないし外反する。

胴部は球形ないし長胴。

脚をもたない甕。胴高10

cm未満（平均値9.6cm)、

胴径15cm未満（平均値

13.6cm)のもの。

・丸底、平底で口縁は短

かいもの、長いものがあ

る。胴部はほぼ球形ない

しそろばん形。胴高5.2

~10.6cm（平均値7.4cm)、

胴径6.9~13.4cm（平均値

10. lcm)のもの。（用もこ

の中に含む。）

| 



(2)概要

古墳時代の遺構は、 A区では竪穴住居 2軒、掘立柱建物 1棟、土坑46基、 B区では竪穴住居10軒、土坑15

基、 C区では竪穴住居 7軒、掘立柱建物 1棟、土坑 1基、ピット 3個を検出した。

竪穴住居は、 19軒全てが古墳時代前期に属し、ローム台地頂部付近に多く分布している。遺物は S字状口

縁台付甕や単口縁の甕、複合口縁を意識した壺、小型壺、高坪、手捏土器等が出土している。特徴的なのは、

s字状口縁台付甕よりも単口縁の甕の方が量的な割合が多い。また、高坪と小型壺が多く出土している。高

坪はほとんどのものが長脚化する。小型壺は胴部下半部をケズリ、ナデを入れ、口縁部内面にハケメを施す

ものが多い。また、 B区1号住居からは、滑石質蛇紋岩製の斧形石製模造品が出土している。一部欠損して

おり未製品と思われる。また、 C区2号住居では、剣形の石製模造品が出土している。 C区3号住居からは、

鉄製の鎌の刃の部分が出土している。古墳時代前期のものとしては出土例は少ない。竪穴住居の覆土中には、

As-Cを含む黒褐色土が検出されている。本遺跡で検出された古墳時代の遺構は、全てこの土が覆土で確認さ

れている。形状からみた竪穴住居は、全面を確認できなかったものを除き、平面形がほぽ正方形のものが 7

軒、長方形のものが 8軒であった。掘り込みも深いもので80cmまで掘り込んだものも数軒ある。ローム台地

頂部付近は、上部からの撹乱が特にひどく、床面直上まで削平されている竪穴住居もあった。掘り込んだ構

築面から10~20cm程度ロームブロック混じりの土を埋め込んで床面としているものが多い。貼床を施す住居

も見られる。

掘立柱建物は、 A区で 1棟、 C区で 1棟、 1間X 3間・主軸方位は東西方向のものと 1間X 2間 ・南北方

向のものをそれぞれ検出した。竪穴住居と主軸方向は違うものの、覆土中にはAs-Cを含む黒褐色土が検出さ

れていることから古墳時代の遺構と考える。出土遺物等は検出することができなかった。

土坑はA区で46基、 B区で15基、 C区で 1基検出した。覆土中にはいずれもAs-Cを含む黒褐色土が検出さ

れている。中には完形の S字状口縁台付甕を出土する土坑もある。

ピットはC区で 3個検出した。掘立柱建物や柵列のように特に列をなすこともなく、柱穴と考えることは

できなかった。覆土の黒褐色土中から S字口縁台付甕の破片が出土するものもあり、古墳時代のピットと考

えられる。

(3)住居跡

A区 1号住居 (PL-2 •15•16) 

位置 X =39215、Y= -57120グリッド付近 主軸方位 N-79°-W 規模と形状 短辺5.82m • 長辺6.13

mの長方形を呈する。 床面 基盤のローム層を70~80cm掘り込んで構築面とする。その上にロームブロッ

ク混じりの褐灰色土を10cm程度埋めて生活面とする。構築面は住居北寄りの部分が島状に少し高くなるほか

は、ほぽ同じ高さで掘り込まれている。 柱穴 住居のほぽ対角線上に 4つ確認した。直径は30~45cm、深

さ45~65cmの単純円形の掘方を呈する。 炉 不明。住居中央付近を東西方向に撹乱が入るため削平されて

いる可能性有り。 周溝 有り。住居を全周する幅10cm程度の溝を確認した。 貯蔵穴 南西隅に確認。短

辺59cm・長辺62cm、深さ76cmの楕円形を呈する。 遺物 甕 ・台付甕 ・壺 ・高坪 ・器台 ・小型甕 ・有孔鉢が

出土。 重複 無し。単独で占地。 面積 31.74面 所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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5 Y 4/1 

IOY R5/2 

IOY R7/4 

IOY R6/3 

IOY R6/3 

IOY R6/2 

IOYR6/2 

IOYR4/l 

B
 

灰色土。軽石が多くザラザラしている。下部粘性強い。 As-Cを含む。

灰黄褐色ローム土。軽石を含む。

にぶい黄橙色ローム土。軽石を含む。

にぶい黄橙色土。軽石を含む。

にぶい黄橙色土。少量の黄橙ローム土を含む。

灰黄褐色ローム土。

灰黄褐色土。ロームブロックを含む。

褐灰色粘質土。ロームプロックを含む。

B' 

上． ．旦

第10図 A区1号住居（ 1)
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ピット 2 ピット 3

．上~ J 

柱穴・貯蔵穴 ・土坑・ピット

1 lOY R3/l 黒褐色上。

2 lOY R4/l 褐灰色土。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。

ピット 4
O' 
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ピット 5
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第11図 A区 1号住居 (2)
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A 区 2 号住居 (PL-2•3•16)

位置 X =39215、Y =-57135グリッド付近 主軸方位 測定不能 規模と形状 規模については、削平が

ひどく測定不能。形状については、方形と思われる。上部並びに周辺の削平がひどく、住居の全面を確認す

ることができなかった。住居の壁も東壁の一部を確認しただけで、北壁 ・南壁 ・西壁は確認できなかった。

床面 基盤のローム層を20~40cm程度掘り込んで構築面とする。構築面に15cm程度の褐色土を埋めて生活面

とする。床面は硬く締まる。構築面は東壁際より 80cm~100cmの幅で中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱

穴 構築面にてピットを 9つ確認しているが、柱穴と思われるものは、 2つである。直径は35~50cm、深さ

25~40cmの単純円形の掘方を呈する。 炉 中央部から東壁寄りに 2つ確認した。炉 1 : 短辺55cm • 長辺70

cm、深さ 8cm、炉 2:短辺55cm・長辺62cm、深さ10cm。 周溝 無し 貯蔵穴 不明。上部からの削平がひ

どく、確認することができなかった。 遺物 s字状口縁台付甕片 ・東関東系土器片が出土。 重複 近世の

溝 (29溝）
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L =86.0m 

1

2

3

4

5

 

lOY R3/2 黒褐色土。 As-C、ロームプロックを含む。

lOY R4/4 褐色土。床土。しまり強い。

2.5YR7/8 橙色土。焼土。

lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロックを含む。

lOY R4/6 褐色土。ロームプロックを含む。

炉 l

C I I 2 I 2 C' 

一---̀2.5Y R7/8 橙色土。焼土。しまり強く、硬い。

2.5YR3/4 暗赤褐色土。焼土混じり。ローム土を含む。
1

2

 

2.5YR7/8 

10YR4/3 

炉 2

2 I I 2 D' D 

、．

；； ＂-』 L=85.9m 

橙色土。焼土。しまり強く、硬い。

にぶい黄褐色土。焼土混じり。

黒色土プロックを含む。

゜
1 : 60 2m 

第13図 A区2号住居
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B 区 1 号住居 (PL-4•5•16~20)

位置 X =39240、Y= -57080グリッド付近 主軸方位 N-33°-W 規模と形状 短辺6.70m ・長辺

6.99mのほぼ正方形。 床面 基盤のローム層を50~70cm掘り込んで構築面とする。その上にロームブロッ

クを含む褐灰色土を 5~25cm程度埋めて生活面とする。床面は、北西壁から住居中央部にかけて特に硬く締

まる。構築面は各壁際の幅100cm程の範囲が住居中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱穴 住居のほぼ対角

線上に 4つ確認。直径30~50cm、深さ25~60cmの楕円形の掘方を呈する。 炉 中央部からやや北西寄りに

確認。短径71cm • 長径191cm。焼土部分、灰床部分を確認。 周溝 幅20cm程度の溝を確認。 貯蔵穴 生活

面の東隅と堀方の北隅で各 1基確認。貯蔵穴 1は直径96cm、深さ80cmの円形。貯蔵穴 2は一辺約55cmの隅円

方形で、深さ40cm。 遺物 甕 ・壺 ・小型壺 ・高坪 ．鉢 ・石製模造品等が出土。 重複 無し。単独で占地。

面積 43.80吋所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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1 5 Y 4/1 灰色土。 As-Cを含む。

2 10YR7/4 にぶい黄橙色土。ロームプロックを含む。

3 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。褐灰色土を含む。

4 2.5Y4/l 

L =86.5m 

黄灰色土。炭化物を含みやや粘土質。

0 1 : 60 2m 

第15図 B区1号住居（ 1)
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5 2.5Y4/l 黄灰色土。炭化物を多屈に含む。

6 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ローム土に炭化物を含む。

7 2.5Y5/2 暗灰黄色土。軟質ローム土に硬質ロームプロックを含む。

8 lOY R 7 /8 黄橙ロームブロックとlOYR5/l褐灰色土をつきかためた埋土。
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1 2.5YR5/l 赤灰色土。焼土。

貯蔵穴 l

G L=86.lm G' 

貯蔵穴 l

後 1 5 Y 4/1 灰色土。炭化物を含む。

2 5 Y6/2 灰オリープ色土。粘質土。

3 5 Y6/2 灰オリープ色土。淡黄色ロームプロックを含む。

貯蔵穴2 貯蔵穴 2

H L=86.5m H' 1 lOY R7/4 にぶい黄橙色土。 IOYR8/6黄橙ロームプロックを含む。

2 lOY R4/l 褐灰色土。

柱穴 l

I L=86.lm I' 
柱穴 1

I 2.5Y4/] 黄灰色土。黒色強い。炭化材を含む。

2 2.5Y6/2 灰黄色ローム土。

3 2.5Y7/4 浅黄色ローム土。

゜
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第16図 B区1号住居(2)
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1 2.5Y7/4 浅黄色ローム土。
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1 2.5Y7/4 浅黄色ローム土。
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第22図 B区1号住居出土遺物(5)

B 区 2 号住居 (PL-5•6•21)

位置 X =39250、Y= -57085グリッド付近 主軸方位 N-44°-E 規模と形状 短辺3.93m ・長辺

4.08mのほぽ正方形を呈する。 床面 基盤のローム層を50cm程度掘り込んで構築面とする。その上にロー

ムブロック混じりの褐灰色土を10cm程度埋め込んで生活面とする。床面は住居中央部が特に硬化している。

構築面は各壁際の幅50~80cm程の範囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれている。 柱穴 住居のほぽ

対角線上に 4つ確認した。直径20~30cm、深さ15~70cmの単純円形の掘方を呈する。 炉 不明。住居の中

央付近を東西方向に21溝によって削平されるため、確認できなかった。 貯蔵穴 東隅に確認。短辺41cm• 

長辺51cmの楕円形を呈する。 遺物 甕 ・壺 ・高坪 ・小型壺が出土する。 重複 中近世の溝（21溝）に切

られる。 面積 12.80面 所見 出土遺物から 5世紀初頭と考える。
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第23図 B区2号住居（ 1)
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1 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。

2 lOY R5/l 褐灰色ローム土。ロームプロックの小さな粒子含む。

3 lOY R4/l 褐灰色ローム土。

4 lOY R4/l 褐灰色粘質土。

5 lOY R6/2 灰黄褐色ローム土。

6 2.5Y7/4 浅黄色ローム土。

7 10YR4/l 褐灰色土。掘方覆土。

8 lOY R5/l 褐灰色ローム土。掘方覆土。

9 10YR7/6 明黄褐色ローム土。ロームプロックを含む。

10 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。

柱穴 3

1 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。やや硬質。

2 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。軟質。

柱穴 4

1 lOY R5/l 褐灰色土。粘性有り。

2 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。ロームプロックを含む。

3 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。
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ピット 1

I 2.5Y6/2 灰黄色ローム土。

2 IOY6/l 灰色粘土。

3 2.5Y6/l 黄灰色ローム土。
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第25図 B区2号住居出土遺物

B区 3号住居 (PL-6 • 21 • 22) 

位置 X =39235、Y= -57095グリッド付近 主軸方位 N-90°-E 規模と形状 短辺4.30m・長辺5.09

mの長方形を呈する。 床面 基盤のローム層を48cm掘り込んで構築面とする。その上にロームブロック混

じりの褐灰色粘土を埋め込んで生活面とする。 柱穴 住居のほぼ対角線上に 4つ確認した。その中の柱穴

1つがやや対角線上から外れる。直径20~30cm、深さ18~30cmの単純円形の掘方を呈する。 炉 中央部よ

りやや西寄りで確認した。規模は短径38cm• 長径51cm、深さ 10cm程度である。 周溝 有り。幅 8~20cm程

度の溝を確認した。溝は住居を全周する。 貯蔵穴 有り。南東隅に確認した。 遺物 甕 ・台付甕・壺・

高坪 ・器台・小型壺が出土する。 重複 無し。単独で占地。 面積 18.49面所見 出土遺物から 4世紀

末から 5世紀初頭と考える。
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D' 柱穴 4-

L =86.5m 

5 6 

c
 

.£ 

1 lOY R7/3 にぶい黄橙ローム土。 As-Cを含む。

2 7.5YR5/2 灰褐色ローム土。 As-Cを含む。

3 7 SY R3/2 黒褐色土。 As-C混土。

4 7 5Y R5/2 灰褐色ローム土。 As~C混土。やや黄色強い。

5 lOY R6/3 にぶい黄橙ローム土。 As-Cを含む。

6 lOY RS/6 黄橙ロームプロック。壁隅崩落土。

7 lOY R4/l 褐灰色粘土。周溝フク土。

8 lOY R5/l 褐灰色粘土。ロームプロックを含む。

貯蔵穴

1 lOY R5/l 褐灰色土。ローム土を含む。

2 lOY R5/2 灰黄褐色土。ローム土を含む。

3 lOY R6/l 褐灰色土。ローム土を含む。

炉

1 2 5Y R 7 /8 橙色土。焼土プロックを含む。

2 2.5Y R6/l 赤灰色土。焼土、ロームプロックを含む。

焼土

1 2.5Y R5/l 赤灰色土。焼土、灰を含む。

2 2 SY R 7 /8 橙色土。焼土プロックを含む。

N' 

ピット 1

K K' ..  

ピット 2

L L' 

ピット 3

M } M' 

貯蔵穴 炉

0 } 2 O' 

言
焼土

L=86.lm 三
柱穴 1~4

1 lOY R4/l 褐灰色土。粘質土。ロームブロックを含む。

2 lOY R7/3 にぶい黄橙ローム土。

ピット 1• 2 

1 lOY R4/1 褐灰色土。粘質土。ロームプロックを含む。

2 10YR7/3 にぶい黄橙ローム土。

ピット 3

1 lOY RS/6 黄橙色ローム土。

2 lOY R4/1 褐灰色土。粘質土。

゜
1 : 60 2m 

第26図 B区3号住居
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第27図 B区3号住居、出土遺物

B区 4号住居 (PL-7 • 22~24) 

位置 X =39230、Y=-57100グリッド付近 主軸方位 N-44°-W 規模と形状 短辺5.16m・長辺5.28

mのほぽ正方形を呈する。 床面 基盤のローム層を53cm掘り込んで構築面とする。その上にロームブロッ

クとにぶい黄褐色土の混土を埋め込んで生活面とする。床面は中央部が特に硬化。構築面は各壁際の幅100

~200cmの範囲を住居中央部よりやや深く掘り込む。 柱穴 住居のほぼ対角線上 4つ確認。直径28~44cm、

深さ55~83cmの楕円形の掘方を呈する。 炉 中央部よりやや北西寄りで確認。規模は短径95cm • 長径105cm

である。 周溝 幅20cm程度の溝を確認。 貯蔵穴 南隅に確認。直径70cm、深さ63cmで楕円形を呈する。

覆土中より炭化物が出土。 遺物 甕 ・壺 ・高坪 ・器台 ・小型壺 ・手捏 ・石製品が出土。 重複 無し。単

独で占地。 面積 24.40吋 所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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lOY R6/2 灰黄褐色土。 As-C、ローム土を含む。

lOY RS/2 灰黄褐色土。As-Cを含む。

7.5YR4/l 褐灰色土。焼土、炭化物を少祉含む。床土。

7.5YR5/l 褐灰色土。黒色土プロックを含む。

10YR4/l 褐灰色土。黒色土とロームプロックを含む。

lOY R5/2 灰黄褐色土。

lOY R4/l 褐灰色土。黒色土プロックを少菌含む。

lOY R8/6 黄橙色。ロームプロックとlOYR4/3にぶい黄褐色土の混土。

2.5Y R7/8 橙色土。焼土。

4
 

5
 

2.5Y7/3 浅黄色土。炭化物、

ロームプロックを含む。

2. 5Y6/2 灰黄色土。炭化物、

ロームプロックを含む。

2.5Y6/l 黄灰色土。粘質。

ローム土を含む。

2.5Y8/6 黄色土。ロームプロ

ック、黄灰色土を含む。

2.5Y 4/1 黄灰色土。軟質。

炉

H H' 
ー・ I .— 

--ニフーT

2.5Y R7/8 橙色土。

焼土。硬く焼けている面。

゜
1 : 60 2m 

第28図 B区4号住居
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柱穴 1
I 1 2 I' 

. . 、 •

柱穴 ・ピット

1 10YR4/l 褐灰色土。炭化物を多且に含む。

2 10YR8/6 黄橙色土。ロームプロックを含む。

3 10YR5/l 褐灰色ローム土。

4 10YR8/4 浅黄橙色土。ロームプロックを含む。

5 10YR5/2 灰黄褐色土。ローム土を含む。
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第29図 B区4号住居、出土遺物
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B区 5号住居 (PL-7 • 8 • 24~26) 

位置 X =39230、Y= -57120グリッド付近 主軸方位 N-35°-W  規模と形状 短辺6.20m • 長辺6.31

mのほぼ正方形を呈する。 床面 基盤のローム層を50~60cm掘り込んで構築面とする。構築面より 5cm程

度の厚さの貼り床をほどこして生活面とする。構築面はほぽ全面を同じ高さで掘り込んでいる。

居のほぼ対角線上に 4つ確認した。直径24~30cm、深さ60~75cmの単純円形の掘方を呈する。

柱穴 住

炉 中央部

よりやや北西寄りで確認した。規模は短径55cm• 長径150cmである。 周溝 有り。幅10cm程度の溝を確認し

た。溝は住居を全周する。 貯蔵穴 有り。南隅に確認した。直径42cm、深さ50cmで楕円形を呈する。

物 台付甕 ・甕 ・壺 ・高坪 ・器台 ・小型壺 ・蓋 ・石製品が出土する。 重複 無し。単独で占地する。

遺

面積

36.26m' 所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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lOY R2/l As-C混黒土。

2.5Y5/l 黄灰色ローム土。 As-Cを含む。

2.5Y6/3 にぶい黄色土。

lOY R4/2 灰黄褐色ローム土。粘性有り。

lOY R5/l 褐灰色ローム土。粘性有り。

lOY R6/3 にぶい黄橙ローム土。

lOY R4/l 褐灰色土。

lOY R6/l 褐灰色土。黄橙色ローム土を含む。

第31図

G 3 1 炉 2 G' 

瓢
1 2.5Y R6/l 赤灰色土。焼土と灰を含む。

2 2.5YR7/6 橙色土。焼土。

3 lOY R6/4 にぶい黄橙色土。焼土を含む。

0 1 : 60 2 m 

L =85.8m 

B区5号住居(1)
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柱穴 1

H H' 
柱穴 2

I I' 

土坑 l

M 2 M' 

1 2.5Y4/l 黄灰色土。

2 lOY R4/l 褐灰色ローム土。

z
 

柱穴 3
J J' 

貯蔵穴

柱穴 4
I K' 

ピット 1
L L' 

N' 

柱穴 1~ 4・ピット 1

1 2.5Y4/l 黄灰色土。

2 10YR4/l 褐灰色ローム土。

L=85.8m 

。
1 : 60 2m 

第32図 B区5号住居(2)
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第33図 B区5号住居、出土遺物
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第35図 B区5号住居出土遺物(2)

B区 6号住居 (PL-8 • 27 • 28) 

位置 X =39245、Y = -57100グリッド付近 主軸方位 N-53°-E 規模と形状 短辺3.72m ・長辺3.90

mのほぼ正方形を呈する。 床面 基盤のローム層を60~70cm掘り込んで構築面とする。 その上にロームブ

ロック混じりの褐灰色・黄橙色土を埋め込んで生活面とする。床面は中央部が特に硬化していた。 柱穴 住

居のほぽ対角線上で 4つ確認した。直径20~31cm、深さ70cmの単純円形の掘方を呈する。 炉 中央部より

やや南西寄りで確認した。規模は短径70cm・長径170cmである。

溝は住居を全周する。

る。 遺物

貯蔵穴 有り。南東隅に確認した。短径79cm・長径86cm、深さ35cmで楕円形を呈す

甕 ・壺 ・高坪 ・小型壺 ・土製品が出土する。

居を切って構築することが土層断面より確認できた。

世紀初頭と考える。

面積

重複

周溝

10号住居と重複する。
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令メ

A: L=86.4m 
• 4 ヽ 心 ↓
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叫 叫
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叫::r:/

有り。幅20cm程度の溝を確認した。

6号住居が10号住

D' 

／
 

11.49m2 

o`:il 

所見 出土遺物から 4世紀末から 5

。
1 : 60 2m 

A' 

叫
1 lOY R6/3 にぶい黄橙色ローム土。

2 lOY R5/3 にぶい黄褐色ローム土。

3 lOY R5/1 褐灰色ローム土。

4 lOY R5/1 褐灰色土。周溝状堆積物。

5 lOY R6/1 褐灰色土。ローム土を少絨含む。

6 lOY RS/6 黄橙色土。ロームプロック。褐灰色土を含む。

第36図 B区6号住居
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炉
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1 2.5YR5/l 赤灰色土。焼土と灰を含む。

2 2.5Y R4/l 赤灰色土。灰層。

H
 

貯蔵穴
H' 

1 lOY R4/l 褐灰色ローム土。

2 lOY R6/l 褐灰色ローム土。

3 2.5Y5/2 暗灰黄ローム土。ロームプロックを含む。
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第37図 B区6号住居、出土遺物
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B区 7号住居 (PL-9 • 29 • 30) 

位置 X =39235、Y= -57105グリッド付近

mの長方形を呈する。 床面

主軸方位 N-56°-E 規模と形状

基盤のローム層を40~50cm掘り込んで構築面とする。

短辺3.43m・長辺4.62

その上にローム含む黄

褐色土を埋め込み、 さらに 5cm程の厚さのにぶい黄褐色土を貼って生活面とする。床面は南西壁際が特に硬

化。構築面はほぽ同じ高さで掘り込まれる。 柱穴 北、南、西隅付近で柱穴と思われるピットを確認。

2ヶ所確認した。炉 1:短径50cm・長径60cm。炉 2:短径87cm・長径90cmでどちらも楕円形を呈する。

炉

周

溝 有り。住居を全周する幅20cm程度の溝を確認した。 貯蔵穴 有り。南東隅に確認した。直径70cm、深

さ23cmで単純円形を呈する。

占地。
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面積

2.5Y6/2 

2.5Y5/l 

2.5Y 4/1 

2.5Y6/3 

7.5YR5/l 

10YR5/l 

lOY R7/2 

lOY R4/3 

lOY R5/6 

13. 70m' 

遺物

所見

台付甕・甕・壺・高坪・器台・小型壺が出土。

出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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ぷ
昂

灰黄色ローム土。As-Cを含む。

黄灰色土。 As-Cを含む。粘性有り。

黄灰色土。炭化物を含む。床直上層。

にぶい黄色ローム土。

褐灰色土。 As-Cを含む。橙色土を多鼠に含む。

褐灰色土。

にぶい黄橙色ロ ーム土。崩落土。

にぶい黄褐色土。ローム土を含む。

黄褐色土。ローム土、少最のにぶい黄褐色土を含む。
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炉 1

重複 無し。単独で
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炉 2

C l C' 

己二
2.5Y R5/l 赤灰色土。灰層。

2.5Y R7/8 橙色土。焼土。

ピット 1

I 3 

貯蔵穴

2.5Y 4/1 

2.5Y4/l 

黄灰色土。しまり弱い。

黄灰色土。粘性強く、黒色味がある。

ピット 3 ピット 5

I I' ..  

L =86.2m 

B区7号住居
。

1 : 60 2m 

第39図
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ピット 1

1 2.5YR5/l 赤灰色土。灰層。

2 2.5YR7/8 橙色土。焼土。灰を多く含む。

3 2.5YR7/8 橙色土。焼土。

ピット 2

1 2.5Y5/2 暗灰黄色土。粘質。

2 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ロームプロックを含む。

ピット 3

1 2.5Y2/l 黒色土。しまり弱い。

2 2.5Y5/2 暗灰黄色土。粘質。ロームプロックを含む。

3 2.5Y5/2 暗灰黄色土。
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ピット 4

1 2.5Y5/2 暗灰黄色土。粘質。

2 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ロームプロックを含む。

ピット 5

1 2.5Y5/2 暗灰黄色上。粘質。

9上 吋

ピット 6
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／
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第41図 B区7号住居出土遺物

B区8号住居（ PL-9 • 30) 

位置 X =39225、Y= -57105グリッド付近 主軸方位 N -85° -W 規模と形状 短辺4.55m • 長辺4.70

m （推定）の長方形を呈する。 床面 基盤のローム層を30~35cm掘り込んで構築面とする。その上にロー

ム主体の浅黄色～暗灰黄色土を25~10cm程度埋め込んで生活面とする。床面は南東隅が特に硬化。

迄 9十 ＼ 司 ピII m̀| 

¥̀I ¥ 
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撹 '-A' 

乱
、べI”ーム 1111 。。

゜゚

゜
---――---: ―- Iに

1 : 60 2 m 叫

4
 

7
 

2
 x

 
十

L
o
l
A

u
l
S
 

第42図 B区8号住居（ 1)

47 



炉 l

2 I C' 
炉 2

D 2 D' . .  
―-1 

｀` ニ二綴疇←ー’
L=86.2m 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

2.5Y5/2 暗灰黄色ローム土。軽石を含む。

lOY RZ/1 As-C混土。軽石を多く含む。

2.5Y6/2 灰黄色ローム土。軽石を含む。

2.5Y6/2 灰黄色ローム土。ロームプロックを少斌含む。

2.5Y7/6 明黄褐色ローム土。崩落土。

2.5Y4/l 黄灰色土。

2.5Y7/3 浅黄色ローム土。床面下混合土。

2.5Y6/3 にぶい黄色ローム土。黄灰色土プロックを含む。

2.5Y5/2 暗灰黄ローム土。

E
 

貯蔵穴
E' 

炉 1• 2 

1 2.5YR6/l 赤灰色土。灰と炭化物を含む。

2 2.5Y R7/8 橙色土。焼土。

貯蔵穴

1 

2
 

lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。ローム

プロックを少砧含む。

lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。ローム

プロックを多虻に含む。
L=86.lm 

構築面は各壁際の70~80cmの範囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱穴

なく、中央寄りで 4つ確認。直径28~35cm、深さ30cm程度の単純円形の掘方を呈する。

住居の対角線上では

炉 中央部よりや

や北東寄りで 2ヶ所確認。炉 1:短径57cm・長径86cm。炉 2:短径47cm・長径56cmでどちらも楕円形を呈す

る。 周溝 有り。幅10cm程度の溝を確認。南壁の一部では確認できなかった。

短径45cm、長径55cmの楕円形で深さ30cm。

独で占地する。

し
＼
丁

M 

z
 

面積 18.40m' 

柱穴 2

G 2 G' —- -L;— 
1 

所見

遺物 台付甕 ・甕 ・壺 ・小型甕が出土する。

出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。

X229[ 

.,.. 叫

M' 

N' 

溝

L 3 4 L' ．．  
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柱穴 3
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貯蔵穴

ピット 1
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南東隅に確認。

重複

叫`
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無し。単

柱穴 ・ピット ・溝

1 lOY RS/2 灰黄褐色ローム土。ロームプロックを少絨含む。

2 lOY RS/2 灰黄褐色ローム土。ロームプロックを多屈に含む。

3 lOY R6/l 褐灰色土。ローム土を含む。

4 lOY RS/6 黄橙色土。ローム土を含む。

ピット 2• 3 
K K' 

ー・ 2 • _ 

L=86.lm 

゜
1 : 60 2 cm 
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B区 9号住居 (PL -9 • 30~34 

位置 X =39240、Y=-57095グリッド付近 主軸方位 N-57°-E 規模と形状 短辺3.15m • 長辺4.27

mの長方形を呈する。 床面 基盤のローム層を45cm掘り込んで構築面とする。 その上にローム土を10cm程

度埋め込んで生活面とする
゜

構築面は不規則な形状を呈する 柱穴 生活面では確認することができなか

cm、深さ68cmで楕円形を呈する。

ったが、構築面で 4つ確認した。直径36~56cm、深さ20~37cmの楕円形の掘方を呈する。 炉 中央部より

やや北寄りで 2ヶ所確認した。炉 1:短径54cm• 長径116cmで瓢鐵型を呈する。炉 2 :短径62cm • 長径80cmで

楕円形を呈する。 周溝 有り。幅15cm程度の溝を確認した。 貯蔵穴 南東隅に有り。短径86cm • 長径102

・壺 ・高坪 ・小型壺 ・鉢が出土する。 重複

から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。単独で占地する。 面積 11.21m' 

遺物

所見

台付甕 ・甕

出土遺物

無し。
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1 lOY R6/3 にぶい黄橙色ローム土。

2 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。

3 JOY R4/l 褐灰色土。粘性有り。炭化物、焼土を含む。

4 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。上層ほど黄色強い。

5 lOY R5/l 褐灰色土。粘性有り。

6 lOY R5/2 灰黄褐色ローム土。

7 lOY R7/3 にぶい黄橙色ローム土。

8 2.5YR5/l 赤灰色土。灰層。

9 2.5Y R7/8 橙色土。焼土プロックを含む。

10 2.5Y7/3 浅黄色ローム土。たたきしめられている。

％
 

傘
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j

メ

A

6 A' 
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C 
柱穴 2・貯蔵穴

---=---. 3 
C' 

柱穴 2・貯蔵穴

1 7.5YR4/l 

2 10YR5/l 

3 10YR5/4 

4 2.5Y8/8 

5 2.5Y5/2 

6 2.5Y5/2 

炉 l

二心こ氣二烹二ふ二・二江ニニ蕊

炉 1• 2 

1 2.5Y R7/8 橙色土。焼土。

2 2.5YR4/l 赤灰色土。灰だまり。

L =86.2m 

褐灰色土。

褐灰色土。粘性有り。

にぶい黄褐色ローム土。粘性有り。

黄色土。ローム土を含む。

暗灰黄色土。

暗灰黄色土。 6層よりも黄色味強い。

炉 2

二“讐聾烹菱懸， 霊霜

怠

]メ
f
 

亙＼

F
 

G
 

柱穴 1

I 2• 上

柱穴 4

I 2．立

柱穴 3

旦． 12．且

ピッ卜ー

L =86.0m 

や;'/

第45図

柱穴 1• 3 • 4・ピット 1

1 2.5Y5/2 暗灰黄色ローム土。

ロームプロックを少旦含む。

2.5Y5/2 暗灰黄色ローム土。

ロームプロックを多鼠に含む。

1 : 60 2 m 

2
 

゜B区9号住居

50 



捻＄
又

:..ii翌

ー
．上

s
。、
メ

%

4

 

キ`

k
 

な

翁
2

わ

ゞ

〔

J L=86.5m 

....ii z| 

゜

了

／ 言 □ー：＼

／ ％“  -—-一口、

-¥¥ ¥‘¥  

゜

／
 

／
 

／ 》 忍ヽ3 

ロニ三

□i¥ 

` 第46図 B区9号住居、出土遺物

51 



＼
 

'>A-~、 1 -

I I g 

1 1 8 

¥ ¥ 10 

／
＼
 

二
／
 ‘

 

¥

l

l

 

＼
 

19 

｀＼  ＼
 

｀
 。

20 

第47図 B区9号住居出土遺物(1)

52 



／口25

。
1 : 3 10cm 

第48図 B区9号住居出土遺物(2)

B 区 10号住居 (PL-8•9)

位置 X =39245、Y= -57105グリッド付近 主軸方位 N-75° -W 規模と形状短辺3.72m• 長辺4.18

mの長方形を呈すると思われる。現代の撹乱、 6号住居に切られるため住居の全面を確認することはできな

かった。 床面 上部からの削平のため、掘り込みがどの程度かは不明。その上にローム混じりの褐灰色土

を10~20cm程度埋め込んで生活面としている。構築面は削平により明瞭ではないが、ほぽ全面を掘り込んで

いる。 柱穴 ピットを 2つ確認したが、現代の撹乱等の削平がひどく不明である。 炉 不明。 周溝 有

り。残存部分で幅10cm程度の溝を確認した。 貯巌穴 有り 。南東隅に確認した。長径80cmで楕円形を呈す

ると思われるが、現代の撹乱により一部削平されている。 遺物 土器小片が出土する。 重複 土層断面

より 6号住居よりも古いことが確認できた。 面積 測定不能所見 6号住居に切られることと、覆土に

As-C混黒色土を含むことから、 4世紀末から 5世紀初頭に相当すると考える。
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1 表土 褐灰色土。 4 10YR6/l 褐灰色ローム土。周溝覆土。

2 10YR5/2 灰黄褐色土。 As-Cを含む。 5 lOY R5/l 褐灰色土。ロームプロックを含む。

3 lOY R7/2 にぶい黄橙ローム土。 6 土坑覆土。

7 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム土を少磁含む。

貯蔵穴

C C' 

6号住居

＼ ピット 1

[Iど／□―-/ ＼ ¥ 
憂キ

~\ ＼ 口jI二 L=86.lm 彦
ア

貯蔵穴 ・ピット 1
撹乱

1 10YR4/l 褐灰色土。しまり強く 、
が゚-4 粘性有り。7•‘ 

2 lOY RS/2 灰黄褐色土。

ソフトローム上。

゜
1 : 60 2m 
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A L =86.4m A' 

1 lOY R4/2 

2 10YR2/l 

3 10YR2/2 

4 lOY R2/l 

5 lOY R3/2 

6 10YR2/2 

7 lOY R3/l 

8 lOY R3/3 

9 lOY R4/3 

10 lOY R4/4 

11 lOY R4/4 

12 IOYRZ/3 

13 lOY R3/3 

14 lOY R4/2 

15 lOY R4/3 

16 10YR4/6 

17 lOY R2/l 

18 lOY R4/4 

19 lOY R3/2 

20 lOY R4/3 

21 lOY R3/2 

22 10YR4/6 

23 lOY R3/3 

24 lOY R3/4 

25 2.5Y R6/8 

26 lOY R4/4 

灰黄褐色土。近世以降の土と考える。

黒色土。 As-C混黒色土。

黒褐色土。 As-C、褐色粘質土を含む。

黒色土。 As-C混黒色土。粒の粗いAs-Cを多恨に含む。

黒褐色土。 As-Cを含む。

黒褐色土。 As-Cを含む。

黒褐色土。 As-Cを少祉含む。

暗褐色土。 As-Cを少虻含む。

にぶい黄褐色土。 As-Cを含む。

褐色土。 As-C、ローム土を含む。

褐色土。ロームプロックを多祉に含む。

黒褐色土。 As-C、褐色土を含む。

暗褐色土。 As-C、ローム粒、黒褐色土を少屎含む。

灰黄褐色土。 As-C、黒褐色土をごく少最含む。

にぶい黄褐色土。 As-C、ローム土、黒褐色土をごく少雇含む。

褐色土。ロームプロックを多拭に含む。

黒色土。 As-C混黒色土。 2層よりもAs-Cを密に含む。

褐色土。ローム土を含む。崩落土と考え られる。

黒褐色土。 As-C、ローム粒をごく少輩含む。

にぶい黄褐色土。ロームプロックを多屈に含む。川砂のようなものも含む。

黒褐色土。ロームプロックを多屈に含む。床土。

褐色土。ロームプロック、黒褐色土を少屈含む。

暗褐色土。 As-C、ローム土、焼土粒を少屈含む。

暗褐色土。ロームブロック、焼土粒、炭化物を少梨含む。

橙色土。焼土。焼けて固くしまる。

褐色土。粘質。ハードローム土を含む。

゜
1 : 60 2m 

c区 1号住居 (PL-10 • 11 • 34) 

位置 X =39240、Y= -57035グリッド付近 主軸方位 N-56°-E 規模と形状 短辺5.66m・長辺6.23

mの長方形を呈する。 床面 基盤のローム層を70cm程度掘り込んで構築面とする。その上にローム混じり

の土を 5~20cm程度埋め込んで生活面とする。構築面は、壁際が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。

柱穴 住居のほぼ対角線上に 4つ確認した。直径52~80cm、深さ61~80cm程度の楕円形の掘方を呈する。 炉

中央部よりやや北西寄りで 2ヶ所確認した。炉 1:短径48cm・長径55cm。炉 2:短径46cm・長径71cmでどち

らも楕円形を呈する。 周溝 構築面で幅20cm程度の溝を一部分確認した。溝は全周はしない。 貯蔵穴 東

隅に確認した。短径83cm・長径95cm、深さ78cmで楕円形を呈する。 遺物 台付甕 ・高坪 ・小型壺 ・有孔鉢

が出土する。 重複 無し。単独で占地する。 面積 31.03rri' 所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初

頭と考える。

C L=86.lm C' 

第52図 C区1号住居(2)

゜
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D L =86.lm D' 

柱穴 l

1 lOY R3/2 黒褐色土。As-C混土。ロームプロック、ローム粒を多輩に含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロックを多鼠に含む。

3 10YR4/4 褐色土。粘質。ハードローム土を含む。

4 lOY R4/4 褐色ローム土。

5 lOY R4/6 褐色土。 4層より粘性強い。ローム土を含む。

柱穴 2

1 10YR3/2 黒褐色土。 As-C混土。ロームプロック、ローム粒を多虻に含む。

2 lOY R4/4 褐色土。粘質。ハードローム土を含む。

柱穴 3

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-C混土。ロームプロック、ローム粒を多絋に含む。

2 lOY R4/4 褐色土。粘質。ハードローム土を含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロ ーム土、黒褐色土を含む。

4 lOY R4/6 褐色土。粘性強い。ローム土を含む。

柱穴 4

1 lOY RZ/1 黒色土。 As-C混土。ロームプロック 、ローム粒を含む。

2 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム土、黒褐色土を含む。

3 lOY R4/4 褐色土。粘質。ハードローム土を含む。

4 lOY R4/6 褐色土。粘性強い。ローム土を含む。

炉 1 炉 2

」⑤ごい—
E l 2 1 2 3 E' 
一・ ／ ／ ／ ／ ／ ．＿  

貯蔵穴

F
 

炉 l

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-C、ローム土、焼土粒を少星含む。

2 lOY R3/4 暗褐色土。ロームブロック、焼土粒、炭化物を少籠含む。

炉 2

1 10YR3/3 暗褐色土。 As-C、ローム土、焼土粒、炭化物を少斌含む。

2 10YR3/4 暗褐色土。ロームプロック、焼土粒、炭化物を少鼠含む。

3 2.5Y R6/8 橙色土。焼土。焼けて硬くし まる。

貯蔵穴

1 10YR3/3 暗褐色土。ローム粒、炭化物を少鼠含む。

2 10YR3/4 暗褐色土。 1層よりも黄色味強い。ローム粒を多絨に含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色上。弱い粘性有り。ロームブロックを少屈含む。

4 10YR5/4 にぶい黄褐色土。ロームプロックを多絨に含む。壁崩落土。

ピット 1

G G' 

゜
1 : 60 2m 

L =85.6m 

第53図 C区l号住居(3)
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第55図 C区1号住居出土遺物

c 区 2 号住居 (PL-12•34~39)

位置 X =39250、Y= -57055グリッド付近主軸方位 N-32°-W 規模と形状 短辺7.48m • 長辺7.65

mのほぼ正方形を呈する。 床面 基盤のローム層を55cm程度掘り込んで構築面とする。構築面にわずかな

厚さの貼り床をほどこして生活面とする。床面は部分的により硬化した範囲が認められた。構築面は壁際よ

り幅60~80cmの範囲が住居中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱穴 住居のほぼ対角線上に 4つ確認。直

径29~40cm、深さ61~82cmの楕円形の掘方を呈する。 炉 中央部とやや南東寄りで 2基確認。炉 1:短径

84cm • 長径112cmで楕円形を呈する。炉 2 :短径62cm• 長径64cmである。 周溝 有り。全周する幅15cm程度

の溝を確認。 貯蔵穴 南西隅に確認。短径69cm・長径75cm、深さ81cmで楕円形を呈する。 遺物 多量の

遺物が出土。台付甕・甕・壺・高坪・小型壺・有孔鉢・鉢•石製模造品等が出土。 重複 無し。単独で占

地。 面積 54.00吋 所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。

柱穴 1

F F' 

ピット 1 ピット 2 ピット 3 ピット 4 ピット 5 ピット 6

J J' K K' L L' M M' N N' 

゜
O' 

ピット 7 ピット 8 ピット 9 ピット 10 ピット 11 ピット 12
p P' Q Q' R R' s S' T T' u U' 

ピット 13

V V' 

＾量／＿＿

柱穴 2
G G' 

w 
溝 l

W' 

柱穴 3
H H' 

柱穴 4

1 1' 

溝 2

X ,  X' 
ー・ 1.  -

言
L =85.Sm 

柱穴

1 2.5YR3/l 暗赤灰色土。焼土、炭化物を含む。

2 5 Y R4/l 褐灰色ローム土。

ビット

1 5 Y R4/l 褐灰色ローム土。

溝

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。

゜
1 : 60 2m 

第56図 C区2号住居(1)
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5「一三）／ | r ;。
0゚39 

24 49 

o | 勺 叫 司I --」 叫 I 」 叫

~- L=86.5m IO 10 
A' 

c
 

C' 

1 lOY R6/2 灰黄褐色ローム土。

2 N3/ 暗灰色土。 As-Cを含む。

3 lOY RS/2 灰黄褐色ローム土。

4 lOY R6/2 灰黄褐色ローム土。

5 lOY RS/1 褐灰色ローム土。炭化物を含む。

6 lOY R 7 /3 にぶい黄橙色ローム土。

7 lOY RS/1 褐灰色土。周溝覆土。

8 lOY R5/l 褐灰色土。ローム土を含む。

9 lOY R3/l 黒褐色土。

10 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロックを含む。

゜
1 : 60 2m 

第57図 C区2号住居(2)





炉 l

Y Y' 
ー・ I 2 • -―― 

／ 9/ 

炉2

z z’ 
ー・ I 2 .一

― </--ヶ-

攣具澤ニこ:..澤→“ L =85.8m 

炉 1• 2 

1 2.5YR3/l 暗赤灰色土。焼土、炭化物を含む。

2 2.5Y R3/l 暗赤灰色土。焼土、炭化物を含む。硬化している。

貯蔵穴
a L =86.5m a' 

貯蔵穴

1 lOY R6/2 灰黄褐色ローム土。

2 lOY R3/l 黒褐色土。

3 lOY R5/l 褐灰色土。

4 lOY R4/l 褐灰色土。粘土プロックを含む。
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ロ
1 : 3 10cm 

c 区 3 号住居 (PL-12•13•39~42)

位置 X =39245、Y =-57065グリッド付近 主軸方位 測定不能

のため、全面を確認することができない。南北方向5.37mである。

規模と形状

床面

住居の西側が調査区域外

基盤のローム層を50cm程度掘り

込んで構築面とする。構築面より 10cm程度の厚さの貼り床をほどこして生活面とする。 柱穴 直径25~56

cm、深さ55~74cmの楕円形の掘方を呈する。 炉 中央部よりやや北西寄りで確認した。短径72cm • 長径85

cmで楕円形を呈する。 周溝 有り。幅27cm程度の溝を調査範囲内で確認した。 貯蔵穴 有り。南東隅に

確認した。短径65cm・長径70cm、深さ58cmで楕円形を呈する。内部および周辺から完形かそれに近い土器が

多数出土した。

で占地。

メ
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2
 

キ

遺物 台付甕 ・甕 ・壺 ・器台 ・小型壺 ・有孔鉢 ・鉄製鎌が出土する。 重複 無し。単独

調

査

区

外

面積 測定不能 所見 出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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5

6

7

 

2.5Y5/3 

2.5Y6/2 

2.5Y5/2 

lOY R4/l 

lOY R5/l 

5YR7/8 

2.5Y3/l 

黄褐色土。表土。 9

灰黄色土。砂質。

暗灰黄色ローム土。

褐灰色土。炭化物を含む。

褐灰色土。粘質。

橙色土。焼土。

黒褐色土。粘質。炭化物、焼土を多鼠に含む。

炉

1

2

 

10 R 4/1 

10R6/8 

B' 

貯蔵穴

ピット 1

H H' ．．  

暗赤灰色土。灰・焼土を含む。

赤橙色土。焼土プロックを含む。

ピット 2

I, 

c
 

C' 
2 . — 

穴

1

2

3

4

ノ蔵土丁n
 

10YR7/4 

lOY R4/l 

lOY R6/l 

lOY R4/l 

にぶい黄橙色ローム土。

褐灰色土。粘質。

褐灰色土。粘質。

褐灰色土。上部に炭化物を含む。

ピット 1

1 2.5Y3/l 

柱穴 l

D
_
 

D' 

柱穴 2
E 

黒褐色土。粘質。炭化物・

焼土を多量に含む。

E' 
ピット 2

1 lOY R4/l 褐灰色土。粘質。

柱穴 3

F F' G
 

柱穴 4
G' 

1

1

2

2

1

3

1

4

1

2

 

穴

穴

穴

穴

柱

柱

柱

柱

lOY R4/1 

lOY RS/6 

褐灰色土。粘質。

黄橙色ローム土。灰黄褐色上を含む。

lOY RS/6 黄橙色ローム土。灰黄褐色土を含む。

2.5Y5/3 黄褐色土。ローム土を含む。

lOY R4/l 

2.5Y7/4 

褐灰色土。粘質。柱痕。

浅黄色土。ロームプロックを含む。柱の周囲をつき固めた層。

2m 

I 9)¥’ 

1 : 3 10cm 

第65図 c区3号住居、出土遺物
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第67図 C区3号住居出土遺物(2)

c区4号住居 (PL-13 • 42) 

位置 X =39225、Y= -57020グリッド付近 主軸方位 N-56°-E 規模と形状 短辺5 . 00m• 長辺5.11

mのほぽ正方形を呈する。住居の周辺は上部からの削平がひどく、残存状態は良好でない。 床面 基盤の

ローム層を15cm程度掘り込んで構築面とする。構築面より 5cm程度の厚さの貼り床をほどこして生活面とす

る。構築面は北西壁・北東壁際より幅60~70cmの範囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱穴 住

居内でピットを 2つ確認したが、柱穴のようなものは確認できなかった。 炉 中央部よりやや北西寄りで

確認した。短径62cm• 長径86cmで楕円形を呈する。炉の周辺にも焼土のまとまりを確認した。 周溝 無し。

貯蔵穴 不明。上部からの削平がひどく、確認することができなかった。 遺物 珪質粘板岩製の砥石が 1

点出土。 重複 無し。単独で占地する。 面積 17.64面（残存部分で計測） 所見 覆土にAs-Cを含むこと、

竃を持たないことなどから、 4世紀末から 5世紀初頭に相当すると考える。
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lOY R3/3 

lOY R3/4 

lOY R4/3 

lOY R3/4 

lOY R4/3 

炉
C 1 2 C' 

二1/ •コ

暗褐色土。 As-C、ローム土をわずかに含む。

暗褐色土。壁の崩落土。ローム土を多黛に含む。

にぶい黄褐色土。ロームプロックを含む。貼り床部分と思われる。

暗褐色土。 As-C、ロームプロ ックを含む。壁の崩落土と思われる。

にぶい黄褐色土。

D 2 1 2 D' 

互ーテロ了炉

1

2

 

10YR3/3 

2.5Y R7/8 

ピット 1
E
 

E' 

ピット 2
F F' 
ー ・ 2I. __:___ 

ピット 1

1 10YR3/4 暗褐色土。ローム土を含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ローム粒を含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを含む。

ビット 2

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-Cをわずかに含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを含む。

暗褐色土。 As-C混黒色土プロック 、焼土粒を含む。

橙色土。焼土。暗褐色土プロックを含む。

乙

゜
1 : 60 2m 

゜
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第68図 c区4号住居、出土遺物
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1 lOY R3/2 黒褐色土。少鼠のAs-C、ロームプロックを含む。

2 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土。 As-Cを少旦含む。

3 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土。灰白色の粘土を少祉含む。

4 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム土を多斌に含む。掘方覆土。

5 lOY R3/l 黒褐色土。 As-C混土。ロームプロックを含む。

6 lOY R4/2 灰黄褐土。 As-Cを含む。

7 lOY R4/6 褐色土。ロームプロックを含む。

8 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロックを多最に含む。 17号溝覆土。

c区 5号住居 (PL-13 • 42) 

位置 X =39240~39245、Y= -57015~57020グリッド付近 主軸方位 N-52°-E 規模と形状 短辺4.20

m・ 長辺5.0lmの長方形を呈する。 床面 上部の削平がひどく、残存壁高はほとんど無い。その上にロー

ム混じりの土を埋め込んで生活面とする。床面上に灰白色の粘土の塊を 2つ確認した。構築面は北西・北東・

南西それぞれの壁際幅50~100cm程の範囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱穴 生活面でピッ

トを 1つ確認したが、柱穴のようなものは確認できなかった。 炉 中央部よりやや南寄りで確認した。短

径55cm・長径86cmで楕円形を呈する。 周溝 無し。 貯蔵穴 無し。 遺物 台付甕 ・鉢 ・器台が出土す

る。 重複 無し。単独で占地する。 面積 18.31m刈残存部分で計測） 所見 出土遺物から 4世紀末から

5世紀初頭と考える。

炉 ピット 炉

D D' 1 7.5YR4/3 褐色土。やや砂質。焼土を含む。

？ 2 2.5YR7/8 橙色土。焼土層。褐色土プロックを含む。

ピット

1 10YR3/3 暗褐色土。やや砂質。ローム粒をわずかに含む。

2 lOY RS/6 黄褐色土。やや砂質。炭化物、ロームプロックを含む。
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1 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土。灰白色の粘土を少鼠含む。

2 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム土を多鼠に含む。掘方覆土。

3 lOY R3/l 黒褐色土。 As-C混土。ロームプロックを含む。

4 lOY R4/6 褐色土。ロームプロックを含む。
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第72図 C区5号住居出土遺物

c 区 6 号住居 (PL-14•43)

位置 X=39260、Y= -57020グリッド付近 主軸方位 測定不能。 規模と形状 住居の北側が調査区域

外のため、全面を確認することができなかった。 床面 基盤のローム層を60~80cm程度掘り込んで構築面

とする。構築面より 5cm程度の厚さの貼り床をほどこして生活面とする。構築面は壁際より幅100cm程の範囲

が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。 柱穴 ピットを 2つ確認したが、柱穴と思われるものは 1つ

であった。直径71~79cm程度、深さ70cmの楕円形の掘方を呈する。 炉 不明。 周溝 有り。調査範囲内

で幅20cm程度の溝を確認した。 貯蔵穴 有り。北東隅、調査区境で確認した。短径55cm・長径80cm、深さ

48cmで楕円形を呈する。 遺物 甕 ・壺 ・高坪 ・小型壺が出土する。 重複 無し。単独で占地する。 面

積測定不能所見出土遺物から4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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1118 9 10 16 17 B' 

L =86.0m 
1 lOY R4/2 灰黄褐色土。やや粘質。黒色土プロックを含む。

2 lOY R4/l 褐灰色土。やや粘質。黒色土プロックを含む。上部からの影署があると思われる。

3 lOY R2/l 黒色土。やや粘質。 As-C混黒色土。 As-Cの割合は少ない。

4 lOY R3/2 黒褐色土。やや粘質。 As-Cを少鼠含む。

5 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。やや砂質。黒色土プロックを含む。

6 lOY R4/2 灰黄褐色土。やや砂質。黒色土プロックを含む。

7 lOY R3/2 黒褐色土。やや粘質。崩落土と考えられる。

8 lOY R4/4 褐色土。やや粘質。ロームプロックを含む。崩落土と考えられる。

9 lOY R3/2 黒褐色土。やや粘質。炭化物、焼土ブロックを多品に含む。

10 lOY R4/6 褐色土。粘質。住居床土。

11 lOY R3/2 黒褐色土。粘質。黒色土プロックを含む。周溝四土。

12 lOY R3/3 暗褐色土。やや砂質。ローム粒を少望含む。

13 10YR2/2 黒褐色土。やや砂質。 As-Cを少鼠含む。

14 lOY R3/3 暗褐色土。やや砂買。 As-Cを少龍含む。

15 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。やや砂質。ローム粒、焼土粒を少星含む。貯蔵穴覆土。

16 lOY R4/4 褐色土。砂質。貯蔵穴の掘方覆土と考えられる。

17 10YR4/3 にぶい黄褐色土。砂質。ロームプロックを多虻に含む。掘方覆土。

18 10YR4/3 にぶい黄褐色土。 17附に類似するが、ローム土の割合少ない。周溝の掘方覆土と考えられる。
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ピット 1• 2 

1 lOY R3/3 暗褐色土。ローム粒を含む。

2 10YR4/4 褐色ローム土。

3 lOY R4/6 褐色土。ロームプロックを含む。
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c 区 7 号住居 (PL-14•43)

位置 X =39255、Y =-57010グリッド付近 主軸方位
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c区6号住居出土遺物

測定不能。

外、構造物があるため、全面を確認することができなかった。 床面

。
1 : 3 10cm 

規模と形状 住居の北側が調査区域

基盤のローム層を90cm程度掘り込ん

で構築面とする。その上にローム混じりの土を15cm程度埋め込んで生活面とする。構築面は壁際より幅100cm

程の範囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。

50cm程度、深さ51cmで単純円形の掘方を呈する。

を確認した。 貯蔵穴 不明。 遺物

炉

柱穴

不明。

器台 ・砥石が出土する。

柱穴と思われるピットを 1つ確認した。直径

周溝

重複

有り。調査範囲内で幅25cm程度の溝

無し。単独で占地する。 面積 測

定不能。 所見
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出土遺物から 4世紀末から 5世紀初頭と考える。
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2.5Y5/3 

lOY R2/l 

lOY R3/l 

2.5Y4/2 

2.5Y4/2 

2.5Y5/3 

2.5Y 4/2 

lOY R4/6 

lOY R3/3 

L =85.9m 

黄褐色土。砂質土。

黒色土。 As-Cを少絨含む。

黒褐色土。 As-Cを少最含む。

暗灰黄色土。ローム粒、黒褐色砂質土プロックを含む。

暗灰黄色土。砂質土。

黄褐色土。砂質土。鉄分の凝集がみられる。

暗灰黄色土。砂質土。ロームプロックを少品含む。

褐色土。ロームプロック、褐灰色砂質土を含む。

暗褐色土。ローム粒を含む。ピット覆土。
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第77図 C区7号住居、出土遺物

(4)掘立柱建物跡

A区 1号掘立柱建物

位置 X =39200、Y= -57095~-57100グリッド。 主軸方位 N-86.5°- W 形状と規模 柱間は 1間X

3間で、短辺2.3m・長辺4.35mの長方形を呈する。 柱穴 径25~55cmの楕円形の掘方を呈し、確認面から

の深さは26~43cm程度である。柱痕は検出することができなかった。 覆土 黒褐色土でその中にAs-Cを含

む。 遺物 出土遺物無し。 重複 無し。単独で占地する。 所見 覆土の状況から古墳時代の遺構と考

える。

c区 1号掘立柱建物

位置 X =39205~39210、Y=-57060グリッド付近。 主軸方位 磁北の方向。 形状と規模 柱間は 1間

X 2間で、短辺3.4m・長辺4.3mの長方形を呈する。 柱穴 径50~75cmの楕円形の掘方を呈し、確認面か

らの深さは45~71cm程度である。柱痕は検出することができなかった。 覆土 黒褐色土でその中にAs-Cを

含む。 遺物 出土遺物無し。 重複 無し。単独で占地する。 所見 覆土の状況から古墳時代の遺構と

考える。
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L =86.Sm 

柱穴 1 柱穴 5

1 2.5Y3/l 黒褐色土。As-Cを含む。 1 2.5Y3/l 黒褐色土。As-Cを含む。

柱穴 2 柱穴 6

1 2 5Y3/l 黒褐色土。As-Cを含む。 1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

柱穴3 柱穴 7

1 10YR5/2 灰黄褐色土。ローム土を含む。 1 2 5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

柱穴 4 柱穴 8

1 2.5Y3/l 黒褐色土。As-Cを含む。 1 2 5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

第78図 A区 1号掘立柱建物
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柱穴 1

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

2 2.5Y3/l 黒褐色土。 1層よりもAs-Cの割合少ない。

柱穴 2

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

2 2.5Y3/l 黒褐色土。 1陪よりもAs-Cの割合少ない。

柱穴 3

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

2 2.5Y3/l 黒褐色土。褐色ロームを含む。

柱穴 4

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

2 2.5Y3/l 黒褐色土。褐色ローム土を含む。

柱穴 5

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

2 2.5Y3/l 黒褐色土。褐色ロームを含む。

柱穴 6

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

2 2.5Y3/l 黒褐色土。褐色ローム土を含む。
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(5)土坑 ・ピット

A区土坑

A区145号土坑

位置 X =39205、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 径56cmほどの円形を呈し、底面までの深さは20cmを測る。

概要 覆土には黒褐色上中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区153号土坑

位置 X =39205、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸37cm、長軸82cmを測る不整な楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは13

cm~18cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区154号土坑

位置 X =39205、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸36cm、長軸47cmを洞る不整な楕円形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは26

cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区155号土坑

位置 X =39205、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸51cm、長軸58cmを測る不整な楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは16

~19cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区164号土坑

位置 X =39205、Y=-57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸41cm、長軸50cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは28cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 165号土坑と重複する。新旧関係は明らかでない。

遺物 出土遺物無し。

A区165号土坑

位置 X =39205、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸26cm、長軸33cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは12cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 164号土坑と重複する。新旧関係は明らかでない。

遺物 出土遺物無し。
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A区167号土坑

位置 X =39205、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸59cm、長軸82cmを測る楕円形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは28cmを測

る。土坑中央に中段のような高まりある。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区169号土坑

位置 X =39200、Y=-57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸24cm、長軸32cmを測る楕円形を呈し、長軸は北東・南西方向にもつ。底面までの深さは8cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区171号土坑

位置 X =39195、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸34cm、長軸43cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは24cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区172号土坑

位置 X =39195、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 径30cmほどの円形を呈し、底面までの深さは30cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区173号土坑

位置 X =39205、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸58cm、長軸114cmを測る。形状はアメーバ状の掘方を呈する。底面までの深さは14~25cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区174号土坑

位置 X =39195、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸27cm、長軸36cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは24cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区175号土坑

位置 X =39195、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 径22cmほどの円形を呈し、底面までの深さは12cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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A区177号土坑

位置 X =39195、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸33cm、長軸45cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは27cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区181号土坑

位置 X =39200、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸36cm、長軸41cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは 8cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区182号土坑

位置 X =39205、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸30cm、長軸50cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西・南東方向にもつ。底面までの深さは23cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区185号土坑

位置 X =39205、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸37cm、長軸41cmを測る楕円形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは 9cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区186号土坑

位置 X =39200、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸35cm、長軸38cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは21cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 187号土坑と重複する。

遺物 出土遺物無し。

A区187号土坑

位置 X =39200、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸45cm、長軸47cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは28cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 186号土坑と重複する。

遺物 出土遺物無し。

A区188号土坑

位置 X =39200、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸42cm、長軸48cmを測る楕円形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは26cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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A区189号土坑

位置 X =39205、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸37cm、長軸41cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは 9cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区190号土坑

位置 X =39200、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸34cm、長軸43cmを測る隅円方形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは30cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区192号土坑

位置 X =39200、Y=-57090グリッド付近に位置する。

規模 径30cmほどの円形を呈し、底面までの深さは 9cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区193号土坑

位置 X =39205、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸47cm、長軸75cmを洞る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは21cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 1号掘立柱建物柱穴と重複する。

遺物 出土遺物無し。

A区199号土坑

位置 X =39200、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸28cm、長軸35cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは26cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区200号土坑

位置 X =39200、Y=-57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸30cm、長軸104cmを洞る不整な溝状の長方形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深

さは17cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区201号土坑

位置 X =39200、Y=-57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸26cm、長軸29cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは 9cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物出土遺物無し。
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A区207号土坑

位置 X =39200、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸25cm、長軸41cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは 7cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区208号土坑

位置 X =39200、Y= -57100グリ ッド付近に位置する。

規模 短軸27cm、長軸38cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西・南東方向にもつ。底面までの深さは12cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区209号土坑

位置 X =39200、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸33cm、長軸45cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは 5cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区210号土坑

位置 X =39200、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸29cm、長軸40cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは 3cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区212号土坑

位置 X =39200、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸21cm、長軸29cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは 8cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

建物 出土遺物無し。

A区213号土坑

位置 X =39200、Y= -57085グリット付近に位置する。

規模 短軸33cm、長軸55cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは23cmを測る。

概要 覆土には暗褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区214号土坑

位置 X =39200、Y=-57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸20cm、長軸36cmを測る隅円長方形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは13cmを測る。

概要 覆土には暗褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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A区215号土坑

位置 X =39200、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸36cm、長軸61cmを測る不整な L字形の掘方を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深

さは25cmを測る。

概要 覆土には暗褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区216号土坑

位置 X =39200、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸41cm、長軸80cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは 9~16cmを測る。

概要 覆土には暗褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区218号土坑

位置 X =39200、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸25cm、長軸41cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは19cmを測る。

概要 覆土には暗褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区220号土坑

位置 X =39200、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸21cm、長軸36cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは 8cmを測る。

概要 覆土には暗褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区226号土坑

位置 X =39195、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸37cm、長軸52cmを測る楕円形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは12cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区227号土坑

位置 X =39195、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸39cm、長軸77cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さはllcmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区228号土坑

位置 X =39195、Y=-57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸28cm、長軸39cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは10cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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A区229号土坑

位置 X =39195、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸40cm、長軸48cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは20cmを測

る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区230号土坑

位置 X =39195、Y=-57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸35cm、長軸36cmを測る隅円方形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは15cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 231号土坑と重複する。

遺物 出土遺物無し。

A区231号土坑

位置 X =39195、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸24cm、長軸26cmを測る隅円方形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは 7cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。 230号土坑と重複する。

遺物 出土遺物無し。

A区249号土坑

位置 X =39190、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸20cm、長軸26cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは18cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区255号土坑

位置 X =39190、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸19cm、長軸24cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは 5cmを測る。

概要 覆土には黒褐色土中にAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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B区土坑

B区68号土坑

位置 X =39240、Y= -57080グリッド付近に位置する。

規模 短軸51cm、長軸69cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは24cmを測

る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区69号土坑

位置 X =39235、Y= -57080グリッド付近に位置する。

規模 短軸56cm、長軸70cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは18cmを測

る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区70号土坑

位置 X =39235、Y= -57080グリッド付近に位置する。

規模 西側が近現代の耕作痕によって切られるため全面を検出することはできなかった。南北方向は65cm、

深さ43cmで楕円形の形状を呈すると思われる。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区71号土坑

位置 X =39235、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸42cm、長軸81cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは10~13cm

を測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区72号土坑

位置 X =39235、Y= -57080グリッド付近に位置する。

規模 短軸35cm、長軸40cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは23cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区73号土坑

位置 X =39235、Y= -57080グリッド付近に位置する。

規模 短軸47cm、長軸52cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは10~15cm

を測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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B区74号土坑

位置 X =39235、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸59cm、長軸66cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは49cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

A区76号土坑

位置 X =39235、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸54cm、長軸86cmを測る楕円形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは23~28cm

を測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区77号土坑

位置 X =39230、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸66cm、長軸74cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは44cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区155号土坑

位置 X =39240、Y=-57115グリッド付近に位置する。

規模 短軸82cm、長軸230cmを測る不整な長方形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは83

cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区191号土坑

位置 X =39235、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 径27cmほどの不整な円形を呈し、底面までの深さは17cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区194号土坑 (PL-43) 

位置 X =39250、Y=-57075~-57080グリッド付近に位置する。

規模 短軸185cm、長軸241cmを測る長方形を呈し、長軸は北東 ・南西方向にもつ。底面までの深さは14~23

cmを測る。

概要 16号溝に中央部を東西方向に切られる。

遺物 S字状口縁台付甕が出土している。

B区197号土坑

位置 X =39235、Y= -57080~-57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸41cm、長軸65cmを測る隅円長方形を呈し、長軸は北西 ・南東方向にもつ。底面までの深さは15cm

を測る。
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測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

B区198号土坑

位置 X =39240、Y=-57080グリッド付近に位置する。

規模 1号住居と重複するため全面を検出する ことはできなかった。 北東 ・南西方向49cm、深さ30cmを測る。

形状は楕円形を呈すると思われる。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。 1号住居との新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

B区199号土坑

位置 X =39245、Y= -57080グリッド付近に位置する。

規模 短軸48cm、長軸69cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは24cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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73号土坑

Lc)△ ］ 
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A' A
 

A' △-. A' 

L =86.6m 

B区68号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、黒色土プロックを含む。

2 lOY R4/4 褐色土。黒色土ブロックを含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。黒色土を含む。

B区69号土坑

1 lOY R4/4 褐色土。 As-C、黒色土を含む。

2 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、黒色土をわずかに含む。

3 lOY R3/4 暗褐色土。黒色土を含む。

4 lOY R5/4 にぶい黄褐色土。プロック状の土。 1層より粘性有り。

B区70号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、黒色土プロックを含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。 As-C、ロームプロック 10~15cm大のもの、

褐色土を含む。

3 10YR4/4 褐色土。 As-C、ロームブロックをわずかに含む。

4 lOY R4/6 褐色土。ロームプロック土。

B区71号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、黒色土プロック

を含む。

B区72号土坑

1 lOY R5/4 にぶい黄褐色土。わずかにAs-Cを含む。

2 10YR3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、黒色土プロック

を含む。

B区73号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、黒色土ブロック

を含む。

゜
1 : 40 1 m 

第83図 B区68~73号土坑
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L =86.4m 

A 

191号土坑 t 
△ ◎ 上

L =86.6m 

A A' 

A' 
B区74号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-C、ローム粒を含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロックを多く含む。

B区76号土坑

1 10YR3/2 黒褐色土。 As-C、ロームプロックを含む。

B区77号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。わずかにAs-Cを含む。

2 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック土を含む。

3 lOY R3/2 黒褐色土。上部にAs-C、ロームプロックを含む。

B区155号土坑

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを多く含む。

2 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ローム土を含む。

3 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ロームプロックをわずかに含む。

4 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ロームプロックを多く含む。

B区191号土坑

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

B区197号土坑

1 lOY R6/l 褐灰色土。As-Cを含む。

2 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。ローム土を含む。

B区198号土坑

1 lOY R6/l 褐灰色土。As-Cを含む。

2 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。ローム土を含む。

B区199号土坑

1 lOY R6/l 褐灰色土。As-Cを含む。

2 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。ローム土を含む。

0 1 : 40 1 m 

第84図 B区74~199号土坑
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A A' 

,3 

1 lOY R5/2 灰黄褐色土。

2 lOY R6/2 灰黄褐色土。

3 5 Y R5/l 褐灰色土。
B B' 4 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。ローム土を含む。

3 

L =86.6m 

゜
1 : 40 1 m 

第85図 B区194号土坑、出土遺物

C区土坑

c区549号土坑

位置 X =39205、Y= -57050グリッド付近に位置する。

規模 短軸18cm、長軸25cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは24cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

c区ピット

c区27号ピット

位置 X =39255、Y= -57010グリッド付近に位置する。

規模 短軸36cm、長軸40cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは50cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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c区29号ピット

位置 X =39250、Y= -57010グリッド付近に位置する。

規模 短軸25cm、長軸28cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは42cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

c区31号ピット

位置 X =39250、Y= -57015グリッド付近に位置する。

規模 短軸34cm、長軸40cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは55cmを測る。

概要 覆土にはAs-Cと思われる軽石を含む。

遺物 S字状口縁台付甕の小片が出土。

549号土坑-
上．を〉._f;_ 

A A' 

31号ピット-
パ員△
A 1 A' 

L =85.8m 

27号ピット

¥ 

霞`）△
A A' 

2 .一

c区549号土坑

1 2.5Y3/l 黒褐色土。 As-Cを含む。

C区27号ピット

29号ピット

＼ 
△·◎ •立

A A' 

1 lOY RZ/1 黒色土。やや砂質。わずかにロームブロックを含む。

2 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。やや砂質。ロームプロックを含む。

c区29号ピット

1 lOY RZ/1 黒色土。やや砂質。わずかにロームプロックを含む。

C区31号ピット

1 lOY R3/3 暗褐色土。やや砂質。褐色砂をわずかに含む。

2 lOY R4/4 褐色土。やや砂質。ローム土、黒色土プロックを含む。

3 lOYRZ/1 黒色土。やや砂質。わずかにロームプロックを含む。

O 1 : 40 1 m 

第86図 C区549号土坑、 27~31号ピット
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(6)遺構外出土遺物

ここで掲載する遺物は、表土掘削時や遺構確認時に出土したもの、中近世の遺構より出土したもので、古

墳時代の遺構には伴わない遺物である。

1~7は土師器、 8は砥石である。 1はS字状口縁台付甕の口縁部破片。 2は単口縁甕の口縁部破片であ

る。底部はないので不明であるが、平底と思われる。 3は台付甕の脚部破片である。脚部内側に折り返しが

ないことから、単口縁台付甕の脚部と思われる。 4は壺の口縁部破片。口唇部に縄目と思われる文様を施し

ている。 5は高坪の脚部で外面にミガキ、内面にナデが施されている。 6は鉢である。外面には横位のミガ

キ、内面にナデが施される。 7は東関東系土器の破片である。 8は手持ちの砥石と思われる。砥石の中央部

に穿孔が一つある。この穿孔は貫通していない。

9~16は馬形埴輪の破片である。 C、D区を表土掘削する際、地表面に転がっていたものを表採した。 12

の脚部の内側にコンクリートが詰まっていたことから、調査区内に建っていた住宅の庭先にあったものと思

われる。 9は馬形埴輪の頭部破片である。耳がごくわずかに残存するだけで、たてがみや顔は不明である。

10は馬形埴輪の胸から胴部の破片である。鈴と胸繋が認められる。鈴には切り込みと装飾がある。胸繋は赤

色と白色で塗られている。穿孔が一ヶ所認められる。 11、12は馬形埴輪の脚部である。外面はハケメ、内面

はナデを施す。後部には、切り込みがそれぞれ認められる。 13~16は馬形埴輪の脚部破片である。外面はハ

ケメ、内面にはナデ・ハケメを施している。 14は後部に切り込みが認められる。
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第87図遺構外出土遺物（ 1)
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埴輪模式図は、塚廻り 4号墳出土の馬形埴

輪を参考に作成した。スケールは1/16。

本遺跡出土の埴輪は全てのものが同一個

体ではない。脚については、前脚、後脚か

は不明のため推定で模式囮に当て込んだ。
＼ 

／ 
／ 

’‘ 

。
1 : 4 20an 

，
 第88図遺構外出土遺物(2)
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II 中近世の遺構と遺物

(1)概要

波志江西宿遺跡では、中近世以降居住域として継

続して利用され続けていたため、近代以降に構築さ

れた土坑や溝などが多数残されていた。また、近年

の耕作や、調査区内の樹木や構築物を移動する際の

掘削によって破壊された遺構も多い。加えて、これ

らの遺構や撹乱は多くが人為的に埋められており、

調査時点で時期の特定ができず、調査終了後に出土

遺物などから近代以降と判断したものが多数あっ

た。そのため、調査時の遺構数と報告書作成時での

遺構数が大幅に異なっている。遺構番号の振替も検

討したが、調査時の記録や遺物注記との罰酷が生じ

るため、そのままの番号を使用している。ただし、-----

井戸の中には調査時に土坑とされていたものや、番

号の重複があったため、新たに番号を付け直したも

のがある。番号を変更した遺構については、凡例に

一覧表を示してある。また溝の中には、覆土の堆積

状況から、複数回掘り直されるなどして長期間使用

されていたものがあった。それらの遺構からは近現

代の遺物が出土しているが、掘削段階はより古く、

近世までさかのぼるものと判断し、遺構として取り-----

上げてある。本書で取り上げた遺構の中には、この

三

zs69so 

~7000 

｀ 

ように近現代の遺物を含むものがあるが、いずれも

覆土上位からの出土であったり、後世の混入と考え

られるものである。

中近世の遺構として取り上げたものは、建物 1棟、

掘立柱建物 1棟、土坑188基、井戸24基、溝45条であ

る（付図 2• 3）。このうち中世に属する遺構はごく

少数で、大半が近世の遺構である。

建物はC区の東寄りで検出された。柱穴内に礫を

埋め込んで建物の基礎としている。基礎の中から肥

前系の磁器等が出土している。掘立柱建物はB区の

東寄りで検出された。上部からの耕作による削平が

ひどく残存状態は良好でない。柱穴内より瀬戸美濃

の陶器で菊皿が出土している。

井戸はA・C・D区で検出されている。深さは様

---

C区
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第91図 中近世遺構全体図
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々で深いものは 4mを越える。大半が、ローム層下位の暗色帯付近が湧水層となる。内部より肥前や瀬戸美

濃の陶磁器や、漆器椀 ・刀鞘 ・桶などの木製品が出土した。

土坑は、幾つかの種類に分類できた。 1つは円形で土坑内壁に粘土を貼り、桶のようなものを埋め込んで

いたと推測される土坑である。桶を設置するために、周囲が溝状にくぽむ掘方を呈する。桶の底板が残って

いたものも 1基あった。 A区で 3基、 C区で10基検出されており、近接して作られているものが多い。トイ

レや肥桶としての機能が想定される。 2つ目は隅円長方形で掘方はしつかりしており、壁は上位がわずかに

開いて立ち上がる土坑である。長軸は130~160cm程度である。古銭を伴うものがあり、土壊墓と考えられる。

10基検出され、全て C区の北西部分に分布する。 3つ目は細長い長方形を呈する土坑で、規模は様々である

が、長いものになると 8mに達するものもある。複数の土坑が隣接して構築される場合が多く、主にA区の

西側と B区の西端、 C区の南東部分に集中する。長軸の方向は、周辺を廻る溝の走行に並行、もしくは直交

するものが大半である。 A区で60基、 B区で15基、 C区で24基、 D区で 1基確認された。この他に大小の円

形のものや楕円形状のもの、不定形のものなどがあった。

溝は地境を区画すると思われるものが多いが、上部からの削平のため残存状態があまり良好でない。また、

区画の内側でも近年の耕作などによる削平が激しく、掘立柱建物などは 2棟しか見つからなかった。出土遺

物はA•B 区よりも C ·D 区に多く、特に D 区の 2 号溝からは、肥前系 ・ 瀬戸美濃系の碗 ・ 皿などの陶磁器、

在地系の火もらい ・火鉢 ・十能 ・焙烙などの土器が大量に出土する。

中近世の遺構や遺物は、 A・B区よりも C・D区に多い。本遺跡の東側に街道が南北に走っているため、

この時期の生活の中心は街道に近い所にあったと思われる。

(2)掘立柱建物跡・建物跡

B区 1号掘立柱建物（第92• 148 図、 PL49•5 7)

位置 X =39235~39240、Y=-57095~-57100グリッド付近。 桁行方位 N-84°-W 

形状と規模 東西 3間、南北 1間の東西棟。桁行全長は北側で6.25m、柱間寸法は西より 2.05m• 2. lm • 2. 

lm。南側で全長6.5m、柱間寸法は西より 2.lm• 2.lm • 2.3m。梁行は西側4.3m、東側3.9mである。 柱

穴 直径34~110cmの楕円形の掘方を呈し、確認面からの深さは46~70cm。柱痕は検出できなかった。 覆土

明黄褐色土中にローム土含む。 遺物 志野ひだ皿破片が出土。 重複 古墳時代住居と重複。 所見 出

土遺物や覆土にAs-C軽石を含まないことから、古墳時代住居より新しく、中近世の遺構と考える。

c区 1号建物（第93• 94 • 148図、 PL51 • 57) 

位置 X =39230~39240、Y=-57010~-57020グリッド付近。 桁行方位 N-88°-E 

形状と規模 東西 2間、南北 1間の東西棟と思われる。桁行き全長は南北ともに7.7m、柱間寸法は北側で西

より 3.7m • 4.0m、南側では 1穴多く、西より 3.8m• 1.9m • 2.0m。梁行きは東西ともに3.8mで、東側の

み柱間のほぼ中央に柱穴 1基あり。 北側の東半に張り出し、柱間はほぽ2.0mで揃う。南側にも張り出し。

庇か。 柱穴 直径80~115cmの楕円形の掘方を呈し、確認面からの深さは24~50cm。礫を埋め込む。礫は30

~50cm程の角礫が多く、馬見岡産と思われる凝灰岩も 1点含まれていた。 覆土 褐色土中にAs-Aを含む。

遺物 磁器碗、灯明皿の破片が出土する。 重複 8号井戸、 1021号土坑、 23• 27 • 37 • 38号溝と重複、い

ずれよりも新しい。 所見 本来は東に向かって緩やかに傾斜する地形であったが、客土を施して平坦にし

た後に構築している。覆土中にAs-A混土を含むことから、近世の遺構と考える。
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c区1号建物
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lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-A、黒色土プロックを含む。

lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-A、しまり強く固い。

10YR4/6 褐色土。 As-A、ロームプロックを含む。

lOY R4/4 褐色土。 As-A、ロームプロックを含む。

lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロックを多く含む。
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第93図 c区 1号建物（ 1)
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C区］号建物
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第94図 C区1号建物(2)

(3) 井戸

A区井戸

A区 1号井戸（第95図）

位置

規模

概要

遺物

X =39185、Y= -57120グリッド付近に位置する。

短軸1.04m、長軸1.18mを測る不整な楕円形を呈し、底面までの深さは2.30mを測る。

確認面より 0.4m程下までがラッパ状に開き、

礫が出土する。

そこから下は、底面までほぽまっすぐな掘方を呈する。

A 区 2 号井戸（第95•148•149 図、 p L57) 

位置

規模

概要

遺物

X=39210、Y = -57115グリッドに位置する。

短軸1.22m、長軸1.46mを測る楕円形を呈し、底面までの深さは3.62mを測る。

確認面より 0.53m程下がったところからやや袋状の形を呈する。

土器片、木製の砧、桶の底板と側板が出土する。

A区 3号井戸（第95• 149~152図、 PL57•58) 

位置

規模

X =39210、Y = -57115グリッド付近に位置する。

短軸2.80m、長軸3.06mを測る楕円形を呈し、底面までの深さは3.llmを測る。
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A区1号井戸 A区2号井戸
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A区3号井戸
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A区2号井戸

1 2.5Y4/1 黄灰色土。

2 7.5YR5/1 褐灰色土。粘質。

3 lOY R5/1 褐灰色土。粘質。

A. L=86.3m A' 

A区3号井戸

1 lOY R7/4 にぶい黄橙色土。ロームブロックを含む。

2 5Y5/l 灰色土。

3 5Y5/l 灰色土。ロームプロックを含む。

4 7.5YR5/2 灰褐色土。粘質。ロームプロックを含む。

5 7.5YR4/l 褐灰色土。粘質。

゜
1 : 60 2m 

第95図 A区1~3号井戸

概要 確認面より1.2m程下までがラッパ状に開く。 底面は片側のみ0.5m程、オーバーハングする。確認面

より 2m付近の深さのところで桶が出土する。

遺物 磁器皿・段重、陶器片口鉢・甕、カマド、瓦、砥石、桶などが出土する。

A区 4号井戸（第96• 152~154図、 PL46 • 58~60) 

位置 X =39180、Y=-57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸1.72m、長軸1.98mの楕円形を呈し、底面までの深さは3.10mを測る。

概要 確認面より lm程下までがラッパ状に開き、 2.5m付近のところで石が多く出土。 16号溝を切る。

遺物 磁器碗 ・ 水滴 ・ 花瓶、陶器碗 • 徳利 ・ 香炉、土人形、焙烙、五輪塔の水輪、桶の底板などが出土。

A区 5号井戸（第96• 154 、 PL46•60)

位置 X =39215、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸1.08m、長軸1.24mを測る楕円形を呈し、底面までの深さは2.58mを測る。

概要 覆土は黒褐色から黒色でロームブロックを多量に含む。上部から底面まで、ほぼまっすぐな掘方を呈

する。暗色帯下部に湧水層がある。

遺物 焙烙が出土する。
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A区4号井戸
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A区4号井戸

暗灰黄色土。黄灰色粘土プロックを含む。

暗灰黄色土。砂質感あり。

暗灰色土。

灰黄色土。粘土プロックを含む。

暗灰黄色土。 As-Aと思われる軽石を含む。

暗灰黄色土。 5層より軽石を多く含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色土。粘質。 16号溝覆土。

8 lOY RS/2 灰黄褐色土。 As-Aと思われる軽石を含む。軽石は下部に多い。

9 lOY R4/4 褐色土。 As-Bと思われる軽石を含む。

10 lOY R4/l 褐灰色土。

11 2.5Y4/l 黄灰色土。 As-A、As-Cと思われる軽石を含む。

1 2 5Y5/2 

2 2.5Y5/2 

3 2.5Y5/l 

4 2. 5Y6/2 

5 2 5Y5/2 

6 2 5Y5/2 

A区6号井戸
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一第96図 A区4~7号井戸
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A区 6号井戸（第96• 154図、 PL46•60)

位置 X =39200、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸1.02m、長軸1.12mを測る楕円形を呈し、底面までの深さは3.02mを測る。

概要 覆土は暗褐色から黒褐色でロームブロックを多量に含む。上部から底面までほぽまっすぐな掘方を呈

する。暗色帯下部付近に湧水層がある。

遺物桶の側板、礫が出土する。

A 区 7 号井戸（第96•154•155 図、 PL46•60)

位置 X =39200、Y= -57150グリッド付近に位置する。

規模 短軸0.93m、長軸0.96mを測る不整な円形を呈し、底面までの深さは2.92mを測る。

概要 上部から底面までほぼまっすぐな掘方を呈する。暗色帯付近に湧水層がある。

遺物 陶器皿、礫、板材などの木製品が出土する。

A区 8号井戸（第97• 155 図、 PL46•60)

位置 X =39215、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸0.77m、長軸0.83mを測る不整な楕円形を呈し、底面までの深さは2.44mを測る。

概要 上部から底面までほぼまっすぐな掘方を呈する。暗色帯下部に湧水層がある。 29号溝と重複するが、

新旧関係は明らかでない。

遺物砥石が出土する。

A区 9号井戸（第97• 155図、 PL46・60)

位置 X =39215、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸1.10m、長軸1.12mを測り、ほぼ円形を呈する。底面までの深さは1.92mを測る。

概要 暗色帯下部に湧水層がある。湧水層付近が袋状に膨らむ。

遺物櫛、磨石が出土する。

A区8号井戸 A区9号井戸
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c区井戸

c 区 1 号井戸（第98•155•156図 、 PL51•60·61) 

位置

規模

概要

遺物

X =39220、Y = -56995グリッドに位置する。

短軸1.20m、長軸1.33mを測り、ほぼ円形を呈する。底面までの深さは2.10mを測る。

上部がわずかにラッパ状に開き、 その下位は底面までほぼまっすぐな掘方を呈する。底面に礫を敷き

詰める。水位の上昇は早く、底面から0.8~0.9m程上がる。覆土上位に再堆積のAs-Aを含む。

磁器碗・鉢、陶器碗 ．灯明受皿 ・乗燭、土鍋、砥石等が出土する。

c区 2号井戸（第98• 156図、 PL51 • 61) 

位置

規模

概要

遺物

X =39225、Y = -57040グリッド付近に位置する。

短軸1.67m、長軸1.89mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは4.30mを測る。

上部がラッパ状に開き、確認面から 3m程下のところが袋状の掘方を呈する。湧水層は上から 3m付

近の乳白色火山灰層で、水位は底面より 3.4m程上がる。

凹石が出土する。

c区 3号井戸（第98• 156図、 PL52•61) 

位置

規模

X =39225、Y = -57020グリッド付近に位置する。

短軸1.20m、長軸1.60mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは4.38mを測る。
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第98図 c区 1~3号井戸
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概要 確認面から2.5m程下のところが袋状の掘方を呈する。湧水層は袋状になる暗色帯付近で、水位は底面

より 3.lm程上がる。覆土上位に再堆積のAs-Aを含む。

遺物桶の底板、磨石が出土する。

c区 4号井戸（第99• 156図、 PL52 • 61 • 62) 

位置 X =39230、Y= -56995グリッド付近に位置する。

規模 短軸1.99m、長軸2.22mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは2.40mを測る。

概要 確認面から1.7m程下のところが袋状の掘方を呈する。湧水層は袋状になる暗色帯付近で、水位は底面

より1.7m程上がる。覆土上位に再堆積のAs-Aを含む。

遺物 陶器碗 ・皿 ・片口鉢 ・擢鉢、焙烙、砥石、板碑が出土する。

c区 5号井戸（第99図、pL52) 

位置 X =39255、Y= -57020グリッドに位置する。

規模 短軸1.10m、長軸1.20mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは2.16mを測る。

概要 上部から底面までほぼまっすぐな掘方を呈する。湧水層は基底部直上の暗色帯付近で、水位は底面よ

り1.2m程上がる。

遺物礫が出土する。

c区 6号井戸（第99図、 PL52) 

位置 X =39235、Y=-57005グリッドに位置する。

規模 短軸1.16m、長軸1.26mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは2.08mを測る。

概要 上部から底面までほぽまっすぐな掘方を呈する。湧水層は暗色帯付近で、水位は底面より1.4m程上が

る。

遺物礫が出土する。

c 区 7 号井戸（第99•157•158図、 PL52•62•63)

位置 X =39240、Y=-57010グリ ッドに位置する。

規模 短軸0.75m、長軸0.90mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは3.50mを測る。

概要 確認面から2.5m下のところが袋状の掘方を呈する。湧水層は暗色帯付近で、水位は底面より 2.6m程

上がる。 26号溝と重複する。新旧関係は不明であるが、 26号溝の北西隅に位置することから、同時期

のものと考える。

遺物 陶器碗、焙烙、土鍋、漆器、曲物、柄杓、刀鞘等が出土する。

c 区 8 号井戸（第99•158 図、 PL52 • 63) 

位置 X =39240、Y=-57015グリッド付近に位置する。

規模 短軸1.28m、長軸1.45mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは3.96mを測る。

概要 確認面から2.5m下のところが袋状の掘方を呈する。湧水層は暗色帯付近で、水位は底面より 3.lm程

上がる。 1号建物より古い。

遺物 磨石、桶の把手と思われる木製品が出土する。

c区 9号井戸（第99• 158 • 159 図、 PL52•63•64)

位置 X =39240、Y= -57015グリッドに位置する。

規模 短軸1.47m、長軸1.66mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは2.38mを測る。

概要 上部がラッパ状に開き、底面までほぽまっすぐな掘方を呈する。湧水層は暗色帯付近で、水位は底面
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より 1.4m程上がる。覆土上位に再堆積のAs-Aを含む。

遺物 磁器皿、陶器碗 ・摺鉢、石臼、桶の底板が出土する。

c区10号井戸（第100図、pL52) 

位置 X =39245、Y= -57005グリ ッド付近に位置する。

規模 短軸1.16m、長軸1.2mを測り、ほぼ円形を呈する。底面までの深さは1.28mを測る。

概要 上部は削平されているため、残存部分での検出状況である。湧水層は暗色帯付近で、水位は底面より

l.lm程上がる。

遺物 礫が出土する。

c区11号井戸（第100図）

位置 X =39245、Y=-57040グリッド付近に位置する。

規模 短軸1.66m、長軸2.25mを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは完掘することができなかったの

で、不明である。

概要 上部は削平されているため、残存部分での検出状況である。未完掘なので湧水層等は確認することが

できなかった。

遺物 出土遺物無し。

c区10号井戸 C区11号井戸
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1 7.5YR4/l 褐灰色土。
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ローム少鼠含む。

3 lOY R4/l 褐灰色砂質土。
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c区12号井戸（第100図）

位置

規模

概要

遺物

c区13号井戸（第100図）

位置

規模

概要

遺物

X =39240、

径0.90mを測り、ほぽ円形を呈する。上部より 2.10m付近まで掘削したが、危険を伴うため未完掘。

底面までの深さは確認することができなかった。

上部は削平されているため、残存部分での検出状況。壁に粘土を 5~10cm程度貼り付けている。

少数の陶磁器破片、礫が出土。

X =39230、

Y =-57050グリッドに位置する。

Y = -57050グリッドに位置する。

短軸0.8m、長軸1.02mを測り、隅円方形を呈する。底面まで完掘することができなかったので、深さ

は確認することができなかった。

上部は一部削平されているため、残存部分での検出状況である。ほぼまっすぐな掘方を呈する。

礫が出土する。

D区井戸

D区 1号井戸（第101・159~162図、 P L56 • 64~67) 

位置

規模

概要

X =39225、Y = -56975グリッド付近に位置する。

短軸2.58m、長軸2.88mを測り、楕円形を呈する。底面まで深さは3.34mを測る。

上部はラッパ状に開く。確認面から1.7m付近から袋状の掘方を呈する。湧水層は暗色帯付近で、水

位は底面より 2m程上がる。

D区 l号井戸 D区2号井戸
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----―̀ ‘ 

口 戸

~ ---’ 

／ヤぞ

A' 

仝＿． L=85.7m A' 

ー

A
 

L =85.Sm A' 

色ローム

帯

゜
1 : 60 2m 

第101図 D区 1• 2号井戸
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遺物 磁器碗 ・皿・ 鉢 ・水滴、碗や灯明皿などの各種陶器、焙烙、火鉢、五輪塔、漆器等が出土する。

D区2号井戸（第101図）

位置 X =39215, Y = -56970グリッド付近に位置する。

規模 調査区域外にかかるため、全てを検出することができなかった。検出部分で1.93mを測り、楕円形と

思われる。完掘することができなかったため、深さは未確認である。

概要 上部はラッパ状に開く。上部から1.0m付近から下は、ほぼまっすぐな掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

(4) 土坑

A区土坑

A区66号土坑（第102図）

位置 X =39205、Y=-57110グリッドに位置する。

規模 短軸85cm、長軸96cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは22cmを測る。

概要 覆土は褐灰色土にロームを含み、砂質である。覆土中より陶磁器片が出土。 291号土坑と重複するが、

新旧関係は不明。

遺物 陶磁器片が 2点出土する。

A区82号土坑（第102図）

位置 X =39195、Y= -57100グリッドに位置する。

規模 短軸121cm、長軸137cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは35cm。

概要 覆土は褐灰色砂質土である。壁の周りに粘土を貼り、固めている。底面にはくぽみがあり、桶状のも

のが埋められていた痕跡と思われる。

遺物 出上遺物無し。

A区83号土坑（第102図）

位置 X =39195、Y=-57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸126cm、長軸135cmを測る楕円形を呈する。底面までの深さは33cmを測る。 82号土坑と重複し、西

端を一部切られる。

概要 覆土は褐灰色砂質土。壁の周りに粘土を貼り、固めている。底面にはくぽみがあり、桶状のものが埋

められていた痕跡と思われる。

遺物 出土遺物無し。

A区85号土坑（第102図）

位置 X =39205、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸155cm、長軸163cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向。底面までの深さは23cmを測る。

概要 覆土は黄灰色土で、黒色味強い。

遺物 出土遺物無し。

A区86号土坑（第102図）

位置 X =39200、Y=-57110グリッドに位置する。

規模 短軸50cm、長軸81cmを測る楕円形を呈し、長軸は東西方向にもつ。底面までの深さは52cm。

概要 覆土は黒褐色土で、下位は粘性持つ。
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遺物 出土遺物無し。

A区 112号土坑（第103図）

位置 X =39200、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸80cm、長軸84cmを測る楕円形を呈し、長軸は南北方向にもつ。底面までの深さはllcmを測る。

概要 覆土は灰色土で、底面に桶状のくぼみがある。

遺物 出土遺物無し。

A区66・291号土坑 A区82号土坑 -,| A区83号土坑 一←十一

291土 66土

lf
-

A' A A' 

A A' 

A L =86.4m A' L =86.5m 82土
A A' 

L=86.5m 

A 2 A' 

A区82号土坑

1 lOY R4/l 褐灰色土。砂質。

2 N 8 灰白色土。粘土プロック含む。

3 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック含む。

A区85号土坑

一←十一
160土

A
 

撹乱
A' 

~ - L=86.4m A' 

A区85号土坑

1 2.5Y4/l 黄灰色土。黒色味強い。

A区83号土坑

1 lOY R4/l 褐灰色土。砂質。

2 N 8 灰白色土。粘土ブロック含む。

3 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック含む。

A区86号土坑

i 
〈口△

立．L=86.4m A' 

A区86号土坑

1 lOY R3/l 黒褐色土。

2 lOY R3/l 黒褐色土。 1層よりも粘質。

。
1 : 40 1 m 

第102図 A区66• 82 • 83 • 85 • 86 • 291号土坑
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A区113号土坑（第103図）

位置 X =39200、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸136cm、長軸210cmを測る不整楕円形。長軸は南北方向にもつ。底面までの深さは20cmを測る。

概要 覆土は灰色土で、ロームブロックを含む。 112号土坑と並んで位置する。

遺物 出土遺物無し。

A区114号土坑（第103図）

位置 X =39200、Y= -57100グリッドに位置する。

規模 短軸142cm、長軸178cmを測る不整な楕円形を呈する。長軸は東西方向。底面までの深さは22cmを測る。

概要 覆土は灰黄褐色土で、ロームブロックを含む。

遺物 出土遺物無し。

A区160号土坑（第103図）

位置 X =39205、Y= -57100グリ ッドに位置する。

規模 径100cmで、ほぽ円形を呈する。底面までの深さは29cmを測る。

概要 覆土は黒褐色土で、 As-Aと思われる軽石を含む。下位にはロームブロック混入。 161号土坑と重複す

るが、新旧関係は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区161号土坑（第103図）

位置 X =39205、Y=-57100グリッドに位置する。

規模 短軸116cm、長軸160cmを測る不整な瓢菫形を呈する。長軸は東西方向。底面までの深さは30cmを測る。

概要 覆土はAs-Aと思われる軽石を含む黒褐色土。 160• 162号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

A区162号土坑（第103図）

位置 X =39205、Y= -57100グリ ッドに位置する。

規模 短軸32cm、長軸34cmを測る楕円形を呈する。底面までの深さは 8cmを測る。

概要 161号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

A区274号土坑（第103図）

位置 X =39210、Y=-57125グリッドに位置する。

規模 短軸18cm、長軸23cmを測る。ほぽ円形を呈する。底面までの深さは 8cmを測る。

概要 覆土は黒褐色砂質土である。

遺物 出土遺物無し。

A区275号土坑（第103図）

位置 X =39210、Y= -57125グリッドに位置する。

規模 短軸17cm、長軸19cmを洞る。ほぼ円形を呈する。底面までの深さは 6cmを測る。

概要 覆土は黒褐色砂質土である。

遺物 出土遺物無し。

A区277号土坑（第103図）

位置 X =39210、Y= -57120グリッドに位置する。
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A区112・113号土坑

A 

—
T

十
ー

A区114局土坑
一←十一

A' 
A' 

113土
A L=86.4m A' 

—.L =86.4m 
A' 

A区112• 113号土坑

1 7.5Y4/l 灰色土。

2 7.5Y4/l 灰色土。ロームプロックを含む。

A区160・161・162号土坑 ---+-

A I I I I ¥ ¥ ¥ I I Y ¥ A' 

A L=86.4m A' 

A区27喝土坑i

〔．己△

L =86.2m 
A A' 

A区278号土坑 ＼x 
〖・ロ．立

A L=86.2m A' ． ． 

A区114号土坑

1 10YR5/2 灰黄褐色土。ローム土を含む。

2 lOY RS/6 黄橙色土。ロームプロックを多く含む。

A区274局土坑

＼
 

A
-◎

 

A

＿
 

A区275号土坑

t
 

△◎•立

L =86.3m 
A A' 

A区279号土坑-

L =86.3m. 
A A' 

疇
A区274号土坑

1 lOY R4/l 黒褐色土。砂質。

A区275号土坑

1 lOY R4/l 黒褐色土。砂質。

A区160• 161 • 162号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-Aと思われる軽石を含む。

2 2.SYS/1 黄灰色土。ロームプロック含む。

A区298号土坑

＼ 
~.••• 

L =86.4m 
A A' 

L =86.Zm 
A A' 

A区298号土坑

1 lOY 4/1 灰色土。黒褐色土を含む。

A区277号土坑

1 lOY R3/l 黒褐色土。砂質。

A区278号土坑

1 lOY 4/1 灰色土。黒褐色土を含む。

A区279号土坑

1 lOY 4/1 灰色土。黒褐色土を含む。

2 lOY 4/1 灰色土。ロームプロックを含む。

゜
1 : 40 1 m 

第103図 A区112~114• 160~162 • 274 • 275 • 277~279 • 298号土坑
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規模 短軸32cm、長軸38cmの不整楕円形。床面までの深さは14cmを測る。

概要 覆土は黒褐色砂質土である。

遺物 出土遺物無し。

A区278号土坑（第103図）

位置 X =39210、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸40cm、長軸64cmを測る。不整な楕円形を呈する。底面までの深さは13cmを測る。

概要 覆土は黒褐色砂質土を含む灰色土である。

遺物 出土遺物無し。

A区279号土坑（第103図）

位置 X =39210、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸33cm、長軸89cmを測る。長楕円形を呈する。底面までの深さは26cmを測る。

概要 覆土は黒褐色砂質土とロームブロックを含む灰色土である。

遺物 出土遺物無し。

A区291号土坑（第102図）

位置 X =39205、Y= -57110グリッド付近に位置する。

規模 短軸39cm、長軸48cmを測る。不整な長方形を呈する。底面までの深さは20cmを測る。

概要 66号土坑と重複。新旧関係は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区298号土坑（第103図）

位置 X =39200、Y= -57105グリッドに位置する。

規模 径20cmを測る。ほぽ円形を呈する。底面までの深さは 5cmを測る。

概要 覆土は黒褐色砂質土を含む灰色土である。

遺物 出土遺物無し。

A区302号土坑（第104図）

位置 X =39205、Y= -57105グリッドに位置する。

規模 短軸49cm、長軸56cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは33cmを測る。

概要 覆土は褐色土 ・黒色土である。

遺物 出土遺物無し。

A区304号土坑（第104図）

位置 X =39200、Y= -57120グリッドに位置する。

規模 短軸34cm、長軸36cmを測り、不整な方形を呈する。底面までの深さは25cmを測る。

概要 覆土はロームを含む暗灰黄色土である。

遺物 出土遺物無し。

A区361号土坑（第104図）

位置 X =39180、Y= -57160グリッドに位置する。

規模 短軸75cm、長軸94cmを測り、やや隅円の方形を呈する。底面までの深さは30cmを測る。

概要 覆土はAs-Aと思われる軽石を含む灰黄褐色土である。

遺物 出土遺物無し。
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A区363号土坑（第104図）

位置 X =39180、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸65cm、長軸325cmの長方形を呈する。底面までの深さは45cmを測る。

概要 覆土はAs-Aと思われる軽石を含むにぶい黄褐色土。

遺物 少量の土器、礫が出土。

A区364号土坑（第104図）

位置 X =39175、Y=-57155グリッド付近に位置する。

規模 短軸59cm（残存部分で計測）、長軸140cmを測る。掘り込み面から底面までの深さは40cmを測る。

概要 15号溝と重複するため、土坑の全てを確認することはできなかった。溝との新旧関係は不明。

遺物焙烙片、土器片、礫が出土する。

A区302号土坑I
〔口上

L =86.4m 
A A' 

A区304号土坑

ロ上］
A区364号土坑

-1、一

15溝

A' 

L =86.3m 
A A' 

...!l.... L=85.7m A' 

A区302号土坑

1 10YR4/4 褐色土。

2 lOY RZ/1 黒色土。

A区304号土坑

1 2.5Y5/2 暗灰黄色土。ローム土を含む。

A区361局土坑
|、~

A
 

企＿． L=85.4m A' 

A区361号土坑

1 lOY R5/2 灰黄褐色土。 As-Aと思わ

れる軽石を含む。

2 lOY R5/2 灰黄褐色土。 1層より軽石

を多く含む。

A区363号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-A

と思われる軽石含む。

A区363号土坑 --+--

A' 

}2___ L =86.3m A" 

A区364号土坑

1 2.5Y6/2 灰黄色土。 As-A、ローム土含む。

2 2.5Y4/l 黄灰色土。As-A、As-Cと思われ

る軽石を含む。砂質感強い。

3 lOY R4/l 褐色土。粘質土で黒色味が強い。

4 lOY R4/l 褐色土。粘質土で褐色味が強い。

l
ー
丁

A
-□

/
 

区A

A

-

..6.__ L=85.6m.Aこ

A区365号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。粘性無く、しまり

弱い。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ローム粒を含む。

゜
1 : 40 1 m 

第104図 A区302• 304 • 361 • 363~365号土坑
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A区365号土坑（第104図）

位置 X =39185、Y= -57150グリッド付近に位置する。

規模 短軸76cm、長軸83cmを測り、不整な方形を呈する。底面までの深さは16cmを測る。

概要 覆土は暗褐色土でローム粒を含み、しまり弱い。

遺物 出土遺物無し。

A区366号土坑（第105図、 PL46) 

位置 X =39190、Y= -57150グリッド付近に位置する。

規模 短軸63cm、長軸130cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは22cmを測る。

概要 覆土は暗褐色土でローム粒を含み、しまり弱い。

遺物 出土遺物無し。

A区368号土坑（第105図）

位置 X =39190、Y=-57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸66cm、長軸138cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは52cmを測る。

概要 覆土は暗褐色土でロームブロックを含む。壁はほぼまっすぐ立ち上がる。上部を一部撹乱によって壊

されていた。 424号土坑と重複し、これより新しい。

遺物 出土遺物無し。

A区369号土坑（第105図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸58cm、長軸100cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは28cmを測

る。

概要 覆土は暗褐色土でロームブロックを含む。 375• 395号土坑と重複するため、土坑の全てを確認するこ

とができなかった。新旧関係は、 375号土坑より新しい。 395号土坑との新旧は不明。

遺物 施釉陶器片、瓦片、擢鉢片、土器片が出土する。

A区371号土坑（第105図）

位置 X =39215、Y= -57155グリッド付近に位置する。

規模 短軸66cm、長軸78cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは43cmを測る。

概要 覆土は黒褐色～にぶい黄褐色土でロームブロックを含む。

遺物 土器片が出土する。

A区372号土坑（第105図）

位置 X =39200、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸66cm、長軸590cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは22cmを測る。

概要 覆土は暗褐色土でロームブロックを含む。 412• 416号土坑と重複し、両土坑よりも新しい。細長い長

方形土坑である。

遺物 陶磁器片が出土する。

A区373号土坑（第105図）

位置 X =39200、Y=-57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸60cm、長軸265cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは17cmを測る。

概要 覆土は暗褐色土でロームブロックを含む。 374• 401 • 403号土坑と重複する。 374号土坑より古く、他
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の2基の土坑よりも新しい。

遺物 土器片が出土する。

A区366号土坑

A
 

A' 

~. L =85.6m A' 

l
f丁

A区369・375号土坑

一←十一

A区371号土坑
A' ----ヤぞー

~- L=86.0m A' 

A区368号土坑

---+-A区366号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。粘性無く、しまり弱い。ローム粒を含む。

~.I I ¥I．ざ

A L=86.0m A' 

□△ 

~- L=85.7m A' 

A区368号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを多く含む。しまり弱い。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックをほとんど含まない。

3 lOY R3/3 暗褐色土。 1層よりロ ームプロックを多く含む。

A区372号土坑

-|、~

A 
ー・

A' 
•一

A区373号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロック、黒色土プロックを含む。

A区369• 375号土坑

1 10YR3/3 暗褐色土。ロームブロックを多く含む。しまり弱い。

2 lOY R3/3 暗褐色土。 1層よりロームプロックの割合少ない。

3 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを含む。しまりややあり。

A区371号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロック、黒色土プロックを含む。

2 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームブロックを含む。

3 lOY R4/4 褐色土。ロームプロックを多く含む。

A区372号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロック、黒色土ブロックを含む。 立― .L=86.0m A' 

A区373号土坑

lf
-

A A' 

仝＿． L=86.0m A' 

0 1 : 40 1 m 

第105図 A区366• 368 • 369 • 371~373 • 375号土坑
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A区374号土坑（第106図、 PL47) 

位置 X =39195、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸60cm、長軸246cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは 8cmを測る。

概要 覆土は暗褐色の砂質土でしまり弱い。 373号土坑と重複する。 373号土坑よりも新しい。

遺物 出土遺物無し。

A区375号土坑（第105図）

位置 X =39190、Y=-57145グリッドに位置する。

規模 短軸50cm、長軸107cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは16cmを測る。

概要 覆土はロームブロックを含む暗褐色土。 369• 386号土坑と重複する。 369号土坑よりも古い。 386号土

坑との新旧は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区376号土坑（第106図）

位置 X =39200、Y=-57140グリッドに位置する。

規模 短軸65cm（残存部分で計測）、長軸276cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは18cm。

概要 覆土はAs-Aとロームブロックを含む暗褐色土。 377号土坑と重複するので、土坑の全てを確認するこ

とはできなかった。 377号土坑よりも新しい。

遺物 出土遺物無し。

A区377号土坑（第106図）

位置 X =39200、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸82cm、長軸294cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは26cmを測る。

概要 覆土はロームブロックを含む暗褐色土。 376• 416号土坑と重複する。 376号土坑より古く、 416号土坑

より新しい。

遺物 出土遺物無し。

A区378号土坑（第106図）

位置 X =39195、Y= -57150グリッド付近に位置する。

規模 短軸70cm、長軸99cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは15cmを測る。

概要 379号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

A区379号土坑（第106図）

位置 X =39195、Y=-57145グリッドに位置する。

規模 短軸68cm、長軸150cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは27cm。

概要 378号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物焙烙片、土器片が出土する。

A区381号土坑（第106図）

位置 X =39220、Y= -57155グリッド付近に位置する。

規模 短軸70cm、長軸72cmを測り、長楕円形を呈する。底面までの深さは31cmを測る。

概要 覆土は黒褐色土でロームブロックを多く含む。

遺物 出土遺物無し。
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A区382号土坑（第106図）

位置 X =39220、Y= -57155グリッド付近に位置する。

規模 短軸42cm、長軸78cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは42cmを測る。

概要 覆土は黒色土で白色のパミスを含む。

遺物 出土遺物無し。

A区374号土坑
I ← 

A
 

A' 

L =86.0m 
A A' 

ー・ 1.  
一 --,I ―

A区揺• 377号土坑

~- L=86.lm 

A区374号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。砂質。褐色土プロック含む。

A区376• 377号土坑

1 10YR3/3 暗褐色土。 As-A、ロームプロックを含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。 1層よりロームプロックの割合少ない。

一←←

A' 

A区378号土坑 ヽ

〖」ム
L =85.Sm A' A 

A区379号土坑

ー←

A
 

A' 

企． L=85.7m A' 

A区381号土坑

ーヤぞ
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T
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ー
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A区381号土坑

1 10YR3/2 黒褐色土。ロームプロック、黒色土プロック、

白色パミスを含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロックを多く含む。

A区382号土坑

1 lOY R2/l 黒色土。ロームプロック、白色パミスを含む。

0 1 : 40 1 m 

第106図 A区374• 376~379 • 381 • 382号土坑
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A区383号土坑（第1D7図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸70cm、長軸566cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは29cmを測る。

概要 細長い長方形土坑である。 392• 393 • 399 • 400号土坑と重複する。 393号土坑よりも古く、 392• 399 • 

400号土坑よりも新しい。

遺物 施釉陶器片、染付磁器片、焙烙片、土器片が出土する。

A区386号土坑（第1D7• 162図、 PL67) 

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸75cm、長軸330cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは29cmを測

る。

概要 細長い長方形土坑である。 375• 395 • 408号土坑と重複する。 3S5号土坑よりも古い。 375• 408号土坑

との新旧関係は不明である。

遺物 陶器灯明皿、砥石、土器片などが出土する。

A区388号土坑（第107図）

位置 X =39200、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸72cm、長軸285cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは14cmを測る。

概要 細長い長方形土坑である。 389号土坑と重複する。 389号土坑よりも新しい。

遺物 出土遺物無し。

A 区389号土坑（第107•162図、p L67) 

位置 X =39200、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸55cm、長軸280cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは14cmを測る。

概要 細長い長方形土坑である。 388号土坑と重複する。 388号土坑よりも古い。

遺物 陶器碗の破片が出土する。

A区392号土坑（第107図）

位置 X =39195、Y=-57145グリッドに位置する。

規模 重複する他の土坑に壊されているため残存状況は悪い。残存部分での短軸は40cm、長軸260cm。隅円長

方形を呈すると思われる。底面までの深さは 4cmを測る。

概要 383 • 393 • 399 • 400号土坑と重複する。 383号土坑より古く、 399• 400号土坑より新しいが、 393号土

坑との新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

A区393号土坑（第107図）

位置 X =39195、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸72cm、長軸280cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは40cmを測る。

概要 383 • 392号土坑と重複する。 383土坑より新しいが、 392号土坑との新旧は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区394号土坑（第107図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸94cm、長軸280cmを測り、隅円長方形を呈すると思われる。底面までの深さは20cmを測る。
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概要 408 • 438号土坑と重複。調査時の所見から両土坑よりも新しいと考える。覆土にAs-Aを含む。

遺物 焙烙などの土器片が少量出土。

A区383・392・393号土坑

ヽ

B
 

A' .. 

B' ・-

A区386号土坑
-、|

408土

A L =86.0m 

392土

A' 

A' 

A L =86.lm 

A区388・389号土坑

一←十一

］ 

撹乱

撹乱 A' 

A区394号土坑
一←十―

B
 

A' 

B' 

A区386号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-C混土ブロック、

ロームブロックを含む。

A区388• 389号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを少

し含む。 388号土坑覆土。

2 lOY R3/3 暗褐色土。 2層よりもロームブ

ロック少ない。 389号土坑覆土。

A区394号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ローム粒含む。

A' 

A L =86.lm A' 

0 1 : 40 1 m 

第107図 A区383• 386 • 388 • 389 • 392~394号土坑
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A区395号土坑（第108図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸66cm、長軸83cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは46cmを測る。

概要 369号土坑、 386号土坑と重複する。 386号土坑よりも新しい。 369号土坑との新旧関係は不明である。

覆土中にはAs-Aを含む。

遺物 出土遺物無し。

A区396号土坑（第108図）

位置 X =39185、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸53cm、長軸178cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形を呈すると思われる。底面までの深さは20

cmを測る。

概要 429号土坑と重複する。土層断面から新旧関係を確認することはできなかったが、調査時の所見から429

号土坑よりも古いと考える。覆土中にはAs-Aを含む。

遺物 施釉陶器片が出土する。

A区397号土坑（第108図）

位置 X =39185、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸54cm、長軸144cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形を呈すると思われる。底面までの深さは20

cmを測る。

概要 422号土坑と重複する。土層断面より 422号土坑よりも新しいことが確認できた。覆土中にはAs-Aを含

む。

遺物 出土遺物無し。

A区398号土坑（第108図）

位置 X =39185、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸54cm、長軸186cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形を呈すると思われる。底面までの深さは22

cmを測る。

概要 427号土坑と重複する。調査時の所見から427号土坑よりも古いと考える。 覆土中にはAs-Aを含む。

遺物 出土遺物無し。

A区399号土坑（第108図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸58cm、長軸315cmを測り 、隅円長方形を呈する。底面までの深さは19cmを測る。

概要 383号土坑、 392号土坑と重複する。調査時の所見から383号土坑、 392号土坑よりも古いと考える。

遺物出土遺物無し。

A区400号土坑（第108図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸60cm、長軸270cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは17cmを測る。

概要 383 • 392号土坑と重複する。調査時の所見から両土坑よりも古いものと推測される。

遺物 土器片が出土する。
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A区395号土坑--+-

A L=86.0m A' 

A区396号土坑―→- A区397号土坑―→- A区398号土坑ー→一

A' 

A II ］ A' 
FL Ii ~)) I I. A' 
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A L=860m A' 企． L=86.0m A' 
A L =86 Om 

A' 

A区395号土坑 A区396号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ローム粒を含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロックを含む。

A区399・400号土坑
|Ll

— 

＼叫 叫

373土

383土

I と
<t:¥ "'I 

B' B L =86.0m 

A L=86.0m A' 

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ロームプロック、黒色土プロックを含む。

A区398号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ロームプロック、黒色土ブロックを含む。

A区401・402・403号土坑

A区401• 402号土坑

1 10YR3/3 暗褐色土。 As-A、ロームプロック含む。 401号土坑覆土。

2 10YR3/3 暗褐色土。ロームプロックを含む。 402号土坑覆土。

A区399• 400号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロックを含む。

0 1 : 40 1 m 

第108図 A区395~403号土坑
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A区401号土坑（第108図）

位置 X =39200、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸58cm、長軸98cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形を呈すると思われる。底面までの深さは25

cmを測る。

概要 373 • 402 • 403号土坑と重複する。 402• 403号土坑よりも新しく、 373号土坑より古いものと推測され

る。

遺物 土器片が出土する。

A区402号土坑（第108図）

位置 X =39200、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸47cm、長軸94cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形を呈すると思われる。底面までの深さは11

cmを測る。

概要 401 • 403号土坑と重複する。両土坑よりも古いと考える。

遺物 出土遺物無し。

A区403号土坑（第108図）

位置 X =39200、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸55cm、長軸は推定で130cm程度。隅円長方形を呈すると推測される。底面までの深さは15cmを測る。

概要 373 • 401 • 402号土坑と重複する。 402号土坑よりも新しく、 373• 401号土坑より古いと考える。

遺物 土器片が出土する。

A区405号土坑（第109• 162図、 PL47•67)

位置 X =39190、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸70cm、長軸740cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは40cmを測る。

概要 406 • 417 • 423 • 425 • 431 • 433 • 436 • 438号土坑と重複する。土層断面から406号土坑より新しいこと

が確認できた。また、調査時の所見から417• 423 • 425 • 431 • 433 • 436 • 438号土坑よりも新しいと考

える。

遺物 砥石、施釉陶器片が出土する。

A区406号土坑（第109図、 PL47) 

位置 X =39190、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸64cm、長軸650cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは31cmを測る。

概要 405 • 407 • 415 • 433 • 436 • 438号土坑と重複する。土層断面から407号土坑より新しく、 405号土坑よ

り古いことが確認できた。また、調査時の所見から436• 438号土坑よりも新しいと考える。 415• 433 

号土坑との新旧は不明。

遺物 土器片が出土する。

A区407号土坑（第109図、 PL47) 

位置 X =39190、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸68cm、長軸574cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは36cmを測る。

概要 406 • 415 • 436母土坑と重複する。土層断面から406号土坑より古いことが確認できた。また、調査時

の所見から415• 436号土坑より新しいと考える。

遺物 施釉陶器片、焼締陶器片、土器片が出土する。
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A区411• 412号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ロームプロ

ックを含む。 412号土坑覆土。

2 lOY R3/3 暗褐色土。 As-Aを含む。 412

号土坑覆土。

3 lOY R3/2 黒褐色土。 As-Aを含む。しま

り弱い。 411号土坑覆土。

c
 

C' 

D
 

D' 

A' 

A区405• 406 • 407 • 408 • 415 • 417号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-Aと思われる

軽石、ローム粒を含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ロームブロックを

多く含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック、

黒色土プロックを含む。

4 lOY R3/2 黒褐色土。ロームブロック多

量に含む。

5 lOY R3/2 黒褐色土。黒色土ブロックを

多く含む。

0 1 : 40 1 m 

第109図 A区405~408• 411 • 412 • 415 • 417 • 433 • 436 • 438号土坑
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A区408号土坑（第109図、 PL47) 

位置 X =39190、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸81cm、長軸316cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは24cmを測る。

概要 386 • 394 • 423号土坑と重複する。調査時の所見から、 394号土坑よりも古いと考える。386• 423号土

坑との新旧は不明。

遺物施釉陶器片が出土する。

A区411号土坑（第109図）

位置 X =39200、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸57cm、長軸97cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは20cmを測る。

概要 412号土坑と重複する。土層断面から412号土坑より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

A区412号土坑（第109図）

位置 X =39200、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸75cm、長軸185cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは21cm。

概要 372号土坑、 411号土坑、 414号土坑と重複する。土層断面から411号土坑より新しく、 372号土坑より古

いことが確認できた。また、調査時の所見から414号土坑より新しいと考える。

遺物 出土遺物無し。

A区413号土坑（第110図）

位置 X =39195、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸80cm、長軸291cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは16cmを測る。

概要 上部からの耕作痕により一部削平されている。

遺物 出土遺物無し。

A区414号土坑（第110図）

位置 X =39200、Y=-57145グリッド付近に位置する。

規模 短軸50cm、長軸220cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは 8cmを測る。

概要 6号井戸、 412号土坑と重複する。土層断面から 6号井戸より新しいことが確認できたが、調査時に一

括して掘削したため、重複部分の詳細については不明である。調査時の所見から412号土坑より古いと

考える。

遺物 出土遺物無し。

A区415号土坑（第109図）

位置 X =39185、Y=-57140グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸110cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは18cmを測る。

概要 406 • 407号土坑と重複する。平面の形状から407号土坑より古いと考える。406号土坑との新旧関係は

不明である。

遺物 出土遺物無し。
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A区416号土坑（第110図）

位置 X =39200、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸115cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは18cm。

概要 372 • 377号土坑と重複する。調査時の所見から両土坑より古いと考える。

遺物 出土遺物無し。

A区417号土坑（第109図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸56cm、長軸105cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは13cmを測る。

概要 405 • 428号土坑と重複する。調査時の所見から両土坑より古いと考える。

遺物 土器片が出土する。

A区420号土坑（第110図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 東端を壊されているため正確な規模は不明。現状で短軸44cm、長軸145cmで、隅円長方形と思われる。

底面までの深さは 6cm。

概要 上部から撹乱を受けているため、土坑の半分程を削平される。

遺物 出土遺物無し。

A区421号土坑（第110図）

位置 X =39200、Y= -57130グリッド付近に位置する。

規模 短軸82cm、長軸113cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは29cmを測る。

概要 37号溝と重複する。調査時の所見から37号溝より新しいと考える。

遺物 陶磁器片が出土する。

A区422号土坑（第110図、 PL47) 

位置 X =39185、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸55cm、長軸98cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは42cmを測る。

概要 397号土坑と重複する。 397号土坑よりも古い。

遺物 出土遺物無し。

A区423号土坑（第110図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッド付近に位置する。

規模 両端を他の土坑によって切られているため、正確な規模は不明。確認状況で短軸57cm、長軸は推定で

290cm程度。隅円長方形と思われる。底面までの深さは13cmを測る。

概要 405 • 408 • 424号土坑と重複する。 405号土坑より古く、 424号土坑より新しい。 408号土坑との新旧は

不明である。

遺物土器片が出土する。

A区424号土坑（第110図）

位置 X =39190、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸63cm、長軸130cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは21cmを測る。

概要 368 • 423号土坑と重複する。これらの土坑より古い。

遺物施釉陶器片が出土する。
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A区425号土坑（第110図、 PL47) 

位置 X =39190、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 短軸50cm、長軸350cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さはllcmを測る。

概要 405号土坑と重複する。調査時の所見から405号土坑より古いと考える。

遺物 礫が出土する。

A区426号土坑（第111図）

位置 X =39190、Y= -57140グリッド付近に位置する。

規模 東端を壊されているため正確な規模は不明。現状で短軸65cm、長軸450cm。隅円長方形と思われる。底

面までの深さは20cmを測る。

概要 土坑の一部を上部からの撹乱により大きく削平される。

遺物 出土遺物無し。

A区427号土坑（第111図）

位置 X =39185、Y=-57140グリッドに位置する。

規模 短軸65cm、長軸92cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは28cmを測る。

概要 398 • 440 • 441号土坑と重複する。調査時の所見からこれらの土坑より新しいと推測される。

遺物 出土遺物無し。

A区428号土坑（第111図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸51cm、長軸llOcmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは21cmを測る。

概要 417号土坑と重複する。調査時の所見から、 417号土坑より新しいと推定される。

遺物 出土遺物無し。

A区429号土坑（第111図、PL47) 

位置 X =39185、Y=-57145グリッドに位置する。

規模 短軸57cm、長軸75cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは28cmを測る。

概要 396号土坑と重複する。土層断面から新旧関係を確認することはできなかったが、調査時の所見より 396

号土坑より新しいと考える。

遺物 出土遺物無し。

A区430号土坑（第111図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸74cm（残存部分で計測）、長軸128cm（残存部分で計測）を測り、長方形と思われる。底面までの深さ

は25cmを測る。

概要 431号土坑と重複する。土層断面から431号土坑より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

A区431号土坑（第111図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸90cmの長方形。底面までの深さは32cmを測る。

概要 405 • 430号土坑と重複する。土層断面から430号土坑より新しいことが確認できた。また。調査時の

所見から405号土坑より古いと考える。
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遺物 出土遺物無し。

A区433号土坑（第109図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 遺構の西半を405号土坑に切られているため正確な規模は不明。現状で短軸24cm、長軸56cm。長方形と

思われる。底面までの深さは19cmを測る。

概要 405 • 406号土坑と重複。調査時の所見から405号土坑より古いと考える。406号土坑との新旧は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区435号土坑（第111図）

位置 X =39195、Y=-57135グリッドに位置する。

規模 短軸52cm、166cmを測り、長楕円形と思われる。底面までの深さは14cmを測る。

概要 覆土はロームブロックを含む暗褐色土。他の土坑との重複は無し。

遺物 出土遺物無し。

A区436号土坑（第109図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 西端を405号土坑に切られており、正確な規模は不明。現状で短軸51cm、長軸65cm。隅円長方形と思わ

れる。底面までの深さは40cm。

概要 405 • 406 • 407号土坑と重複する。調査時の所見からこれら 3基の土坑より古いと考える。

遺物 出土遺物無し。

A区438号土坑（第109図）

位置 X =39190、Y=-57140グリッド付近に位置する。

規模 西端を他の遺構によって切られているため正確な規模は不明。現状で短軸58cm、長軸148cm。長方形と

思われる。底面までの深さは23cmを測る。

概要 394 • 405 • 406号土坑と重複する。調査時の所見から、これら 3基の土坑より古いと推測される。

遺物 出土遺物無し。

A区440号土坑（第111図）

位置 X =39185、Y=-57140グリッドに位置する。

規模 西端を427号土坑に切られる。現状で短軸57cm、長軸61cm。長方形と思われる。底面までの深さは 6cm 

を測る。

概要 427 • 441号土坑と重複。調査時の所見から427号土坑より古く、 441号土坑より新しいと推測される。

遺物 出土遺物無し。

A区441号土坑（第111図）

位置 X =39185、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 北端を427• 440号土坑に切られる。現状で短軸81cm、長軸200cm。隅円長方形と思われる。底面までの

深さは18cmを測る。

概要 427 • 440号土坑と重複。調査時の所見から両土坑より古いと考える。

遺物 出土遺物無し。
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A区442号土坑（第111図）

位置 X =39190、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸52cm、長軸62cm（残存部分で計測）。不整な楕円形を呈する。底面までの深さは14cmを測る。

概要 覆土はロームブロックを含む暗褐色土である。

遺物 出土遺物無し。

A区443号土坑（第112図）

位置 X =39185、Y= -57145グリッドに位置する。

規模 短軸65cm（残存部分で計測）、長軸65cmを測り、不整な楕円形と思われる。底面までの深さは 7cm。

概要 覆土中にAs-A、ロームブロックを含む。

遺物 出土遺物無し。

A区449号土坑（第112図）

位置 X =39195、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸160cm、長軸198cmを測り、不整な楕円形と思われる。底面までの深さは51cmを測る。

概要 上部から撹乱を受ける。覆土はロームブロックを含む黒褐色土。

遺物 出土遺物無し。

A区452号土坑（第112図）

位置 X =39190、Y= -57115グリッドに位置する。

規模 短軸78cm、長軸307cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは14cmを測る。

概要 覆土は灰色土である。細長い長方形土坑で重複等は無い。

遺物 出土遺物無し。

A区453号土坑（第112図）

位置 X =39195、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸68cm、長軸280cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは14cmを測る。

概要 454号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

A区454号土坑（第112図）

位置 X =39195、Y= -57115グリッド付近に位置する。

規模 短軸53cm、長軸200cm（残存部分で計測）を澗り、長方形を呈する。底面までの深さは27cmを測る。

概要 453号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 出土遺物無し。

A区456号土坑（第112図）

位置 X =39200、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸97cm、長軸800cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは10cmを測る。

概要 覆土はにぶい黄色土である。細長い長方形土坑で重複等は無い。

遺物 陶磁器片が出土する。

A区461号土坑（第112図）

位置 X =39180、Y= -57140グリッドに位置する。

規模 短軸56cm、長軸128cm（検出部分）を測り、長方形を呈する。底面までの深さは57cmを測る。
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概要 覆土は灰褐色の粘質土でAs-C混黒色土をブロック状に含む。細長い長方形土坑で重複等は無い。調査

区域外にかかるため、全てを確認することはできなかった。

遺物 出土遺物無し。

B区土坑

B区31号土坑（第113図）

位置 X =39245、Y= -57070グリッド付近に位置する。

規模 短軸78cm、長軸135cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは30cmを測る。

概要 掘方は上部へ向かってやや開く。

遺物 出土遺物無し。

B区35号土坑（第113図）

位置 X =39245、Y= -57070グリッド付近に位置する。

規模 短軸58cm、長軸74cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは46cmを測る。

概要 l号溝と重複する。新旧関係は明らかでない。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区42号土坑（第113図）

位置 X =39245、Y= -57095グリッドに位置する。

規模 短軸64cm、長軸67cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは27cmを測る。

概要 重複せず、単独に占地する。

遺物染付磁器片が出土する。

B区43号土坑（第113図）

位置 X =39245、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸87cm、長軸96cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは26cmを測る。

概要 古墳時代住居 (9号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。

遺物出土遺物無し。

B区44号土坑（第113図）

位置 X =39240、Y= -57095グリッドに位置する。

規模 短軸78cm、長軸98cmを測り 、楕円形を呈する。底面までの深さは26cmを測る。

概要 古墳時代住居 (9号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。

遺物 出土遺物無し。

B区45号土坑（第113図）

位置 X =39235、Y= -57095グリッドに位置する。

規模 短軸62cm、長軸69cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは26cmを測る。

概要 上部からの耕作痕によって一部削平される。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区46号土坑（第113図）

位置 X =39235、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸109cm、長軸149cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは61cmを測る。
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概要 古墳時代住居 (9号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。

遺物 出土遺物無し。
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B区47号土坑（第113図）

位置 X =39235、Y= -57095グリッドに位置する。

規模 短軸102cm、長軸165cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは27cmを測る。

概要 古墳時代住居 (3号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。

遺物 出土遺物無し。

B区48号土坑（第114図）

位置 X =39240、Y= -57085グリッドに位置する。

規模 短軸90cm、長軸157cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは20cmを測る。

概要 上部からの耕作痕によって一部削平される。覆土中にAs-Bの再堆積したと思われる層が確認できたc

遺物 出土遺物無し。

B区49号土坑（第114図）

位置 X =39235、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸154cm、長軸375cmを測り、不整な長方形を呈する。底面までの深さは17cmを測る。

概要 上部からの耕作痕によって一部削平される。覆土中にAs-Bの再堆積したと思われる層が確認できた。

遺物 出土遺物無し。

B区54号土坑（第114図）

位置 X =39245、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 短軸122cm（残存部分で計測）、長軸130cmを測り、楕円形と思われる。底面までの深さは30cm。

概要 58 • 59号土坑と重複。 58• 59号土坑より古い。

遺物 出土遺物無し。

B区56号土坑（第114図）

位置 X =39240、Y= -57085グリッドに位置する。

規模 短軸93cm、長軸95cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは31cmを測る。

概要 60号土坑と重複。新旧は不明。

遺物 出土遺物無し。

B区57号土坑（第115• 162図、 PL67) 

位置 X =39235、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸130cm、長軸182cmを測り、不整な方形を呈する。底面までの深さは62cmを測る。

概要 4号住居付近に位置し、土師器が出土するが、遺構の形状から判断すると、中近世と考える。

遺物 頁岩製の碁石が出土する。また、土師器が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区58号土坑（第114図）

位置 X =39240、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸48cm（残存部分で計測）、長軸110cmを測り、楕円形と思われる。底面までの深さは31cmを測る。

概要 54 • 59 • 61号土坑と重複。土層断面から54号土坑より新しく、 61号土坑より古いことが確認できた。

59号土坑との新旧関係は不明。

遺物 出土遺物無し。

B区59号土坑（第114図）

位置 X =39245、Y= -57090グリッド付近に位置する。
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規模 他遺構に切られ正確な規模は不明。現状で短軸90cm、長軸136cm。長方形と思われる。底面までの深さ

は27cmを測る。

概要 54 • 58号土坑と重複。土層断面から54号土坑より新しいことが確認できた。 58号土坑との新旧は不明。

上部からの耕作痕によって、一部削平される。

遺物 出土遺物無し。

B区60号土坑（第115図）

位置 X =39245、Y= -57085グリッド付近に位置する。

規模 短軸113cm、長軸 121cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは51cmを測る。

概要 56号土坑と重複する。新旧は不明。

遺物 出土遺物無し。

B区61号土坑（第114図）

位置 X =39245、Y= -57090グリッド付近に位置する。

規模 他遺構に壊され正確な規模は不明。現状で短軸70cm、長軸 155cm。楕円形と思われる。底面までの深

さは21cmを測る。

概要 58号土坑と重複。土層断面より 58号土坑よりも新しいことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

B区62号土坑（第115図）

位置 X =39245、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸52cm、長軸 70cmを測り、不整な長方形と思われる。底面までの深さは15cmを測る。

概要 重複はなく 、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区63号土坑（第115図）

位置 X =39245、Y= -57100グリッド付近に位置する。

規模 短軸45cm、長軸 71cmを測り、不整な長方形と思われる。底面までの深さは16cmを測る。

概要 重複はなく 、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区66号土坑（第115図）

位置 X =39245、Y= -57100グリッドに位置する。

規模 短軸101cm、長軸 111cmを測り 、円形を呈する。底面までの深さは34cmを測る。

概要 重複はなく 、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区79号土坑（第115図）

位置 X =39245、Y= -57105グリッド付近に位置する。

規模 短軸65cm、長軸105cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは19cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。覆土中にロームブロックを含む。

遺物 出土遺物無し。

B区80号土坑（第115図）

位置 X =39245、Y= -57105グリッド付近に位置する。
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規模 短軸70cm、長軸90cm（残存部分で計測）を測り、 長方形と思われる。底面までの深さは36cmを測る。

概要 上位を一部撹乱によって削平される。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区90号土坑（第116• 162図、 PL67) 

位置 X =39235、Y=-57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸60cm、長軸320cmを測り、 長方形を呈する。底面までの深さ は37cmを洞る。

概要 土坑中央部を上部からの撹乱により削平される。

遺物 砥石が出土した。
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B区91号土坑（第116図）

位置 X =39235、Y= -57120グリッドに位置する。

規模 短軸79cm、長軸350cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは28cmを測る。

概要 92号土坑と隣接する。

遺物 出土遺物無し。

B区92号土坑（第116図）

位置 X =39240、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸78cm、長軸は現状で360cmを測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは30cmを測る。

概要 91号土坑と隣接する。土坑の一部を上部からの撹乱により削平される。

遺物 出土遺物無し。

B区93号土坑（第116図）

位置 X =39235、Y= -57115グリッドに位置する。

規模 短軸60cm、長軸208cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは44cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区97号土坑（第116図）

位置 X =39240、Y= -57115グリッドに位置する。

規模 短軸62cm、長軸140cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは31cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区117号土坑（第116図）

位置 X =39230、Y= -57110グリッド付近に位置する。

規模 短軸56cm、長軸224cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは42cmを測る。

概要 古墳時代住居 (8号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。覆土中にAs-Aを含む。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区118号土坑（第116図）

位置 X =39225、Y= -57110グリッドに位置する。

規模 短軸73cm、長軸220cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは30cmを測る。

概要 古墳時代住居 (8号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区119号土坑（第117図）

位置 X =39235、Y= -57125グリッド付近に位置する。

規模 短軸62cm、長軸250cmを測り 、長方形を呈する。底面までの深さは45cmを測る。

概要 古墳時代住居 (5号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。

遺物 施釉陶器片が出土する。土師器片も出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区124号土坑（第117図）

位置 X =39235、Y= -57115グリッド付近に位置する。

規模 短軸74cm、長軸218cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは40cmを測る。
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概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 土師器片が出土するが、土坑の形状から判断すると、この遺構には伴わないと考える。
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B区127号土坑（第117図）

位置 X =39225、Y=-57120グリッドに位置する。

規模 短軸130cm、長軸137cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは20cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 染付磁器片が出土する。

B区133号土坑（第117図）

位置 X =39245、Y= -57100グリッドに位置する。

規模 径115cmを測り、ほぽ円形を呈する。底面までの深さは40cmを測る。

概要 古墳時代住居 (6号住居）と重複する。住居より新しい遺構である。覆土中にAs-Aを含む。

遺物 出土遺物無し。

B区148号土坑（第117図）

位置 X =39245、Y= -57095グリッド付近に位置する。

規模 短軸44cm、長軸63cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは22cmを測る。

概要 古墳時代住居 (9号住居）と重複する。住居より新しい。覆土中に焼土ブロックを含む。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構に伴わないと考える。

B区153号土坑（第117図）

位置 X =39235、Y= -57115グリッドに位置する。

規模 短軸48cm、長軸210cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは42cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区154号土坑（第117図）

位置 X =39240、Y= -57120グリッド付近に位置する。

規模 短軸76cm、長軸188cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは45cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区156号土坑（第117図）

位置 X =39230、Y= -57125グリッドに位置する。

規模 短軸68cm、長軸630cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは18cmを測る。

概要 土坑の中央部ほとんどが上部から大きく削平される。

遺物 出土遺物無し。

B区167号土坑（第118図）

位置 X =39250、Y= -57095グリッドに位置する。

規模 短軸72cm、長軸99cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは25cmを測る。

概要 本来はより上位からの掘り込みを持つと思われるが、確認段階ですでに壁の大半は失われていた。覆

土中に焼土、炭化物を含み、土坑上部にて硬化面を確認した。

遺物 出土遺物無し。

B区209号土坑（第118図）

位置 X =39250、Y=-57075グリッドに位置する。
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規模 短軸57cm、長軸70cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは24cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

B区221号土坑（第118図）

位置 X =39215、Y= -57105グリッドに位置する。

規模 短軸75cm、長軸104cm（残存部分で計測）を測り、長方形と思われる。底面までの深さは28cmを測る。

概要 単独に占地。一部調査区域外にかかるため、全てを確認できなかった。覆土中にAs-Aを含む。

遺物 土師器片が出土するが、この遺構には伴わないと考える。

c区土坑

c区39号土坑（第118図）

位置 X =39240、Y= -57055グリッド付近に位置する。

規模 短軸72cm、長軸234cm（残存部分で計測）、不整な長方形を呈する。底面までの深さは21cmを測る。

概要 覆土は褐灰色土で、細長い長方形土坑である。西端を一部後世の撹乱によって壊される。

遺物 出土遺物無し。

c区49号土坑（第118• 162図、 PL53 • 67) 

位置 X =39245、Y=-57055グリッド付近に位置する。

規模 短軸167cm、長軸298cmを測り、不整な楕円形を呈する。確認面から底面までの深さは28cmを測る。

概要 本来はより深い土坑であるが、上位を削平されている。完形に近い陶器碗 ・皿がまとまって出土した。

遺物 陶器碗 ・皿が出土。いずれも土坑底面より 10cm程上位で見つかっている。

c区74号土坑（第118図）

位置 X =39245、Y= -57040グリッドに位置する。

規模 短軸152cm、長軸165cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは79cmを測る。

概要 上部は楕円形だが、中程から底部にかけては長方形の掘方を呈する。土塙墓と推定される。

遺物 出土遺物無し。

c区79号土坑（第118図）

位置 X =39250、Y= -57040グリッドに位置する。

規模 短軸81cm、長軸210cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは13cmを測る。

概要 上部からの耕作痕により、一部削平される。上端から下端までゆるやかな掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

c区99号土坑（第118図）

位置 X =39260、Y= -57055グリッド付近に位置する。

規模 短軸60cm、長軸105cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは63cmを測る。

概要 古墳時代住居 (2号住居）と重複する。土層断面から住居より新しいことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区120号土坑（第119図）

位置 X =39230、Y= -57045グリッド付近に位置する。

規模 短軸90cm、長軸194cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは50cmを測る。
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B区167号土坑 ／ 

〔口△

A L =86.3m _1 A' 

B区209号土坑 一→一

〔 口上

今． L=86.lm A' 

B区221局土坑

A L=86.5m A' 

B区167号土坑 B区209号土坑

1 2.5Y R7/8 橙色土。焼上。 1 lOY R4/l 褐灰色土。 As-A含む。

2 lOY R6/2 灰黄褐色土。炭化物、ローム土含む。

c区39号土坑

一
c区49号土坑

~. L =86.4m A' 

c区39号土坑

1 lOY R4/l 褐灰色土。ローム土を含む。

2 lOY RS/2 灰黄褐色土。ローム土を含む。

＼
 

B区221号土坑

1 2.5Y5/l 黄灰色土。 As-A多く含む。

c区74号土坑

A
 

A' 

A' A L=86.4m A' 

C区79号土坑

一口
撹乱
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 □
口

区c

立

_A_,L=86.2m A' 

C区74号土坑

1 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。ロームブロックを含む。

2 lOY R4/4 褐色土。ロームプロックを含む。

3 lOY R5/6 黄褐色土。ロームプロックを含む。

C区79号土坑

1 10YR5/2 灰黄褐色土。ローム土を含む。

C区99号土坑

1 JOY R7/4 にぶい黄橙色土。ローム土を含む。

2 10YR7/4 にぶい黄橙色土。炭化物を含む。

~. L=86.3m A' 

゜
1 : 40 1 m 

第118図 B区167• 209 • 221、C区39• 49 • 7 4 • 79 • 99号土坑
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概要 壁はほぽ直立。覆土中に多量のロームブロック含む。

遺物 陶磁器片が出土する。

c区146号土坑 （第119図）

位置 X =39230、Y= -57050グリッドに位置する。

規模 北側の一部を壊され、現状で短軸60cm、長軸130cm。不整な長方形状。底面までの深さは16cm。

概要 1120号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 陶磁器片が出上する。

c区228号土坑（第119図）

位置 X =39220、Y= -57040グリッドに位置する。

規模 短軸110cm、長軸260cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは84cmを測る。

概要 壁は上部がやや開くものの、ほぽまっすぐに立ち上がる。覆土中にロームブロックを多く含む。

遺物 染付磁器片が出土する。

c区256号土坑 （第119図）

位置 X =39230、Y= -57050グリッドに位置する。

規模 短軸44cm、長軸164cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは17cmを測る。

概要 覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

c区284号土坑 （第119• 162図、 PL67) 

位置 X =39235、Y= -57050グリッド付近に位置する。

規模 短軸54cm、長軸204cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは25cmを測る。

概要 土坑の半分程が上部より削平される。

遺物 施釉陶器片、染付磁器片、焙烙片、砥石が出土する。

c区297号土坑 （第119図）

位置 X =39220、Y=-57060グリッドに位置する。

規模 短軸85cm、長軸90cmを測り、不整な方形を呈する。底面までの深さは68cmを測る。

概要 壁はほぽまっすぐに立ち上がる。覆土中にはロームブロックを含む。

遺物砥石が出土する。

c区405号土坑 （第120図）

位置 X =39230、Y= -57065グリッド付近に位置する。

規模 短軸134cm、長軸380cmを測り、不整な長方形を呈する。底面までの深さは36cmを測る。

概要 上部からの撹乱により一部削平される。

遺物 土瓶の破片が出土する。

c区739号土坑 （第120図）

位置 X =39260、Y= -57040グリッドに位置する。

規模 短軸98cm、長軸145cmを測り、不整な長方形を呈する。底面までの深さは66cmを測る。

概要 上部からの撹乱により一部削平される。壁はほぼまっすぐに立ち上がる。覆土中にはロームブロック

を含む。土塙墓と推測される。

遺物 出土遺物無し。
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C区120号土坑 c区146・1120号土坑
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c区120号土坑

1 10YR7/4 にぶい黄褐色土。ロームプロックを多く含む。

C区146号土坑

1 lOY R5/l 褐灰色土。
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3 lOY R8/8 黄橙色土。ロームプロック多証に含む。

4 lOY R3/l 黒褐色土。

C区256号土坑

1 7.5YR5/l 褐灰色土。 As-Aを含む。

C区284号土坑

1 7.5YR4/l 褐灰色土。 As-Aを含む。
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c区297号土坑
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第119図 C区120• 146 • 228 • 256 • 284 • 297 • 1120号土坑
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c区751号土坑 （第120図）

位置 X =39255、Y=-57045グリッドに位置する。

規模 短軸104cm、長軸152cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは53cmを測る。

概要 壁は上部がやや広がる。底面は長方形状。覆土中にはロームブロックを含む。形状と古銭の出土から、

土壊墓と推測される。

遺物 覆土中より古銭が出土する。

c区779号土坑（第120図）

位置 X =39235、Y= -57040グリッドに位置する。

規模 径55cmを測り、ほぽ円形を呈する。底面までの深さは44cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。柱穴のような掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

c区785号土坑 （第120図）

位置 X =39225、Y= -57045グリッド付近に位置する。

規模 短軸20cm、長軸25cmを測り、不整な長方形を呈する。底面までの深さは22cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。柱穴のような掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

c区817号土坑（第120図）

位置 X =39225、Y= -57055グリッドに位置する。

規模 径38cmを測り、ほぽ円形を呈する。底面までの深さは44cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。柱穴のような掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

c区833号土坑 （第120図）

位置 X =39225、Y=-57065グリッドに位置する。

規模 短軸108cm、長軸118cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは34cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。土坑中心部が深くなる掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

c区921号土坑 （第120図）

位置 X =39255、Y= -57050グリッドに位置する。

規模 短軸127cm、長軸148cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは65cmを測る。

概要 上部からの撹乱により一部削平される。壁はほぽまっすぐに立ち上がる。覆土中にはロームブロック

を含む。土壊墓と推測される。

遺物 出土遺物無し。

c区927号土坑 （第121・162図、 PL53 • 67) 

位置 X =39210、Y=-57015グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸186cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは32cmを測る。

概要 壁はほぽまっすぐに立ち上がる。

遺物 底面から10cm上の覆土中より、土器の皿が出土。
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2 lOY R4/l 褐灰色土。ロームブロックを含む。
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I 2.5Y4/] 黄灰色土。軽石混じりの粘土含む。

2 IOY R4/4 褐色土。

企． L=86. lm A' 

c区785号上坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。

c区817号土坑 c区921号土坑

1 2.5Y4/l 黄灰色土。軽石混じりの粘土含む。 1 lOY RS/4 にぶい黄褐色土。ロームプロ

2 10YR4/4 褐色土。 ック含む。

2 lOY RS/2 灰白色土。粘質土。

c区833号土坑

゜
1 : 40 1 m 

第120図 C区405• 739 • 751 • 785 • 817 • 833 • 921号土坑
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c区952号土坑 （第121図、 PL53) 

位置 X =39220、Y= -57030グリッド付近に位置する。

規模 短軸90cm、長軸785cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは54cmを測る。

概要 上部からの撹乱により一部削平される。壁はほぽまっすぐに立ち上がる。 953• 954号土坑と重複する。

土層断面から両土坑より新しいことが確認できた。

遺物 染付磁器片、土器片が出土する。

c区953号土坑 （第121図、pL53) 

位置 X =39220、Y= -57030グリッド付近に位置する。

規模 東半を952• 954号土坑に切られ正確な規模は不明。現状で短軸150cm、長軸162cm。長方形と思われる。

底面までの深さは20cmを測る。

概要 952 • 954号土坑と重複。土層断面から両土坑より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区954号土坑 （第121図、 PL53) 

位置 X =39220、Y= -57030グリッド付近に位置する。

規模 東側を952号土坑によって切られる。現状で短軸66cm、長軸480cm。長方形を呈する。底面までの深さ

は50cmを測る。

概要 952 • 953号土坑と重複する。土層断面から953号土坑より新しく、 952号土坑より古いことが確認でき

た。

遺物出土遺物無し。

c区990号土坑 （第121図、pL53) 

位置 X =39225、Y= -57025グリッド付近に位置する。

規模 短軸50cm、長軸280cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは20cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。

遺物 施釉陶器片、施釉磁器片、砥石が数点出土する。

c区991号土坑 （第121図）

位置 X =39225、Y= -57020グリッドに位置する。

規模 短軸56cm、長軸275cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは25cmを測る。

概要 992 • 1096号土坑と重複する。土層断面および調査時の所見から両土坑より新しいことが確認できた。

覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。

遺物焙烙片が出土する。

c区992号土坑（第121図）

位置 X =39225、Y=-57020グリッド付近に位置する。

規模 北側を991号土坑に切られるため正確な規模は不明。現状で短軸24cm、長軸155cm。長方形を呈する。

底面までの深さは22cmを測る。

概要 991号土坑と重複する。土層断面から991号土坑より古いことが確認できた。覆土中にAs-Aと思われる

軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。
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第121図 C区927• 952~954 • 990~992号土坑
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c区995号土坑（第122図）

位置 X =39225、Y= -57020グリッド付近に位置する。

規模 短軸42cm、長軸200cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは19cmを測る。

概要 1096号土坑と重複。同土坑より新しい。覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。

遺物 出土遺物無し。

c区996号土坑（第122図、 PL53) 

位置 X =39225、Y= -57020グリッド付近に位置する。

規模 短軸56cm、長軸282cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは17cmを測る。

概要 覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。

遺物焙烙片が出土する。

c区1D0D号土坑（第122図）

位置 X =39230、Y= -57040グリッド付近に位置する。

規模 短軸115cm、長軸154cmを測り、不整な楕円形を呈する。底面までの深さは31cmを測る。

概要 覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。

遺物 香炉の破片、施釉陶器片、施釉磁器片、土器片が出土する。

c区10D5号土坑（第122図、pL53) 

位置 X =39225、Y= -57015グリッド付近に位置する。

規模 短軸58cm、長軸271cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは24cmを測る。

概要 18号溝をわずかに切る。一部後世の撹乱によって壊されていた。

遺物 出土遺物無し。

c区1D11号土坑（第122図、pL53) 

位置 X =39230、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 短軸89cm、長軸103cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは35cmを測る。

概要 壁の周囲に粘土を貼り付け、粘土の内側に桶状のものを埋め込んで使用したと思われる。

遺物 焙烙の破片、施釉磁器片が出土する。

c区1D12号土坑（第122図、pL53) 

位置 X =39230、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 短軸93cm、長軸102cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは38cmを測る。

概要 壁の周囲に粘土を貼り付けている。粘土の内側に桶状のものを埋め込んだ痕跡は確認できなかったが、

1011号土坑と類似する。

遺物 出土遺物無し。

c区1D13号土坑（第123図）

位置 X =39225、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 短軸128cm、長軸156cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは41cmを測る。

概要 壁の周囲に粘土を貼り付けている。粘土の内側に桶状のものを埋め込んだ痕跡は確認できないが、掘

方ではわずかな窪みが認められるので、桶状のものを埋め込んだものと思われる。 1016• 1056号土坑

と重複。土層断面より、 1016号土坑より古く、 1056号土坑より新しいことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。
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C区995号土坑

-
A
-

A' 

A L=86.2m A' 

c区996号土坑 一ーヤー

A A' 

A L=86.2m A' 

c区995号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ローム粒を含む。

c区996号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ローム粒を含む。

C区1000号土坑

:l.U~こ立］

L =86.3m 
△ . 3 5 A' 

c区1000号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ローム

粒含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ローム粒、小

礫含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロッ

ク少鼠含む。

4 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロッ

ク多く含む。

5 10YR6/8 明黄褐色土。ロームプロ

ック多く含む。

c区1005号土坑一人／

口
撹乱

心 ．L=86.2m A' 

c区1005号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ローム粒

含む。

c区1011号土坑 c区1012号土坑

A
 

A
 

A 
L =85.9m 

_.  4 

＼
 A' 

A' 

A' 

c区1011号土坑

1 10YR2/2 黒褐色土。炭化物、灰白色

粘土含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。 1層より粘土の

混入少ない含む。

3 lOY R3/2 黒褐色土。多凪の炭化物含

む。

4 lOY R3/2 黒褐色土。灰白色粘土多屈

に含む。掘方覆土。

c区1012号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。炭化物、ローム

プロック少鼠含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。多絨のロームプ

ロック、少星の粘土含む。

3 10YR3/3 暗褐色土。粘土プロック、

ロームブロック多く含む。

4 lOY R3/3 暗褐色土。粘土プロック、

ロームプロック含む。

5 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック多

く含む。

6 lOY R3/3 暗褐色土。灰白色粘土多く

含む。

0 1:40 lm 

L Iロ

A
 

＼
 
A' 

A' 

L=85.9m 
粘土 5 A' 

第122図 C区995・996・ 1000• 1005・ 1011・1012号土坑
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c区1014号土坑（第123図、 PL53) 

位置 X =39225、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 短軸115cm、長軸130cmを測り、楕円形を呈する。底面までの深さは33cmを測る。

概要 底部付近、壁の周囲に粘土を貼り付ける。掘方でわずかな窪みが認められるので、桶状のものを埋め

込んだものと思われる。 1015• 1016局土坑と重複。 1016号土坑より古く、 1015号土坑より新しい。

遺物 出土遺物無し。

c区1015号土坑（第123図、 PL53) 

位置 X =39225、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 径90cmを測り、ほぼ円形を呈する。底面までの深さは33cmを測る。

概要 底面、壁の周囲に粘土を貼り付けている。粘土の内側に桶状のものを埋め込んで使用したものと思わ

れる。 1014号土坑と重複。調査時の所見から1014号土坑より古いと推定される。

遺物 出土遺物無し。

c区1016号土坑（第123図）

位置 X =39225、Y=-57005グリッドに位置する。

規模 短軸79cm、長軸102cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは16cmを測る。

概要 1013 • 1014 • 1056号土坑と重複する。土層断面からこれらの土坑より新しいことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区1017号土坑（第123• 162 図、 PL54•68)

位置 X =39235、Y=c:c-57005グリッドに位置する。

規模 直径100cmの円形を呈する。底面までの深さは27cmを測る。

概要 底面、壁の周囲に粘土を貼り付けている。底面から桶の底板が検出された。土層断面からも桶の痕跡

が確認できた。埋没土が黒ずんだような色をしていることから、桶を埋め込み、肥桶のようなものに

使用したものと考える。

遺物 釜輪？の破片、土器片、不明石製品が出土する。

c区1018号土坑（第124• 163図、 PL54 • 68) 

位置 X =39235、Y= -57000グリッドに位置する。

規模 直径100cmの円形を呈する。底面までの深さは30cmを測る。

概要 底面、壁の周囲に粘土を貼り 付けている。掘方で桶の痕跡と思われる窪みが確認できた。桶を埋め込

み使用したものと思われる。

遺物 磨石が出土する。

c区1019号土坑（第124• 163図、 PL54•68)

位置 X =39255、Y=-57040グリッドに位置する。

規模 短軸88cm、長軸145cmを測り 、隅円長方形を呈する。底面までの深さは23cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。土層断面より 、人為的に埋められたことが確認できた。このような覆

土の状況と形状、古銭の出土から土壊墓と思われる。

遺物 古銭、土器片が出土する。

c区1021号土坑（第124図）

位置 X =39235、Y=-57020グリッドに位置する。
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C区1013・1056号土坑

A A' A
 

A' 

1 10YR4/4 褐色土。黒色土プロック、白色粘土、ロームプ
A L=86.lm A' 

ロック含む。

2 lOY RS/6 黄褐色土。ロームプロック含む。掘方翌土。

3 JOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック含む。掘方投土。

4 lOY R3/2 黒褐色土。白色粘土ブロック混入。掘方覆土。

5 lOY R3/l 黒褐色土。白色粘土プロック、ロームプロック

含む。 1056号土坑閃土。

C区1014号土坑 c区1015号上坑 ＼ C区1017号土坑

＼ 
~IA 

~A A A 

A．上」 ））．立
1014土

A
 

方

A' 

A 

-~- L=86.0m 

A' 

A' 

A A' 

A A' 

~- L=86.0m 
2 

A' 

c区1014号上坑

1 lOY R 3/2 黒褐色土。黒色土プロッ

ク、白色粘土プロック、

ロームブロックを含む。

2 白色粘土プロック層。

c区1016号土坑

¥

A

＿
 

汀（
 

／
 ．
 

A
_
 

!2._. L =86.0m A' 

L=85.7m 

c区1015号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-A、白色粘土プロッ

ク、ロームプロックを含む。

2 白色粘土プロック層。掘方覆土。

3 lOY R4/4 褐色土。黒褐色土、ロームプロッ

クを多く含む。壁に貼っている。

c区1016号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-A、白色粘土ブロッ

ク、ロームプロックを含む。

。
1 : 40 1 m 

C区1017号土坑

1 5 YR4/4 にぶい赤褐色土。鉄分多く含む。

2 7.5Y3/l オリーブ黒色土。上部に小礫含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム粒含む。

4 lOY R4/l 褐灰色土。ロームブロック含む。

5 桶の痕跡

第123図 C区1013~1017• 1056号土坑
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規模 短軸59cm、長軸188cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは33cmを測る。

概要 1号建物の柱穴に上位を削平される。

遺物 出土遺物無し。

c 区 1039号土坑（第124•163図、p L68) 

位置 X =39230、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 一部撹乱により壊され正確な規模は不明。直径100cm程の円形と思われる。底面までの深さは40cm。

概要 土坑の半分ほどを上部からの撹乱により削平される。底面にわずかな凹みがあり、桶状のものを埋め

込んだものと思われる

遺物 磁器小杯、器種不明土器、施釉陶器片、焙烙底部の破片、摺鉢片が出土する。

c区1056号土坑（第123図）

位置 X =39225、Y= -57005グリッドに位置する。

規模 短軸59cm、長軸75cm（残存部分で計測）を測り、楕円形と思われる。底面までの深さは27cmを測る。

概要 1013 • 1016号土坑と重複する。土層断面から両土坑より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区1059号土坑（第124図、pL54) 

位置 X =39235、Y= -57040グリッドに位置する。

規模 直径105cm程の円形を呈する。底面までの深さは41cmを測る。

概要 壁の周囲に粘土を貼り付けている。掘方で窪みを確認したので、桶状のものを埋め込んだものと思わ

れる。

遺物 染付湯呑底部の破片、かわらけ底部の破片、施釉磁器片、焙烙片、砥石が出土する。

c区1065号土坑（第125図、pL54) 

位置 X =39245、Y=-57035グリッドに位置する。

規模 短軸139cm、長軸152cmを測り、ほぽ円形を呈する。底面までの深さは60cmを測る。

概要 上部がラッパ状に開く掘方を呈する。土層断面より人為的埋没であることが確認できた。

遺物出土遺物無し。

c区1067号土坑（第125• 163図、 PL54 • 68) 

位置 X =39245、Y= -57035グリッドに位置する。

規模 直径115cm程の円形を呈する。底面までの深さは30cmを測る。

概要 底面に粘性の強い粘土を貼り付けている。掘方で窪みを確認したので、桶状のものを埋め込んだと思

われる。

遺物 染付磁器片、焙烙片、土鍋片、石臼破片、磨石が出土する。

c 区 1076号土坑（第125•163図、 P L54 • 68) 

位置 X =39235、Y= -57035グリッドに位置する。

規模 短軸124cm、長軸172cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは65cmを測る。

概要 上部を削平される。古銭を伴うことから土壊墓と判断した。

遺物 覆土中より古銭が出土。

c区1081号土坑（第125図、pL54) 

位置 X =39225、Y= -57010グリッドに位置する。
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c区1018号土坑 c区1019号土坑 C区1021号土坑

A
 

A
 

＼
 

A' 

A' 

A 

~- L=86.0m 

ー一三塁

＼
 

A' 

A' 

＼
 

A' 

A L =85.6m 
3 

C区1039号土坑

A
 

2 3 
A' 

A' 

C区1059号土坑

1 lOY R4/6 褐色土。ロームプロッ

ク含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。やや砂質。

A L =86 Om 
ロームプロック含む。

ー・ 92 1 
A' 3 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロ

ック含む。

4 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロ

ック含む。

5 lOY R3/l 黒褐色土。ロームプロ

ック、白色粘土含む。

C区1021号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ローム粒を含む。

2 lOY R4/4 褐色土。ロームブロックを含む。

C区1018号土坑

I 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土。炭化物、ローム粒を少輩含む。

2 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土。細粒の炭化物を多く含む。

3 2.5Y3/2 黒褐色土。やや砂質。ローム粒を少虻含む。

4 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック多く含む。掘方預土。

c区1019号土坑

1 IOY R3/4 暗褐色土。砂質でしまりやや弱い。ローム粒を含む。

2 IOY R3/3 暗褐色土。 1層よりも黒色味強い。炭化物粒を含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。炭化物、ロームプロックを含む。

4 10YR5/4 にぶい黄褐色土。ロームプロックを多く含む。

5 2.5Y7/4 浅黄色土。わずかに粘質。

c区1039号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、炭化物、ロームブロックを少凪含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを少凪含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。炭化物、ローム粒を含む。

4 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを多く含む。掘方覆土。

A 

A L =86.Zm A' 
2 

c区1059号土坑
ー
↑
十
ー

A' 

A 

A L =86.4m 
_ , 5 

A' 

A' 

0 1:40 lm 

第124図 C区1018• 1019 • 1021 • 1039 • 1059号土坑

159 



規模 短軸62cm、長軸306cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは32cmを測る。

概要 壁はほぼ垂直に立ち上がる。上部を撹乱により削平される。

遺物 出土遺物無し。

c区1087号土坑（第125図、 PL55) 

位置 X =39250、Y=-57035グリッドに位置する。

規模 直径160cm程の不整円形を呈する。底面までの深さは62cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。底面中心がわずかに窪む掘方を呈する。

遺物 出土遺物無し。

c区1094号土坑（第125図、pL55) 

位置 X =39260、Y=-57025グリッドに位置する。

規模 短軸104cm、長軸162cmを測り、隅円長方形を呈する。底面までの深さは123cmを測る。

概要 壁はほぽ垂直に立ち上がる。土塙墓と推測される。

遺物 出土遺物無し。

c区1096号土坑（第126• 163図、PL68) 

位置 X =39225、Y=-57020グリッドに位置する。

規模 短軸60cm、長軸は残存部分で148cm、隅円長方形と思われる。底面までの深さは20cmを測る。

概要 撹乱により削平される。古墳時代住居 (4号住居）、 991• 995局土坑と重複する。土層断面から住居よ

り新しいことが確認できた。調査時の所見より、 991• 995号土坑より古いと思われる。

遺物 板碑破片、砥石が出土する。

c区1109号土坑（第126• 164図、 PL55 • 68) 

位置 X =39240、Y= -57035グリッドに位置する。

規模 大きさは、推定で短軸71cm、長軸110cmを測り、長方形と思われる。

概要 古墳時代住居 (1号住居）と重複する。住居床面付近で検出したので、深さは確認することができな

かった。住居より新しい遺構である。形状と古銭の出土から土壊墓と思われる。

遺物 古銭が出土する。

c区1115号土坑（第126図、pL55) 

位置 X =39255、Y= -57030グリッド付近に位置する。

規模 短軸92cm、長軸131cmを測り、長方形を呈する。底面までの深さは97cmを測る。

概要 重複はなく、単独に占地する。土塙墓と推測される。

遺物 出土遺物無し。

c区1116号土坑（第126図、 PL55) 

位置 X =39260、Y= -57030グリッドに位置する。

規模 短軸64cm、長軸108cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは42cmを測

る。

概要 重複はなく、単独に占地する。土壊墓と推測される。

遺物 出土遺物無し。

c区1119号土坑（第126図）

位置 X =39210、Y= -57005グリッドに位置する。
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c区1065号土坑 C区1067号土坑 C区1076号土坑

A
 

A L =86.3m 

象 ＼ ジ I4 

0 2 / 5 

lf
-

A' 

A' 

A
 

c区1065号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロ ーム

プロックを含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロッ

クを少菌含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。しまり弱い。

4 lOY RS/4 にぶい黄褐色土。 しまり

強い。

5 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム

プロックを少砧含む。

C区1081号土坑-
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A' 

＼
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A' 

A
 

撹乱

A L=86.lm A' 

さ．『 II¥ 「I)/I A' 

ヽ
ヽ．＼＝＝一／／ 掘方

‘---.L---

c区1087号土坑

A L =86. 2~ 
ー・ 2 

A' 
粘土 '--

ノ

C区1081号土坑

1 10YR4/4 褐色土。ロームプ

ロック多く含む。

A' 

A' 

c区1087号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ローム ・灰色粘土 ・

黒色土プロック雑多に含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。灰色粘土プロック多

梨に含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。灰色粘土 ・ロームプ

ロック多枇に含む。

A L =86.2m 

区1076号土坑

1 lOY R4/4 褐色土。黒褐色土、ロ ー

ムプロックを含む。

C区1094号土坑 -
A
 

A' 

A L=86.4m A' 

゜
1 : 40 1 m 

c区1094号土坑

1 lOY R3/3 暗褐色土。ローム、炭化

物含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームわずか

に含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム

プロック少鼠含む。

4 JOY R3/3 暗褐色土。ロームプロッ

ク若干含む。

5 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 ローム

プロック少鼠含む。

6 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 ローム

わずかに含む。

第125図 C区1065• 1067 • 1076 • 1081 • 1087 • 1094号土坑
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規模 短軸120cm、長軸136cm（残存部分で計測）を測り、隅円長方形と思われる。底面までの深さは19cmを測

る。

概要 重複はなく、単独に占地する。

遺物 出土遺物無し。

c区1120号土坑（第119図）

位置 X =39230、Y= -57050グリッド付近に位置する。

規模 短軸44cm、長軸212cm（残存部分で計測）を測り、不整な長方形を呈する。底面までの深さは21cmを測

る。

概要 146号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

遺物 陶磁器片が出土する。

c区1096号土坑 C区1109号土坑 C区1115号土坑

一A' 
A L=86.0m A' 

c区1096号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。灰色粘土、ロームプロックを少址含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。黒色土プロック、ロームブロックを含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。ローム粒を含む。

A
 

ー
、
一

A' 

A L =86.Zm A' 

C区1116母土坑，
'?;;," 

ジ

A L=86.lm 

A 
=・ 

c区1119号土坑
l

-

|

 

調査区外

/
r
+
|
 

c区1115号土坑

1 lOY R4/6 褐色土。黒色土プロック、

ロームプロック多く含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土。黒色土プ

ロック、褐灰色土ブロック、

ロームプロックを含む。

A' ~- L=86.3m A' 

c区1116号土坑

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。黒色土プ

ロック、ローム粒を含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色土。やや砂質。ロ

ームプロックを含む。

c区1119号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。ロームブロック

を少量含む。

0 1 : 40 1 m 

第126図 C区1096• 1109 • 1115 • 1116 • 1119号土坑
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D区土坑

D区 1号土坑（第127• 164図、 P L69) 

位置

規模

概要

遺物

X =39220、Y = -56960グリッド付近に位置する。

短軸60cm（残存部分で計測）、長軸120cmを測る。楕円形と思われる。底面までの深さは38cmを測る。

水道管の埋設溝により、土坑の半分ほどが削平される。

磁器碗、陶器碗の破片が出土する。

D 区 2 号土坑 （第 127 • 164図 、 P L69) 

位置

規模

概要

遺物

X =39220、Y = -56970グリッド付近に位置する。

短軸180cm、長軸232cmを測る。隅円長方形を呈する。底面までの深さは73cmを測る。

3号溝と重複する。土層断面から 3号溝より新しいことが確認できた。

磁器鉢、陶器碗、石臼片が出土する。

(5) 

A区溝

溝

A区15号溝（第128• 164図、p L69) 

位置

規模

概要

X =39175~39200、Y = -57155グリッドに位置する。

長さ28.90m（検出部分で計測）、幅は最大で1.40mを測る。底面までの深さは0.82mを測る。

走行方向は、南北で、 364号土坑、 23• 25号溝と重複する。各遺構との新旧関係は土層断面からは確認

できなかった。覆土中にAs-Aを含む。地境を区画する溝と思われる。

A

＿
 

撹乱

心． L=85. 7m 

ー
｀
一

A' 

A 

4 A' 

D区l号土坑

1 lOY R3/2 黒褐色土。砂質。しまり弱い。

2 lOY RZ/1 黒色土。砂質。 黒褐色土を含む。

3 10YR2/1 黒色土。ロームプロックを含む。

4 10YR7/6 明黄褐色土。ロームプロック。

D区2号土坑

1 10YR6/4 にぶい黄橙色土。しまり弱い。ローム

粒含む。

JOY R6/4 にぶい黄橙色土。ロームブロック多く

含む。

lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム粒少星含む。

lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ローム粒多く含む。

lOY R5/6 黄褐色土。ロームプロック多く含む。

lOY R4/l 褐灰色土。ロームプロック少量含む。

lOY R3/3 暗褐色土。粘質。しまり強い。

lOY R5/6 黄褐色土。ロームプロック多く含む。

D区2号土坑

2
 

3

4

5

6

7

8

 

一
3溝 A' 

A L=85.7m A' 

゜
1 : 40 lm 

第127図 D区 1• 2号土坑
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遺物 陶器碗 ・皿、染付磁器片、砥石が出土する。

A区16号溝（第129図）

位置 X =39175~39200、Y= -57140~57150グリッドに位置する。

規模 長さ22.08m（検出部分で計測）、幅は最大で0.90mを測る。底面までの深さは0.30mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、 17• 28号溝 • 4号井戸と重複する。土層断面から17• 28号溝、 4号井戸よ

り古いことが確認できた。覆土中にAs-Aと思われる軽石を含む。地境を区画する溝と思われる。

A区15号溝

撹乱

f
 

，
 

十
'
0
9
1
A

5
 ，
 

ー
x
 

十
良

5
 ，
 

ー

x
 

十
'
0
9
1
A

5
 

8
 

ー
x
 

A 

一_c.-• 

企＿． L=85.5m. _Iiこ

364土

。
1 : 100 5m 

第128図 A区15号溝
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A区16局溝 4 
ヽ

. 4, 
‘‘‘ 

L =85.6m 

立． 28溝覆土 A' 

A区17号溝

三 ざ
8
5

+
5
 

5
 

ーY
 

／
 

A区16号溝

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ローム

ブロックを含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロッ

クを含む。

3 7.5YR4/2 灰褐色土。 As-C混土プロ

ック含む。

A区17号溝

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームブロッ

クを含む。

L=85.7m 

L =85.Sm 
D 3 D' 

三
゜

1 : 100 5m 

第129図 A区16• 17号溝

165 



遺物 施釉陶器片、土器片が出土する。

A区17号溝（第129図）

位置 X =39180、Y= -57135~-57150グリッドに位置する。

規模 長さ21.20m（検出部分で計測）、幅0.54mを測る。底面までの深さは0.20mを測る。

概要 走行方向は、東西方向で、 15• 16 • 19号溝と重複する。土層断面からは新旧関係を確認できなかった

が、調査時の所見より 15• 16 • 19溝と同時期と考える。覆土中にAs-Aを含む。地境を区画する溝と思

われる。また覆土の状況と位置関係から、 39号溝と同一の可能性が高い。

遺物 施釉陶器片、揺鉢片が出土する。

A区18号溝（第130図）

位置 X =39180~39185、Y= -57130グリッドに位置する。

規模 長さ3.98m（検出部分で計測）、幅は最大で0.60mを測る。底面までの深さは0.25mを測る。

概要 走行方向は南北で、 19• 20号溝と並行して走る。北側は搬路のため未調査。

遺物 陶磁器片が出土する。

A区19号溝（第130図）

位置 X =39180、Y= -57130~-57135グリッドに位置する。

規模 長さ3.24m（検出部分で計測）、幅は最大で0.52mを測る。底面までの深さは0.34mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、 18• 20号溝と並行して走る。 17号溝と重複する。土層断面からの新旧関係

は確認できなかったが、調査時の所見より 17号溝と同時期のものと考える。

遺物 施釉陶器片、焼締陶器片、青磁器片、播鉢片、焙烙片が出土する。

A区20号溝（第130図）

位置 X =39180~39185、Y= -57130グリッドに位置する。

規模 長さ3.90m（検出部分で計測）、幅は最大で0.52mを測る。底面までの深さは0.24mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、 18• 19号溝と並行して走る。北側は搬路のため未調査であり、全てを検出

することはできなかった。

遺物 出土遺物無し。

A区21号溝（第131図）

位置 X =39190~39220、Y= -57160~-57170グリッドに位置する。

A区18• 19 • 20号溝

撹乱
|
|
丁

185x
 +。c

c-
>・‘ 

L =86.5m 

A A' B
 

B' c
 

C' 

゜
1 : 100 5m 

第130図 A区18~20号溝
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A区21• 32号溝
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A区21• 32号溝

1 lOY R4/2 灰黄褐色土。ローム粒を含む。 21号溝覆土。

2 lOY R4/l 褐灰色土。ローム粒を含む。 32号溝覆土。

3 lOY R4/2 灰黄褐色土。軽石を含み、砂質感あり。

。
1 : 100 5m 

第131図 A区21• 32号溝
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規模 長さ34.00m（検出部分で計測）、幅は最大で1.20mを測る。底面までの深さは0.20mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、途中、クランク状になり東西方向に走る。上部からの撹乱により一部大き

く削平される。北半部で32号溝と重複する。調査時の所見より 32号溝と同時期のものと考える。

遺物 焙烙片、土器片が出土する。

A区23号溝（第132• 164図、 PL69) 

位置 X =39190~39205、Y= -57155~-57160グリッド付近に位置する。

規模 縦14m、横 5mの逆「コ」の字状に廻る。最大幅で1.10m。深さは最も残りのよい部分で0.52m。

概要 南北に長い逆「コ」の字状。南の辺は東側を走る15号溝に取り付く。北側は撹乱に切られているため

不明。 15• 25号溝と重複するが、新旧関係は不明。

遺物 陶器碗が出土した。

A区25号溝（第132図）

位置 X =39190~39200、Y= -57155~-57160グリッドに位置する。

規模 長さ 13.50m（検出部分で計測）、最大幅0.90mを測る。底面までの深さは0.33mを測る。

概要 走行方向は南北で、南側で「L」字状に曲がって15溝にぶつかる。 23号溝とも重複するが、それぞれの

新旧関係は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区26号溝（第132図）

位置 X =39215~39220、Y= -57160グリッドに位置する。

規模 長さ3.52m（検出部分で計測）、幅0.75mを測る。底面までの深さは0.29mを測る。

概要 走行方向は、南北。南端を上部からの撹乱によって大きく破壊されているため、詳細は不明。

遺物 出土遺物無し。

A区27号溝（第132図）

位置 X =39215~39220、Y= -57155グリッド付近に位置する。

規模 長さ3.46m（検出部分で計測）、幅0.80mを測る。底面までの深さは0.45mを測る。

概要 走行方向は、南北。南端を上部からの撹乱によって大きく破壊されているため、詳細は不明。位置関

係から、 15号溝につながる可能性がある。

遺物 出土遺物無し。

A区28号溝（第132図）

位置 X =39195~39220、Y=-57150グリッドに位置する。

規模 中央部を撹乱によって大きく破壊されている。第132図には、撹乱部分を省略して示した。長さは推定

で24.50m、幅は最大で1.20mを測る。底面までの深さは0.33mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、途中、上部からの撹乱により一部大きく削平されるため、残存は良好でな

ぃ。 16• 29号溝と重複する。土層断面から16号溝より新しいことが確認できた。 29号溝との新旧関係

は土層断面から確認できなかったが、調査時の所見により 29号溝より新しいと考える。

遺物土器片が出土する。

A区29号溝（第133• 164 • 165図、 PL47•69•70)

位置 X =39215、Y= -57135~-57150グリッドに位置する。

規模 長さ19.90m（検出部分で計測）、幅1.20mを測る。底面までの深さは0.61mを測る。
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A区23• 25号溝 撹乱 A区28号溝
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A区23• 25号溝

1 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック含む。

2 lOY R4/4 褐色土。 As-A、As-C混土プロ

ック含む。

3 lOY R4/4 褐色土。ロームブロック含む。

1層よりロームの割合少ない。

0
9
1

A

 A区26号溝

A 調査区外

撹乱

撹乱

L =85.6m 
「：立

『三
A 調査区外 A' 

A' 

S
9
 i

 A 

A区26号溝

1 lOY R5/6 黄褐色土。多鼠のAs-C混土 ・ロームプロック含む。

A区27号溝

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロックを含む。

A' 

A区28号溝

1 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロックを含む。

2 lOY R3/3 暗褐色土。均質でしまり悪い。

3 lOY R3/2 黒褐色土。やや砂質。

4 lOY R3/3 暗褐色土。やや砂質。ロームプロックを含む。

゜
1 : 100 5m 

第132図 A区23• 25~28号溝
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概要 東西両端で「L」字状に曲がり、方形に区画をするものと思われるが、南側を上部からの撹乱により

大きく削平されるため、確認することができなかった。 28号溝と重複する。新旧関係は土層断面から

は確認できなかったが、調査時の所見により 28号溝より古いと考える。

遺物 磁器碗、陶器碗 ．灯明皿、土鍋、焙烙、瓦片、キセル、磨石が出土する。

A区32号溝（第131図）

位置 X =39210~39220、Y= -57170グリッドに位置する。

規模 長さ12.7m（検出部分で計測）、幅0.90mを測る。底面までの深さは0.20mを測る。

概要 21号溝と重複する。上部が撹乱されるため、土層断面から新旧関係は確認できなかったが、検出時の

形状及び調査時の所見より 21号溝と同時期のものと考える。

遺物 出土遺物無し。

A 区 36号溝（第134•135•165 図、 PL47•70)

位置 X =39190~39200、Y= -57130グリッドに位置する。

規模 長さ10.60m（残存部分で計測）、最大幅1.70mを測る。底面までの深さは0.35mを測る。

概要 走行方向は、南北。北側が上部からの撹乱により一部大きく削平されるため、残存は良好でない。壁

の立ち上がりも周辺からの撹乱により不明瞭な部分が多い。 38号溝と重複する。土層断面から38号溝

より新しいことが確認できた。

遺物 陶器碗、にぎりバサミ、施釉陶器片、焼締陶器片、染付磁器片、土器片が出土する。

A区37号溝（第134• 135 • 165 • 166図、 PL47•70)

位置 X =39190~39215、Y= -57125~-57130グリッドに位置する。

規模 長さ28.50m（検出部分で計洞）、最大幅1.15mを測る。底面までの深さは0.30mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、上部からの撹乱により一部削平される。 39号溝と重複する。土層断面から

39号溝より新しいことが確認できた。

遺物 磁器碗 ・猪口、陶器碗 ・皿・ 徳利、十能、瓦片、砥石が出土する。

A区38号溝（第134• 135 • 166 図、 PL47•70)

位置 X =39185~39220、Y=-57130~-57135グリッドに位置する。

規模 長さ35.50m（検出部分で計測）、最大幅2.00mを測る。底面までの深さは0.40mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、上部からの撹乱により一部削平される。 36• 42局溝と重複する。土層断面

から36• 42号溝より古いことが確認できた。

遺物 陶器碗．灯明受皿・擢鉢、施釉陶器片、染付磁器片、焙烙片、土器片、砥石、磨石が出土する。

A区39号溝（第134• 135 • 166図、 PL47•70)

位置 X =39185~39200、Y= -57130グリッドに位置する。

規模 長さ15.80m（検出部分で計測）、最大幅0.70mを測る。底面までの深さは0.30mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、上部からの撹乱により一部削平される。 37号溝と重複する。土層断面から

37号溝より古いことが確認できた。覆土中にAs-Aを含む。覆土と位置から、 17号溝と同一の可能性高

し）。

遺物 陶器片口鉢・皿・香炉・乗燭、施釉陶器片、染付磁器片、砥石が出土する。

A 区42号溝（第134•135図、 P L47) 

位置 X =39195~39210、Y= -57130グリッドに位置する。
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A区29号溝
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A区29号溝

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-Aと思われる軽石、ロームプロックを含む。

2 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロックを含む。

3 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロックを含む。

第133図 A区29号溝
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A区36・37・38・39・42号溝 調査区外
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第134図 A区36~39• 42号溝（ 1)
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A区36・37・38・39・42号溝
D 

A区36~39• 42号溝

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-A、ローム粒含む。 37溝覆土。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック多く含む。 37溝覆土。

3 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロック多く含む。 37溝覆土。

4 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロック含む。 37溝覆

土。

5 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロック、黒褐色土プ

ロック多く含む。 38溝毅土。

6 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ロームプロック多く含む。 39

溝覆土。

7 lOY R3/l 黒褐色土。 As-A、ロームプロック多く含む。 42

溝授土。

8 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロック多く含む。 42溝狡土。
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第135図 A区36~39• 42号溝(2)

規模 長さ18.80m（検出部分で計測）、最大幅l.OOmを測る。底面までの深さは0.50mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、上部からの撹乱により一部削平される。 38号溝と重複する。土層断面から

38号溝より新しいことが確認できた。覆土中にAs-Aを含む。

遺物 出土遺物無し。

B区溝

B区 1号溝（第136• 137 • 166図、 PL49• 70) 

位置 X =39215~39255、Y= -57070~-57125グリッドに位置する。
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B区1• 2 • 69号溝
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B区1• 2号溝

1 lOY R8/6 黄橙色土。ロームプロック多く含む。 2溝覆土。

2 lOY R8/6 黄橙色土。ロームプロック少黛含む。 1溝覆土。
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第136図 B区 1• 2 • 69号溝（ 1)
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B区1• 2 • 69号溝
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第137図 B区1• 2 • 69号溝(2)

規模 長さ84.00m（検出部分で計測）、最大幅1.40mを測る。底面までの深さは0.38mを測る。

概要 走行方向は、南北 ・東西方向で、 2号溝と並行して走る。覆土中にはAs-B混土を含む。 2• 16 • 21 • 

69号溝と重複する。土層断面から 2号溝より新しいことが確認できた。 16• 21 • 69号溝土層断面から

の新旧関係は確認できなかったが、調査時の所見より 21号溝より新しく、 16局溝より古く、 69号溝と

同時期のものと考える。地境を区画する溝と思われる。

遺物 施釉陶器片、染付磁器片、土器片、砥石が出土する。

B区 2号溝（第136• 137図、PL49) 

位置 X =39215~39250、Y=-57070~-57125グリッドに位置する。

規模 長さ78.00m（検出部分で計測）、幅1.10mを測る。底面までの深さは0.52mを測る。

概要 走行方向は、南北 ・東西方向で、 1号溝と並行して走る。覆土中にはAs-B混土を含む。 1• 16 • 21号

溝と重複。土層断面の観察から 1号溝より古いことが確認できた。また、調査時の所見より、 16号溝

より古く、 21号溝と同時期と推定される。地境を区画する溝と思われる。

遺物 出土遺物無し。

B区16号溝（第138図）

位置 X =39250、Y= -57070~-57085グリッドに位置する。

規模 長さ17.30m（検出部分で計測）、最大幅l.OOmを測る。底面までの深さは0.38mを測る。

概要 走行方向は、東西方向で、 1• 2号溝と重複する。土層断面からの新旧関係は確認できなかったが、

調査時の所見より 1• 2号溝より新しいものと考える。

遺物 磁器片が出土する。土師器片も出土するが、この遺構には伴わないと考える。

B 区 17号溝（第138 •1 66 • 167 図、 PL70 • 71)

位置 X =39220~39250、Y=-57090~-57095グリッドに位置する。

規模 長さ28.30m（検出部分で計測）、最大幅1.20mを測る。底面までの深さは0.38mを測る。

概要 走行方向は、南北方向で、 21号溝と重複する。土層断面からの新旧関係は確認できなかったが、調査

時の所見より 21号溝より新しいものと考える。

遺物 陶器碗 ．鉢 ・皿のほか、施釉陶器片、染付磁器片、土鍋片、焙烙片、土器片、不明石製品が出土する。

B区21号溝（第139• 167図、 PL71) 

位置 X =39245~39250、Y= -57070~-57095グリッドに位置する。

規模 長さ24.50m（検出部分で計測）、最大幅1.50mを測る。底面までの深さは0.75mを測る。

概要 走行方向は、東西方向で、 1• 2 • 17号溝と重複する。 C区では検出されていない。掘方は薬研を呈
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B区16号溝 B区17号溝
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B区16号溝

1 10YR6/4 にぶい黄橙色土。ローム土含む。

2 10YR6/4 にぶい黄橙色土。ロームプロック

含む。 1層よりロームの混入多い。

B区17号溝

1 7.5YR5/l 褐灰色土。 As-Aを含む。
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第138図 B区16• 17号溝
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B区21号溝
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B区21号溝

1 lOY R4/l 褐灰色土。

2 lOY RS/2 灰黄褐色土。ロームプロック含み、黄色味強い。

3 lOY RS/2 灰黄褐色土。

4 lOY R5/2 灰黄褐色土。黒褐色土プロック含む。

5 10YR8/4 浅黄橙色土。ロームプロック含む。

゜
1 : 100 5m 

第139図 B区21号溝

する。土層断面からの新旧関係は確認できなかったが、調査時の所見より 1• 17号溝より古く、 2号

溝と同時期のものと考える。

遺物 五輪塔の空風輪のほかに、施釉陶器片、焙烙片が出土する。

B区61号溝（第140図）

位置 X =39225~39240、Y=-57125~-57130グリッド付近に位置する。

規模 長さ 19.50m（検出部分で計測）、最大幅1.70mを測る。底面までの深さは0.52mを測る。

概要 走行方向は、南北方向である。上部からの撹乱により一部削平される。調査時の所見より、 1• 2号

溝に連続する可能性が高いものと考える。地境を区画する溝と思われる。

遺物 出土遺物無し。
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B区69号溝（第136• 137図）

位置 X =39215、Y= -57090~-57095グリッドに位置する。

規模 長さ8.50m（検出部分で計測）、最大幅1.10mを測る。底面までの深さは0.24mを測る。

概要 走行方向は、東西方向で、 1号溝と重複する。土層断面からの新旧関係は確認できなかったが、調査

時の所見より 1号溝と同時期のものと考える。

遺物 出土遺物無し。

C区溝

c区10号溝（第141図）

位置 X =39210~39215、Y= -57040~-57070グリッドに位置する。

規模 長さ24.00m（検出部分で計測）、最大幅0.80mを測る。底面までの深さは0.24mを測る。

概要 走行方向は、東西方向である。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 15号溝と並行して走る。上層

断面から15号溝より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区12号溝（第140図、 PL55) 

位置 X =39205~39215、Y=-57035グリッドに位置する。

規模 長さ7.00m（残存部分で計測）、最大幅0.80mを測る。底面までの深さは0.15mを測る。

概要 走行方向は、地形が南から北へ向かう傾斜のため、南から北への走行と考える。上部からの撹乱によ

り削平されるため、残存状態は良好でない。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 13号溝と並行し

て走る。

遺物砥石が出土する。

C区13号溝（第140図、 PL55) 

位置 X =39205~39215、Y= -57030~-57035グリッドに位置する。

規模 長さ8.44m（残存部分で計測）、最大幅0.70mを測る。底面までの深さは0.20mを測る。

概要 走行方向は、地形が南から北へ向かう傾斜のため、南から北への走行と考える。上部からの撹乱によ

り削平されるため、残存状態は良好でない。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 12号溝と並行し

て走る。

遺物 出土遺物無し。

c区14号溝（第140図、pL55) 

位置 X =39200~39210、Y=-57030グリッドに位置する。

規模 長さ6.50m（残存部分で計測）、最大幅0.90mを測る。底面までの深さは0.15mを測る。

概要 走行方向は、地形が南から北へ向かう傾斜のため、南から北への走行と考える。上部からの撹乱によ

り大きく削平されるため、残存状態は良好でない。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 15号溝と

並行して走る。

遺物 出土遺物無し。

c区15号溝（第141図、pL55) 

位置 X =39205~39220、Y= -57030~-57070グリッドに位置する。

規模 長さ54.00（検出部分で計測）、最大幅1.50mを測る。底面までの深さは0.49mを測る。
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B区61号溝 C区12・13号溝
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B区61号溝

1 lOY R6/3 にぶい黄橙色土。ロームブロック含む。

c区12• 13号溝

1 lOY R3/2 黒褐色土。ロームプロック含む。

2 lOY R4/6 褐色土。ローム粒含む。

3 lOY R5/6 黄褐色土。ローム粒多く含む。

4 lOY R4/6 褐色土。 As-A、ローム粒含む。

c区14号溝

1 lOY R3/2 黒褐色土。 As-A、ローム粒含む。

2 lOY RS/6 黄褐色土。ロームプロック多く含む。
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第140図 B区61、C区12~14号溝
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c区10・15号溝

十
S
9
0
A゚

2
 

2
 x

 

撹 乱

l

|
丁
_

仝． L=86.6m A' 

撹
乱

2 3．旦

C区10• 15号溝

1 lOY R3/3 暗褐色土。 As-A、ローム粒含む。

2 10YR3/4 暗褐色土。ロームプロック少量含む。

3 lOY R3/4 暗褐色土。ロームプロック多く含む。

4 lOY R4/2 灰黄褐色土。ロームプロック少鼠含む。

5 lOY R4/2 灰黄褐色土。ロームプロック多く含む。
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第141図 C区10• 15号溝
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c区17号溝

＼ベ

26溝

0
イ

今x
 

t
 

心
＊
 L=85.9m 

B B' 

L=85.7m 

C 3 4 5 C' 

c区17号溝

1 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-A、ロームプロック含む。

2 10YR4/4 褐色土。ロームプロック多く含む。

3 lOY R3/3 暗褐色土。しまり強い。砂質。 As-A含む。

4 lOY R3/2 黒褐色土。しまり強い。砂質。 As-A、ローム粒含む。

5 lOY R3/l 黒褐色土。粘質。ロームプロック含む。のろ状の土。

c区18号溝
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C区18号溝

1 lOY R4/2 灰黄褐色土。 As-A、ロームプロック含む。

2 lOY R3/l 黒褐色土。ロームブロック含む。

3 lOY R3/2 黒褐色土。 As-A、ローム粒含む。

4 10YR4/4 褐色土。 As-A、ローム粒多く含む。

5 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-A、ロームブロック多く含む。

6 lOY R4/4 褐色土。ロームブロック含む。

7 lOY R3/4 暗褐色土。 As-A、ロームブロック含む。

8 10YR3/4 暗褐色土。 As-A含む。

第142図 C区17• 18号溝
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概要 走行方向は、南から北へ向かい、西へ向きを変える走行と考える。上部からの撹乱により大きく削平

されるため、残存状態は良好でないが、掘方は薬研のような形状を呈する。覆土中にはAs-Aと思われ

る軽石を含む。南端部では12• 13 • 14号溝と並行して走り、重複すると思われるが、撹乱のため新旧

関係は不明である。西端では10号溝と並行、 10号溝より新しい。

遺物 出土遺物無し。

c 区 17号溝（第142•167図 、 p L71) 

位置 X=39210~39245、Y= -56995~-57025グリッドに位置する。

規模 長さ55.00m（残存部分で計測）、最大幅1.10mを測る。底面までの深さは0.40mを測る。

概要 走行方向は、南から北へ向かい西へ向きを変える。上部からの撹乱により大きく削平され、残存状態

は良好でない。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 18• 26 • 27号溝と重複、土層断面より 18号溝

より古く 27号溝より新しいことが確認できた。 26号溝との新旧関係は、覆土の状況から26号溝より新

しいものと思われるが、調査の段階では確認できず、重複部分の詳細は不明。地境の区画溝か。

遺物 甕、砥石が出土する。

c区18号溝（第142• 167 図、 PL55•71)

位置 X =39220~39225、Y= -56990~-57015グリッドに位置する。

規模 長さ28.50m（残存部分で計測）、最大幅1.40mを測る。底面までの深さは0.40mを測る。

概要 走行方向は、東西方向である。上部からの撹乱により一部削平されるため、残存状態は良好でない。

覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 17号溝と重複する。土層断面より 17号溝より新しいことが確

認できた。地境の区画をする溝と思われる。

遺物 砥石が出土する。

c区23号溝（第144図）

位置 X =39230~39240、Y= -57020~-57025グリッドに位置する。

規模 長さ10.6m（残存部分で計測）、最大幅1.10mを測る。底面までの深さは0.40mを測る。

概要 走行方向は、地形は南から北へ向かう傾斜のため、南から北への走行と考える。上部からの撹乱によ

り一部削平されるため、残存状態は良好でない。 27• 35 • 37 • 38号溝と重複する。土層断面よりこれ

らの溝より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c 区 26号溝（第143•167~172 図、 PL55•71~74)

位置 X =39240、Y= -57005~-57010グリッドに位置する。

規模 長さ7.80m、最大幅2.85mを測る。底面までの深さは1.50mを測る。

概要 掘方は薬研を呈する。溝の全長が7.80mと短いので、水が流れたとは考えにくい。溝の西側隅には 7

号井戸が里複する。溝の底面での検出であったため、上部からの新旧関係は不明であるが、溝と井戸

の出土遺物から判断する限り、同時期のものと考える。覆土上位にAs-Aの堆積が認められる。

遺物 磁器碗 ・猪ロ ・皿、各種陶器、土人形、焙烙、土鍋、石製品、砥石などが出土する。

c 区 27号溝（第144•172図、p L74) 

位置 X =39230~39240、Y= -56995~-57025グリッドに位置する。

規模 長さ29.50m、最大幅1.10mを測る。底面までの深さは0.37mを測る。

概要 走行方向は、東西方向で、東端で南に曲がる。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 1号建物、17・
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C区26号溝
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C区26号溝

1 盛土層。

2 2 5Y3/2 

3 2.5Y3/2 

4 lOY R4/l 

5 2.5Y3/l 

6 2.5Y3/3 

7 2.5Y3/l 

8 2.5Y5/3 

ロームを含む砂質土。 1号建物に伴う土。

黒褐色土。炭化物を少鼠含む。

黒褐色土。 2層よりも粘質。

褐灰色土。 As-A層。

黒褐色土。やや砂質。

暗オリープ褐色土。炭化物 ・ロームプロックを少駄含む。

黒褐色上。炭化物 ・ロームプロックを含む。

黄褐色土。ロームブロックを多く含む。

．互 ， 2.5Y 4/3 オリープ褐色土。炭化物 ・ロームプロックを含む。

10 2.5Y4/3 オリープ褐色土。再堆積のローム土を含む。

11 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。砂質。再堆積のローム土を多く含む。

12 2.5Y 4/3 オリープ褐色土。地山ローム土の再堆積土。

゜
1 : 60 2m 

第143図 C区26号溝
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C区27・30号溝
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L=85.7m 

C区27• 30号溝

1 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック含む。他遺構覆土。

2 lOY R3/2 黒褐色土。 As-A、ローム粒含む。27溝毅土。

3 10YR3/4 暗褐色土。ローム粒含む。27溝覆土。

4 lOY R3/4 暗褐色土。砂質。 As-A、ローム粒含む。 27溝覆土。

5 10YR3/l 黒褐色土。やや粘質。ロームプロック含む。 27溝覆土。

6 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。 As-A、ロームプロック多く含む。27溝寝土。

7 lOY R3/2 黒褐色土。やや粘質。ロームブロック含む。 30溝覆土。

C区23号溝

1 lOY R4/l 褐灰色土。均質な土。

2 lOY R3/3 暗褐色土。ローム土を少量含む。

3 lOY R5/6 黄褐色土。しまり弱い。

4 10YR3/4 暗褐色土。 2層に類似するが、 2層よりも粘性あり。

5 lOY R3/2 黒褐色土。ローム土を少贔含む。

。
1 : 100 5m 

第144図 c区23• 27 • 30号溝
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23 • 30 • 37 • 38号溝と璽複。土層断面より 23• 30 • 38号溝より新しく、 1号建物、 17• 37号溝より古

いことが確認できた。

遺物 磁器皿、陶器灯明受皿、焙烙片が出土する。

c区30号溝（第144図）

位置 X =39230~39235、Y= -57000~-57005グリッドに位置する。

規模 長さ8.40m、最大幅0.90mを測る。底面までの深さは0.34mを測る。

概要 北西から南東に向かって走る。上部からの撹乱により削平されるため、残存状況はよくない。覆土中

にはAs-Aと思われる軽石を含む。 27号溝と重複。土層断面より 27号溝より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c 区 33号溝（第145•172 図、 P L56 • 74 • 75) 

位置 X =39240~39250、Y= -57000~-57030グリッドに位置する。

規模 長さ38.20m（残存部分で計測）、最大幅3.00mを測る。底面までの深さは0.63mを測る。

概要 走行方向は東西で、西端で南に折れる。上面からの撹乱によって削平され、残存状況は悪い。隣接す

る波志江中宿遺跡A区方向へ向かうが、そちらでは検出されていない。地境を区画する溝と思われ、

南側の 1号建物の桁行方向にほぼ一致。覆土の状況から、複数回掘り直された痕跡が認められる。遺

物は昭和のものもあり、江戸時代から継続して使用されていたものと考える。 42号溝を切る。

遺物 磁器碗 ・猪ロ ・皿、陶器甕、鎌、砥石などが出土。磁器には統制番号を有するものが含まれる。

c区35号溝（第146図）

位置 X =39240、Y=-57010~-57025グリッドに位置する。

規模 長さ 17.00m（残存部分で計測）、 最大幅0.75mを測る。底面までの深さは0.28mを測る。

概要 走行方向は東西。上部からの撹乱により削平され、残存状況は悪い。覆土中にはAs-Aと思われる軽石

を含む。 9号井戸、 23• 37号溝と重複。土層断面より 9号井戸より古く、 23• 37号溝より新しいこと

が確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区37号溝（第146図）

位置 X =39240、Y= -57015~-57020グリッドに位置する。

規模 長さ10.50m（残存部分で計測）、最大幅0.76mを測る。底面までの深さは0.29mを測る。

概要 走行方向は東西で、東端で北に曲がって35号溝にぶつかる。上部からの撹乱により削平されるため、

残存状況は悪い。覆土中にはAs-Aと思われる軽石を含む。 23• 27 • 35 • 38号溝と重複する。土層断面

より 23• 27 • 38号溝より新しく、 35号溝より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

c区38号溝（第146図）

位置 X =39235~39240、Y= -57015~-57025グリッドに位置する。

規模 長さ7.30m（残存部分で計測）、幅0.48mを測る。底面までの深さは0.24mを測る。

概要 走行方向は、東西方向である。上部からの撹乱により削平されるため、明瞭でない。覆土中にはAs-A

と思われる軽石を含む。 1号建物、 23• 27 • 37号溝と重複する。土層断面より 23号溝より新しく、 1

号建物、 27• 37号溝より古いことが確認できた。

遺物 出土遺物無し。

186 



c区33号溝
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L =86.2m 

1 lOY R3/3 暗褐色土。炭化物多く含む。粘性強い。 ヒi 撹乱

2 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロック多く含む。

4 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック、褐色土プロック多く含む。

5 lOY R3/4 暗褐色土。ロームブロック多く含む。

6 lOY R4/4 褐色土。ロームプロックを含む。 9層よりも黄色味強い。

7 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。ロームプロック含む。

8 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック多く含む。

9 lOY R4/4 褐色土。ロームプロック含む。 ゜
1 : 100 5m 

10 10YR3/2 黒褐色土。ロームプロック多く含む。

第145因 C区33号溝
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c区42号溝（第146図、pL56) 

位置 X =39250、Y= -57010グリッドに位置する。

規模 長さ4.90m（残存部分で計測）、最大幅0.97mを測る。底面までの深さは0.16mを測る。

概要 走行方向は、南北方向である。上部からの撹乱により削平されるため、明瞭でない。溝の底面より古

墳時代のピットが検出された。 33号溝と重複する。新旧関係は不明であるが、土層の所見から33号溝

より古いと思われる。

遺物 出土遺物無し。

c区35・37・38号溝

――ピ c区42号溝

L =86.0m 
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c区35• 37 • 38号溝

1 10YR3/3 暗褐色土。 As-A含む。 35溝覆土。

2 10YR3/3 暗褐色土。ローム土少旦含む。 35• 37溝摂土。

3 lOY R3/4 暗褐色土。ロームプロック多く含む。 37溝毅土。

4 lOY R3/3 暗褐色土。砂質土。 27溝毅土。

5 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック少砧含む。 27溝裂土。

6 lOY R3/3 暗褐色土。砂質土。しまり強い。 38溝裂土。

7 lOY R3/3 暗褐色土。ロームプロック少旦含む。他遺構覆土。

c区42号溝

1 10YR4/4 褐色土。細粒で均質。白色の軽石少屈含む。

。
1 : 100 5m 

第146図 C区35• 37 • 38 • 42局溝
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D区1• 2号溝

十
'
S
l
6
A

5
 

2
 

2
 

x
 

<1'.¥ 

6
 

B

＿
 

B' 

撹

乱

c

l

 

|
|
丁
_

X225 

A 3 4 5 A' 

L =85. 7m 

D区3号溝
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1井戸

L =85 Sm 

D区 1• 2号溝

1 7 5YR5/2 灰褐色土。砂質。

2 7.5YR5/2 灰褐色土。ローム粒含む。 2

溝覆土。

3 lOY R4/6 褐色土。ロームプロック含む。

2溝覆土。

4 7.5YR5/2 灰褐色土。しまり強い。ロー

ムプロック含む。 2溝毅土。

5 7 5YR6/2 灰褐色土。粘性有り。 2溝覆土。

i 
6 lOY R4/3 にぶい黄褐色土。灰褐色土含む。

2溝覆土。

7 lOY R4/4 褐色土。灰褐色土、ロームブロ

ック含む。 2溝覆土。

8 7.5YR4/2 灰褐色土。砂質。 1溝疫土。

9 7.5YR6/2 灰褐色土。砂質。 1溝覆土。

10 75YR4/2 灰褐色土。ロームプロック含む。

1溝毅土。

11 lOYRZ/1 黒色土。粘質。 1溝覆土。

L =85.3m 

D区3号溝

1 lOY R3/2 黒褐色土。やや粘質。灰白色粘土粒少鼠含む。

2 lOY R4/6 褐色土。灰白色粘土プロック、ロームブロック含む。

3 lOY R4/4 褐色土。ロームブロック含む。

4 7.5YR5/2 灰褐色土。やや粘質。ローム粒少黛含む。

5 7.5Y R4/2 灰褐色土。粘質。しまり強い。

6 lOY R4/6 褐色土。ローム粒多鼠に含む。

第147図 D区1~3号溝 ゜
1 : 100 5m 





D区溝

D区 1号溝（第147図）

位置 X =39220~39225、Y= -56950グリッドに位置する。

規模 長さ2.60m（残存部分で計測）、 最大幅1.20mを測る。底面までの深さは0.45mを測る。

概要 南北に走行。調査範囲が狭いうえ、水道管の埋設溝により削平され、ごく一部分の確認にとどまる。

2号溝と重複。土層断面による新旧関係は確認することができなかったが、同時期の遺構と考える。

遺物 出土遺物無し。

D区 2号溝（第147• 172~177 図、 PL56•75~79)

位置 X =39220~39225、Y= -56950~-56975グリッドに位置する。

規模 長さ26.50m（検出部分で計測）、最大幅1.70mを測る。底面までの深さは0.60mを測る。

概要 東西方向に走行する。調査区域外にかかるため、溝の全てを確認することができなかった。

遺物 多種多量の遺物が出土した。磁器碗 ・皿・ 猪ロ ・鉢 ．杯・ 蓋、陶器碗・皿 ・徳利・上瓶蓋 ・灯明受皿 ・

香炉 ・乗燭 ・急須 ・摺鉢、甕、火鉢、火もらい、焙烙、土鍋、砥石、板碑破片などがある。

D区 3号溝（第147図、 PL56) 

位置 X =39215~39225、Y= -56965~-56990グリッドに位置する。

規模 長さ30.30m（検出部分で計測）、最大幅2.10mを測る。底面までの深さは0.75mを測る。

概要 南北に走り、「L」字状に東に曲がる。調査区域外にかかるため、溝の全てを確認することができなか

った。上部からの撹乱も激しく、一部大きく削平される。 1号井戸、 2号土坑と重複。調査時の所見

より、両者よりも古いと考える。

遺物 出土遺物無し。
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(6) 遺構外出土遺物

本遺跡は、近年まで宅地、もしくは畑地として利用されていたため、近代以降の土坑や溝、近年の撹乱な

どが多数あり、その中からも中近世に属する遺物が大鼠に出土している。これらの中から、残存状況の良い

もの、特徴的な器種のものなどを取り上げた（第178~185図、 PL79~85)。また、近代以降の遺物も大量に

出土しているが、当時の庶民の生活を推測する上で非常に興味深い資料であり、ここで取り上げた。

出土遺物全体のうち、中世以前の遺物はごくわずかである。土器 ・陶器ではD区で出土した 8世紀代の須

恵器坪 (1)、 C区で出土した中世の耳付水注 (2)、甕破片 (3) のみである。この他に中世の渡来銭が出

土している (90~104）。これらの古銭には、 2枚から 4枚程度まとまって出土したものがあり、本来は墓に

副葬されていたものと考え られる。 15枚出土したうち、 12枚は中世の土塙墓が集中していた C区からの出土

である。他大多数の遺物は近世以降のものである。

近世の遺物は18世紀から19世紀にかけてのものが主体で、磁器、陶器、土器、古銭、金属製品、石器類が

出土している。磁器は碗や皿、香炉、戸車などが出土した (4~16)。産地は肥前が大半を占め、瀬戸 ・美濃

が若干含まれる。陶器は碗や皿、灯明皿、乗燭、香炉、片口鉢、播鉢など、多様な器種が含まれる (17~43)。

産地は圧倒的に瀬戸 ・美濃が多いが、肥前産のものもわずかに含まれる。揺鉢には堺 ・明石産のものも見ら

れる。土器は皿や焙烙、土鍋、火鉢、植木鉢、十能などが出土した (44~62)。多くは在地系の土器であるが、

一部に搬入系土器も認められた。古銭は寛永通費と文久永官、天保通賓が出土(105~112)。寛永通費は、う

ち1枚が最も古い段階のいわゆる古寛永であるが(105)、その他は全て1697年以降に鋳造されたいわゆる新寛

永である。金属製品では鉄砲玉とキセルが(114~117)、石器類では砥石と石製品、石臼が出土している (118

~124)。

近代以降の遺物には磁器、陶器、土器、古銭がある (63~89、113)。磁器は碗や皿、杯などで、近世の遺

物と異なり、大半が瀬戸 ・美濃産のものである。中でも特筆すべきものとして統制番号付きの磁器碗があげ

られる (67~72)。C区33号溝からも出土しているが、遺構外出土遺物も全て C区からの出土である。これら

は高台内に染付や型押しによって統制番号を記す。産地を示す漢字、もしくはカタカナ 1文字と、生産者を

表す 3桁の数字からなる。岐阜県産を表す「岐」の印のあるものが 5点、瀬戸産を表す「セ」の印のあるも

のが 1点含まれる。この他には除隊記念と思われる杯なども興味深い (75• 76)。ちなみに75の杯の裏にある

「細井」という姓は、戦前の地勢図で本遺跡の C • D 区の地主として記載がある。陶器は碗、急須、甕が出土

し、笠間 ・益子産のものが含まれている (77~79)。土器は徳利や釜、風炉、コンロ、練炭起こしなど、近年

では全く見かけなくなった生活用具が見つかっている (80~89)。
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第 3章伊勢山遺跡

1 調査の経過と方法
調査の経過 伊勢山遺跡は北に波志江沼をのぞみ、伊勢崎台地部の波志江中屋敷東遺跡とそれよりも一段

高い赤城火山斜面台地上の波志江西宿遺跡との間に位置する。遺跡の所在地は台地から低地へ向かう傾斜の

変換点にあたり、北東側から南西に向かって落ちる緩やかな傾斜地となっており、北東隅と南西隅の比高差

は約 3mである。

調査対象地は墓地であったため、墓地移転がすべて終了した後の平成11年12月13日より調査を開始した。

表土掘削は、ローム層上面まで掘り下げるようにした。墓地の基礎や木の根を除きながらのため、表土掘削

は難航した。また、近世の墓が数多く検出されたため、調査は思うようには進まなかった。土坑 ・溝 ・土壊

墓の調査を行った後に、ローム下層の調査を行った。

調査は先行引き渡し部分のA区から開始した。木の根が張っていたため、遺構確認にやや難があったが、

近現代の墓以外の遺構は検出されなかった。平成11年12月16日にローム上面の全景写真を撮影。その後旧石

器時代遺物確認のため、ローム下層の試掘調査を行った。 A区は調査面積が小さかったため、 2X5mの試

掘のトレンチを 2ヶ所設定したが、石器は検出されなかった。平成11年12月21日に全景写真を撮影し、年内

に調査を終了した。

年が明けて平成12年 1月24日より、 B区の調査となった。 B区も上部が墓地であったため、墓地の基礎に

よってひどく撹乱されていた。加えて近世の土塙墓が多く検出されたため、ローム上面の調査は時間を要し

た。近現代の墓からは多くの人骨が出土したが、遺物として持ち帰らずに移転した募地へ埋葬した。また、

この時期は晴天が続くものの、赤城山を吹き下ろす北風が強く、強風や埃による調査への影響が少なからず

あった。 B区北側の現道に接する部分 3mが先行引き渡しのために調査を優先させ、 2月 2日に調査を終了

し、 2月3日に引き渡しを行った。ローム上面の調査は 3月上旬に終了し、 3月10日に空撮を行った。それ

以降は旧石器の試掘調査に入った。調査区内は大小の撹乱によってローム深くまで削平されており、撹乱の

及んでいない範囲を中心に試掘トレンチを 7ヶ所設定した。その結果、波志江西宿遺跡と接する東側現道付

近のGトレンチより石器が 2点出土した。調査終了間際での検出のため、周囲の拡張や下部の掘削は行えな

かった。平成12年 3月22日に発掘現場での調査を終了し、埋め戻しを 3月23日～28日まで行い、 3月29日に

引き渡した。その後発掘調査事務所のプレハブを撤去して全調査を終了した。

調査の方法 調査においては、調査方法、排土方法、安全対策等に配慮しながら進めた。以下は調査に伴

った主な留意点である。

1)調査区の設定

発掘調査区は、伊勢崎市波志江町に所在し、東西50m • 南北80m程の範囲である。遺跡中央部よりやや北

側を現道が東西に走っており、それより北側をA区、南側をB区とした（第186図）。

2) グリッドの設定

グリッドの設定は、日本平面直角座標（国家座標）を基準に10m方眼を設定し、遺構 ・遺物の図化を行った。

調査区北端のX=39230ラインをAとし、以下南に下るにつれて B、Cと続き、南端のX=39160ラインをH

とした。また、調査区西端のY= -57210ラインを 0とし、以下東へ向かうにつれて10、20と続き、東端のY

= -57180ラインを30 とする。グリッドの名称は、北西隅基準点の座標名を使用した。グリッド杭 •水準点杭
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の測量 ・打設ば測鼠会社へ委託した。基準点は、 2002年 4月改正以前の日本測地系を用いている。

3)調査手順

表土の除去は、調査の効率を図るため大型掘削機で行い、排土の運搬についてはダンプを使用した。遺構

名称は遺構の種別ごとに通し番号を付した。遺物の取り上げは、遺構単位、グリッド単位を基本とした。遺

物の注記は、遺跡名、遺構名またはグリッド名を記入した。測量については、発掘作業員にセクション ・平

面図作成を指示し、一部を業者に委託した。写真撮影には、 35mm版カメラのモノクロとカラーを使用した。

遺跡の全景写真撮影は空中写真撮影を実施した。撮影したフィルムは現像処理し、モノクロ ・カラーともに

L版サイズに焼き、撮影対象 ・撮影方向 ・撮影日を記入し、ファイルした。

――←-
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2遺跡の基本土層
伊勢山遺跡は、東側に位置する波志江西宿遺跡から続くローム台地が、低地へ向かって傾斜していく緩や

かな斜面地形となっている。そのため、遺跡の北東側と南西側では土層の堆積状況が異なる（第187図）。

北東側の、より台地中央に近い地点では、隣接する波志江西宿遺跡の堆積状況と基本的に同一である。た

だ、近世以降の墓地の造営とその後の移転作業によって激しく撹乱されたため、 As-Cを含む黒色土は確認で

きなかった。テフラ分析の結果、 IV層からAs-YP（浅間板鼻黄色軽石）、 V層からAs-OklとOk2（浅間大窪

沢第 1• 第 2 軽石）、 VI · Vil層からAs-BP（浅間板鼻褐色軽石）の中・上位グループ、 IX層からAT（姶良Tn

火山灰）が検出されている。軽石や火山灰は二次的に混入したものが多いが、 VI層とVil層中のAs-BPは、 一

部ブロック状に堆積していた。また、表土から約2.5m下位には、厚さ 7cm程の一次堆積のHr-HP（榛名八崎

軽石）が確認できた。暗色帯はX層にあたる。

一方南西側低地よりの部分では、 As-Cを含む黒色土の堆積が確認できた (II層）。下位はHr-HPに由来す

ると思われる風化した軽石混じりの粘土層で、一次堆積のHr-HPは確認できなかった。また、As-BPグルー

プのうち、最下層にあたるAs-MP（室田軽石）が確認されただけで、中 ・上位の軽石は堆積していなかった。

その上位のAs-Okl• Ok2は堆積していたため、 As-MP降灰後As-Okl• Ok2の降灰までの間に、水流による

浸食とその後の埋没が起こったものと考えられる。 IX、X層は、水による影響のためか、台地部とは異なる

色調を呈していた。
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3検出された遺構と遺物
I 旧石器時代

(1) 概要

B区の東端から旧石器時代の石器が 2点出土した。現道を挟んで東側の波志江西宿遺跡でも出土しており、

一連の石器分布に含まれる可能性が考えられる。ただし、現道下の確認調査の際には遺物の出土はなかった。

石器の出土地点は低地に向かう傾斜変換点付近で、ローム層は安定した堆積状況を呈していた（第189図）。

石器の出土層位はAs-BP下位の褐色ローム層から暗色帯上位（基本土層のIX~X層）である。石器の出土が

調査終了直前であったため、調査範囲の拡張や更なる掘り下げを行っておらず、確実な分布範囲と出土層位
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゜第188図 旧石器試掘トレンチ位置図
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を確認することはできなかった。

(2) 出土した石器

石器は 2点出土（第189図、 PL-88• 89)。 1は石刃状の縦長剥片で、両側がほぼ並行、背面には腹面と同

一方向からの剥離面が 2面見られる。打面は調整打面。石材は黒色頁岩。重菫16.60 g。 2も縦長剥片で、打

面から背面にかけて自然面を残す。石材は黒色頁岩で、風化が激しく器表面がひどく剥落する。重量19.86 g。

非常に断片的な資料であり、この石器 2点のみから年代的な位置付けをすることは困難である。ただし、

出土層位や石材の特徴が、東側に隣接する波志江西宿遺跡の第II文化層とほぼ一致することから、同一の文

化層に属する可能性は高いものと考えられる。
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II 中近世の遺構と遺物

(1) 概要

発見された遺構は、近世の土塙墓が中心である。本遺跡は近世以降墓地として利用されていたため、それ

以前の時代の遺構は確認されなかった。

当該期の遺構は、 B区で土坑 8基、土塙墓28基、溝 2条が見つかっている（付図 4)。調査開始以前に当該

墓地の墓石の調査を行ったところ、江戸時代の年号が記されているものが多数あり、本来はより多くの近世

墓があった。ただし、近年の合祀や、その後の墓地の移転に伴って破壊・削平されてしまったため、調査で

確認できた墓は上記の数だけである。土坑と土塙墓の区分には明確な韮準はないが、副葬品と思われる古銭

の出土があるか、埋葬に十分な深さがあるかなどの点を考慮して判断した。土塙墓には、円形～楕円形、長

方形、正方形の 3つの形態のものが認められた。長方形のものは長軸が100~160cm程度で、長軸方向が南北、

もしくは東西に一致するものが大半を占める。正方形のものは、一辺の長さが90cm内外とやや小型のものと、

一辺の長さが150~170cmと大型で、底部中央に円形に掘りくぼめた跡があるものの 2種類がある。円形のも

のは、直径が70cm程度のものと、 110cm程度のものがある。土坑は円形～楕円形状のものが大半であるが、長

方形、隅円の正方形状のものが各 1基ある。溝は調査区南西側から 2条発見された。うち 1本はしっかりし

た薬研状の掘方を持ち、土地の傾斜に沿って走る。墓域を区画する溝であろうか。

これらの遺構は撹乱がひどく、遺構を確認した際にすでに上位が削平されているものが多い。そのため、

規模や形状を厳密に捉えられたものは少ない。本文中の遺構の大きさや深さは確認した段階での数値で、実

際に遺構が構築された時点での規模とは異なっている。特に土壊墓の深さについては22~150cmとばらつきが

あるが、これは削平の程度による違いで、墓という性格上、本来は同程度の深さまで掘り込まれていたもの

と推測される。その傍証として、隣接して構築されている土塙墓底面の標高値に大きな差は見られない。

(2) 土塙墓

1号土壊墓（第190• 196図、PL-89)

位置 C-20グリッドに位置する。

規模 短軸138cm、長軸163cm、底面までの深さは98cmを測る。

概要 東西方向がわずかに長い楕円形状を呈する。

遺物 覆土中より寛永通費 9枚出土。うち 8枚はいわゆる「古寛永」、残り 1枚は付着のため不明。

2 号土壕墓（第190•196図 、 PL-89)

位置 C-20グリッドに位置する。

規模 短軸74cm、長軸124cm、底面までの深さは36cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。遺構上位を大きく削平されている。

遺物 覆土中より寛永通賓 6枚出土。全て「古寛永」。

3号土壊墓（第190• 196 • 197図、PL-89• 90) 

位置 D-30グリッドに位置する。

規模 短軸91cm、長軸138cm、底面までの深さは122cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。遺構上位を大きく削平されている。

遺物 覆土中より寛永通賓11枚出土。うち 6枚は「古寛永」、残り 5枚は背面上部に「文」の文字が鋳出され

る、いわゆる「文銭」。
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4号土塀墓（第190• 197図、PL-90)

位置 D~E-20グリッドに位置する。

規模 短軸75cm、長軸79cm、底面までの深さは113cmを測る。

概要 円形状を呈するが、若干南北方向が長い。四隅がわずかに角張っている。

遺物 覆土中より銭貨が 6枚出土。うち何枚かは鉄銭であるが、錆による劣化激しく銭種は不明。

5号土堀墓（第190• 197図、PL-90)

位置 D-20グリッドに位置する。

規模 短軸82cm、長軸118cm、底面までの深さは92cmを測る。

概要 長軸が東西方向に向く長方形状を呈する。底面に直径30cm、深さ29cmのピットを伴う。

遺物 覆土中より寛永通賓 5枚、文久永宵 1枚出土。寛永通賓は 2枚が「文銭」、 1枚は「新寛永」、 2枚は

真鍮四文銭。

6号土堀墓（第190• 197図、 PL-91)

位置 D-20グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸124cm、底面までの深さは117cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。

遺物 覆土中より銭貨11枚出土。錆により付着するもの多く、銭種が判明したものは 6枚のみ。全て寛永通

費で、「古寛永」 1枚、「文銭」 1枚、その他は「新寛永」である。

7号土堀墓（第190図、PL-86)

位置 D-20グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸113cm、底面までの深さは132cmを測る。

概要 長軸が東西方向に向く長方形状を呈する。

遺物出土遺物無し。

8 号土壊墓（第190•198 図、 PL-86•91)

位置 E-10グリッドに位置する。

規模 短軸90cm、長軸96cm、底面までの深さは32cmを測る。

概要 南北方向がわずかに長い楕円形状を呈する。上位を削平されているため定かではないが、掘り込み面

での形状は正方形に近いものと思われる。

遺物 覆土中より銭貨 5枚出土。うち 1枚は大正年間の 1銭銅貨。残りは鉄銭を含む有孔の銭貨であるが、

錆により付着し銭種不明。

9号土壊墓（第190• 198図、 PL-91)

位置 D-0グリッドに位置する。

規模 直径72cmの円形で、底面までの深さは147cmを測る。

概要 ほぽ円形状で、深い掘り込みを持つ。

遺物 覆土中より銭貨12枚出土。うち寛永通賓が 9枚、残りは銭種不明。寛永通賓は 1枚のみ「古寛永」で

他は「新寛永」。

10号土壊墓（第191・198図、 PL-87• 91 • 92) 

位置 E-0グリッドに位置する。

規模 短軸73cm、長軸101cm、底面までの深さは22cmを測る。
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概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。上位を削平されている。

遺物 覆土中より土器皿、銭貨 9枚出土。銭貨は寛永通賓が 5枚でうち 4枚は「新寛永」、 1枚は鉄一文銭。

他は錆により付着して銭種不明であるが、鉄銭を含む。

11号土塘墓（第191図）

位置 E-0グリッドに位置する。

規模 短軸87cm、長軸93cm、底面までの深さは150cmを測る。

概要 南北方向がわずかに長いが、ほぽ正方形状を呈する。軸の方向は南北にほぼ一致する。

遺物 出土遺物無し。

12号土塀墓（第191・199図、 PL-92)

位置 H-10グリッドに位置する。

規模 短軸93cm、長軸114cm、底面までの深さは62cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。覆土は、地山ロームを多量に含む淡褐色～暗褐色土である。

遺物 覆土中より銭貨12枚出土。うち 1枚は寛永通費（新寛永）。他は錆によって付着しているため銭種不明

であるが、鉄銭を含む。

13号土堀墓（第191・199図、 PL-92)

位置 G-10グリッドに位置する。

規模 短軸76cm、長軸95cm、底面までの深さは80cmを測る。

概要 長軸が東西方向に向く楕円形状を呈する。覆土は地山ロームを含む淡褐色～褐色土である。

遺物 覆土中より土器皿、銭貨11枚出土。銭貨は 8枚が寛永通賓（新寛永）。他は錆による付着で銭種不明で

あるが、鉄銭を含む。

14号土壌墓（第191図）

位置 G-10グリッドに位置する。

規模 直径102cmの円形で、底面までの深さは103cmを測る。

概要 覆土は地山ロームを含む淡褐色～褐色土である。

遺物 出土遺物無し。

15号土壕墓（第191・199図、 PL-92)

位置 G~H-10グリッドに位置する。

規模 南端を近年の撹乱によって壊されているため、正確な規模は不明。現状で短軸93cm、長軸143cm、底面

までの深さは65cmを測る。

概要 形状は隅円の長方形を呈する。長軸の方向は、南北から若千東に振れる。覆土は地山ロームを含む淡

褐色～暗褐色土。

遺物 覆土中より銭貨16枚出土。「古寛永」と「新寛永」を各 1枚含むが、他は錆による付着激しく銭種不

明。

16号土堀墓（第192• 199 • 200図、 PL-87• 92) 

位置 G-0グリッドに位置する。

規模 上面は一辺が約170cmの正方形を呈する。底面に直径約105cmの円形の掘り込みを持つ。底面までの深

さは149cmを測る。

概要 上面から正方形状にまっすぐ65cm程掘削した後、底部に一回り小さく円形に掘り込む。覆土は地山口
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第192図 16 • 18~22号土壊墓
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ームや黒色土のブロックを雑多に含む淡褐色～黄褐色土で、一部焼土も含まれる。

遺物 覆土中より銭貨11枚出土。元祐通賓 1枚、寛永通費 5枚（うち「古寛永」 1枚、「文銭」 1枚、「新寛

永」 3枚）含むが、他は錆により付着し銭種不明。

17号土壊墓（第191・200図、 PL-87• 93) 

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸87cm、長軸116cm、底面までの深さは107cmを測る。

概要 楕円形状を呈する。長軸の方向は南北から若干東側に振れる。覆土は地山ロームを含む淡褐色～褐色

土で、一部焼土を含む。

遺物 覆土中より銭貨 8枚出土。うち 3枚は寛永通賓（古寛永）、他は錆による付着のため銭種不明。

18号土堀墓（第192• 200図、 PL-87• 93) 

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 現状で短軸93cm、長軸110cm、底面までの深さは113cmを測る。

概要 19号土坑墓と隣接して構築されているため、単独での規模は不明。本来は直径110cm程の円形状と思わ

れる。

遺物 覆土中より銭貨 9枚出土。うち 3枚は寛永通賓（新寛永）、他は錆による付着のため銭種不明。

19号土堀墓（第192図、 PL-87)

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 現状で短軸90cm、長軸102cm、底面までの深さは115cmを測る。

概要 18号土坑墓と隣接して構築されているため、単独での規模は不明。本来は直径100cmほどの円形状と思

われる。

遺物 出土遺物無し。

20号土壕墓（第192• 200図、 PL-93)

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸95cm、長軸138cm、底面までの深さは130cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。

遺物 覆土中より銭貨11枚出土。うち 5枚は寛永通賓（新寛永）、他は錆による付着のため銭種不明。

21号土塀墓（第192• 200図、 PL-93)

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸113cm、長軸160cm、底面までの深さは138cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。覆土は地山ロームを含む淡褐色～暗褐色土。

遺物 覆土中より銭貨 6枚出土。うち 2枚は寛永通賣（新寛永）、他は錆による付着のため銭種不明。

22号土塀墓（第192図）

位置 E-10~20グリッドに位置する。

規模 直径110cm程度の円形状で、底面までの深さは66cmを測る。

概要 円形状を呈する。壁はほぽ直立する。

遺物 出土遺物無し。

23号土壊墓（第193•200·201 図、 PL-87 • 93) 

位置 G-10グリッドに位置する。
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規模 上面は一辺が約150cmの正方形状で、底面に直径80cm程の円形の掘り込みを持つ。底面までの深さは

149cmを測る。

概要 上面から正方形状に65cm程掘り下げた後。底面に一回り小さく円形に掘り込む。

遺物 覆土中より銭貨10枚出土。うち 8枚は寛永通賓（「古寛永」 3枚、「新寛永」 4枚、不明 1枚）、 他は破

片のため銭種不明。

24号土壌墓（第193•201 図、 PL-87 • 93) 

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸98cm、長軸132cm、底面までの深さは121cmを測る。
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概要 長軸が南北方向に向く長方形状を呈する。

遺物 覆土中より銭貨 5枚出土。うち 3枚は寛永通貿（「古寛永」 1枚、 「新寛永」 2枚）、他は錆による付着

のため銭種不明。

25号土堀墓（第193図）

位置 G-20グリッドに位置する。

規模 短軸85cm、長軸107cm、底面までの深さは90cmを測る。

概要 長軸が北西方向に向く楕円形状を呈する。 26~28号土塙墓と隣接して作られており、大きさや深さな

ども類似している。

遺物 出土遺物無し。

26号土壊墓（第193• 201図、 PL-94)

位置 G-20グリッドに位置する。

規模 直径75cm程度の円形で、底面までの深さは58cmを測る。

概要 円形状でほぼまっすぐ掘り込まれる。

遺物 覆土中より銭貨11枚出土。うち 1枚は寛永通賓（新寛永）。他は錆による付着のため銭種不明である

が、鉄銭を含む。

27号土壌墓（第193• 201図、 PL-94)

位置 G-20グリッドに位置する。

規模 短軸74cm、長軸87cm、底面までの深さは87cmを測る。

概要 長軸が北東方向に向く楕円形状を呈する。

遺物 覆土中より寛永通費 2枚出土。内訳は「古寛永」、「新寛永」各 l枚。

28号土壊墓（第193図）

位置 G-20グリッドに位置する。

規模 直径70cm程度の円形で、底面までの深さは101cmを測る。

概要 円形状で、ほぽまっすぐ掘り込まれる。

遺物 出土遺物無し。

(3)土坑

1号土坑（第194図、 PL-87)

位置 D-30グリッドに位置する。

規模 直径約110cmの円形で、底面までの深さは22cmを測る。

概要 壁はほぽ垂直に立ち上がる。覆土はAs-C軽石やソフトロームを含む黒色土である。

遺物 出土遺物無し。

2号土坑（第194図）

位置 D-20グリッドに位置する。

規模 短軸51cm、長軸62cm、底面までの深さは 4cmを測る。

概要 長軸方向は、南北から若干西に振れる。形状は長方形。

遺物 出土遺物無し。

242 



3号土坑（第194図、 PL-87)

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸102cm、長軸112cm、底面までの深さは29cmを測る。

概要 東西方向がわずかに長い隅円の正方形状を呈する。覆土は、 As-Cと思われる軽石や地山ロームを含む

黒色～淡褐色土である。

遺物 出土遺物無し。

4号土坑（第194図、 PL-88)

位置 F-30グリッドに位置する。

規模 短軸80cm、長軸94cm、底面までの深さは15cmを測る。

［ 
2号土坑

口
／ 

3号土坑

A I I I ¥ A' 
A 口 i 

A' A A' 

A L =84 6m A' 

A L=84.8m A' 

1号土坑

1 黒色土

4号土坑

A
 

As-C、ソフトロームを含む。

／ A 

A L=84.7m A' 

A
-

＼
 

疇

口

号6

A

 

A L =83.6m A' 

0 1 : 40 1 m 

A
 

5号土坑／ ＼ ］ 

、0＼立

A L =84.2m 

7号土坑

A
 

A L=83.7m 

A' 

／
 

~- L =83.9m 

A 

A' 

3号土坑

1 黒色土

2 褐色上

3 褐色土

4 淡褐色土

8号土坑

軽石（As-Cか）多鼠に含む。

若干の軽石、多鼠のローム粒含む。

ソフトローム若干含む。

多最のソフトローム、若干の褐色

土プロック含む。

l
 A' 

A L=83.6m A' 

A' 

A' 

第194図 1~8号土坑
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概要 長軸が北西方向に向く楕円形状を呈する。

遺物 出土遺物無し。

5号土坑（第194図、 PL-BB)

位置 F-20グリッドに位置する。

規模 直径100cm程度の円形で、底面までの深さは30cmを測る。

概要 円形状で、ほぽまっす ぐ掘り込まれる。

遺物 出土遺物無し。

6号土坑（第194図、 PL-BB)

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸70cm、長軸84cm、底面までの深さは26cmを測る。

概要 楕円形状を呈する。長軸は南東方向に向く。

遺物 出土遺物無し。

7号土坑（第194図）

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 現状で短軸105cm、長軸114cm、底面までの深さは36cmを測る。

概要 20号土塙墓に壊され正確な規模 ・形状は不明だが、楕円形状を呈するものと推測される。

遺物 出土遺物無し。

8号土坑（第194図、 PL-BB)

位置 F-10グリッドに位置する。

規模 短軸120cm、長軸164cm、底面までの深さは134cmを測る。

概要 長軸が南北方向に向く楕円形状。

遺物 出土遺物無し。

(4) 溝

1号溝（第195• 201図、 PL-88• 94) 

位置 F~H-10グリッド付近に位置する。

規模 長さ約24m、最大幅1.2m、底面までの深さは86cmを測る。

概要 北東から南西方向に向かって走り 、南端で西側に「L」字状に曲がる。北端部は浅くなって途切れて

いるが、端部から 2m程の所で、急に中心が深く薬研状に掘り込まれる。この深くなった部分での北

端と南端の比高差は約80cmで、南側が低い。北側部分に 2号溝が取り付くが、両者の新旧は不明。

遺物 土器皿が出土。

2号溝（第195図、 PL-88)

位置 F~G-0グリッドに位置する。

規模 長さ約15m、最大幅1.6m、底面までの深さは23cmを測る。

概要 北西から南東方向に向かって緩く弧を描くように構築される。北西隅と南東隅での比高差は18cm程で、

南東側が低い。 16号土壕墓と重複。調査時の所見から、 16号土塙募より古いものと判断した。北東端

は1号溝に取り付くが、新旧関係は不明。

遺物 出土遺物無し。
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1 黒褐色土 多鼠の軽石含む。

2 黄褐色土 多輩の軽石含む。

3 淡褐色土 多鉱のローム、褐色土含む。
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5 淡褐色土 多鎚のロームプロック含む。隅＇ "~, I / / / 

。
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第195図 1 • 2号溝
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第196図 1~3号土壊墓出土遺物
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